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　　　　　　　　　　序章




　山やま科しな高校に通う学生にとって、六月というのは退たい屈くつな月だ。

　中間テストも終わり自由な時期ではあるが、特に大きな学校行事は予定されていない。梅つ雨ゆに入ればすっきりとしない天気が続き、気の滅め入いるむしむしとした過ごしにくい毎日がやってくる。

「──というわけで、今日からしばらくこのクラスに短期留りゆう学がくしてくることになった山やま田ださんだ。三週間という限かぎられた期間ではあるが、みんな仲良くするように」

　それもあって、予想外のイベントを迎えた生徒達は担任教師の言葉に一いつ斉せいに沸わき立たった。紹しよう介かいされた生徒が今までに見たことがないくらい可愛かわいらしい少女だったのが、大おお騒さわぎに拍はく車しやを掛かけたのは言うまでもない。

　歓かん声せいをあげる男子やそれ以上に黄色い声をあげる女子。誰だれもが好意的に目を輝かがやかせる中、声も出せないほど驚きよう愕がくし、目を白黒させる生徒が一人だけいた。

（………………なん……だと…………？）

　自分の見たものが信じられず、しきりに目を擦こする。それでも目の前の光景は変わることはない。陶とう原はらは口を大きく開いたまま固まってしまう。

　そんな陶原に気づくことなく教師は騒ぎ立てる生徒を鎮しずめ、

「まあ落ち着け。お前らの気持ちは分かるが、まずは自じ己こ紹介くらいさせてやれ」

　傍かたわらに立つ少女に目を向ける。

「じゃあ山田さん、どうぞ」

「…………」

　促うながされた少女はしかし、言葉を発しようとはしなかった。きゅっときつく唇くちびるを閉じたまま、不ふ機き嫌げんそうな目でただ一点を睨にらむ。

　並ならぶ生徒の群むれを無む視しし、いきなり因いん縁ねんをつけられたのは陶原だった。

[image: ]

（やっぱり、他人のそら似にとかじゃないんだな）

　蛍けい光こう灯とうを点けていなくとも陽よう光こうで明るく照らされる教室。教きよう卓たくの横に立つ少女は、とても同い年とは思えないほど小こ柄がらだった。腰こしまで届とどく髪かみと細められた瞳ひとみの色はともに黒く、肌はだは日光を浴びるのが今日が初めてなのではないかと疑うほどに白い。

　そして陶原は、事実少女が今まで一度も日の光を浴びたことがないのだと知っていた。

（目は赤じゃなくて黒だけど、どう考えてもお前だよな……）

　陶原の知る彼女なら日の光で灰はいになってしまうはずだ。だから別人のはずだと自分に言い聞かせてみても、見み慣なれた仏ぶつ頂ちよう面づらで睨まれてしまえば現実を認みとめるしかない。

（何でお前がそこにいるんだよ！　夜よる音ね！）

　少女は陶とう原はらの復ふく讐しゆう相手であり、夜の住人であるはずの吸きゆう血けつ鬼き、夜よる音ねだった。

　思いもよらない事じ態たいに、どう対たい処しよするべきか頭が働かない。縛しばられたように椅い子すから立ち上がることもできずに混こん乱らんする陶原は、

「山やま田ださん？　山田夜音さん？　ほら、自じ己こ紹しよう介かいして！」

「……………………」

　ざわざわとさっきまでとは別の意味で騒さわぎ始はじめる教室の中、夜音に睨にらまれ続つづけるのだった。










　　　　　　　　　　一章




　午後七時三十分。約やく束そく通りの時間を迎むかえた頃ころ、陶とう原はらは自室でごくりと喉のどを鳴らしていた。

　固かた唾ずを吞のんで見守る視し線せんの先には、白くて細い喉があった。陶原と同じ動きを見せる夜よる音ねのそれが嚥えん下かしているのは、赤く暖かな液えき体たい──陶原自身の血だ。

　己おのれの血が飲み下されていくのを見守りながら、陶原は我知らず両手を握にぎり締しめていた。

　陶原は健康だけが取とり柄えの少年だ。幼おさない頃に出会った吸きゆう血けつ鬼きの少女、夜音に血が不ま味ずそうだと見捨てられて以来、復ふく讐しゆうするため病的なまでに健康に気を遣つかう生活を送り続けてきた。その甲か斐いあって再さい会かいした夜音は陶原の血の虜とりことなり、血を吸すわせるかわりに彼女をこき使う生活を送っていた。

　しかし吸血鬼同士の争いに巻まき込こまれてしまい、陶原は大おお怪け我がを負って極ごく上じようだったはずの血の味は大おお幅はばに落ちてしまった。夜音は離はなれていくことはなかったが、血の味は、復讐として夜音に命令してやるだけの価か値ちを失ってしまった。

　怪我は全ぜん治ち四ヶ月と診しん断だんされたが、一週間ほど入院生活が続いた頃、血を吸えないことに我が慢まんできなくなった夜音が『人間に吸血鬼並みの快かい復ふく力りよくを与あたえる秘ひ薬やく』を用意し、陶原の傷きずは一ひと晩ばんで癒いやされた。

　そして今日は怪我をして以来、初めて夜音が陶原の血を味わっているのだ。

「五十点──。いえ、四十点といったところですね」

　やきもきしながら一心に見つめる先で、夜音は落らく胆たんの色を隠かくそうともせずやれやれと首を振ふった。優ゆう雅がにハンカチで口元を拭ぬぐい、陶原の顔をじっと見み据すえる。

「まず第一に香かおりが駄だ目めです。生なま臭ぐささが先に立って気高さが欠片かけらもありません。次に甘みですが、まあ合格点をあげてもいいでしょう。これだけは不思議と以前と変わらぬ甘さを保たもてています。ですがやはり不ふ純じゆん物ぶつの多さが気になりますね。きめ細かく繊せん細さいだったはずなのに、今では粗そ雑ざつな印いん象しようを受けます。もっと研とぎ澄すますよう心がけなさい。関連してでしょうが、後味もよくないですね。すっと消えるのではなく、雑味、違い和わ感かんが残ります。余よ韻いんを残すのは構かまいませんが、僅わずかとはいええぐみを残すなんて餌えさとしての自覚が足りないとしか言えませんね」

　あからさまにため息をつく。

「基き本ほんとなる味が正せい統とう派はだっただけに、余よ計けいに粗あらが目立ちます。気高く清せい冽れつだった血が見る影かげもありません。それに何より、味が薄うすまっているのが許せません。ねっとりとした蜂はち蜜みつのような濃のう厚こうさはどこへ行ってしまったんですか」

「ドロドロよりもサラサラの方が健康なんじゃないのか？」

「吸血鬼の食事として血の濃度が足りないと言っているんです。実じつ際さいの粘ねばり気けなど関係ありません」

　冷たい視し線せんを受け、陶とう原はらはふて腐くされるように下した唇くちびるを嚙かんだ。

「仕方ねえだろ。血が薄うすまったのは事実なんだしよ……」

　右手で首くび筋すじを撫なでる。指先に触ふれるのは、二つ並ならんだ小さな刺さし傷きず。

　夜よる音ねに血を吸すわれた痕あとだ。

　少し前まで陶原の首筋は、夜音が幾いく度どとなく嚙み付いた痕で穴あなだらけになっていたのだが、秘ひ薬やくによって怪け我がを治なおしたついでに無傷の肌はだを取とり戻もどしていた。そこにできた真新しい二つの穴を撫で、自然とにやける。しかしすぐに咳せき払ばらいして顔を引ひき締しめた。

「にしても、四十点ってのは酷ひどくないか？　病気になったわけでもないし、元の血が薄まってたとしても三分の二は元のままのはずだぞ」

「例えばそうですね……。牛乳を汚お水すいで三分の二に薄めたとして、貴方あなたはそれに五十点を付けますか？　さらに言えば、血というのはそんなものとは比ひ較かくにならないほど繊せん細さいなんです」

　人間は三分の一の血けつ液えきを失うと死亡する。死ななかったのだから出血はそれ以下だったはずだと未み練れんがましく言いつのろうとしていた陶原は、納なつ得とくしてがっくりと肩かたを落とした。

「覚かく悟ごしていたとはいえ、さすがにきついな……」

「何をがっかりしてるんですか。がっかりしたのは私の方です。我が慢まんに我慢を重ねて、やっとのことで味わったというのに」

「……すまん」

　返す言葉もなく、陶原は項うな垂だれる。

　ずっと我慢をしていたというのは噓うそではなく、夜音が陶原の血を吸うのは二週間以上ぶりのことだった。

　入院中は退たい院いんするまでは安静にしていた方がいいだろうということで、血を吸わせるのはおあずけにしていたのだ。退院してからは、

「『テスト勉強に集中するため』と、先さき延のばしにしたのは誰でしたかね？　期待を膨ふくらまさせておいてこの結果とは、恥はずかしくないんですか？　私だったら恥ずかしくて外も歩けませんね。どんな面つらの皮をしていれば耐たえられるんでしょうか。理り解かいできません」

「…………ほんと、すまん……」

　合わせる顔がなく、下を向くしかない。

　陶原が退院してすぐに、中間テストが開始されたのだ。陶原は授業態度は真ま面じ目めでも、成績は平へい凡ぼんでしかない。入院中の遅おくれを取り戻すため、テストが終わるまでは勉強を最さい優ゆう先せんにし、血も我慢してもらったのだ。

　長い目で見れば正解だったはずで、しぶしぶとはいえ夜音も納得していたのだが、血が吸えるまでの日が開いたことによってその分期待は大きくなっていたのだろう。

「で、でもよ！　それも今日までだ！」

　沈しずみ込こみそうになっていた陶原は、空元気を出して声を張はり上あげた。

「今日が中間テストの最終日だったし、もう明日からは元通りの生活ができるぞ。すぐに血の味も取とり戻もどしてみせる。心配すんなって」

　多少強こわ張ばりながらも笑みを作る。対して夜よる音ねは面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。

「そんなのは当然です。せっかく生かしてあげたんですから、この私のためにしっかりと精しよう進じんしなさい」

「──ああ。分かってるよ」

　復ふく讐しゆうするためには極ごく上じようの血が必要なのだ。言われるまでもないと内心考えていると、

「言っておきますが、元の味を取り戻すまで命令は聞きませんよ」

　見み透すかしていたように、夜音が釘くぎを刺さす。

「他の人間よりはまだましですから、優ゆう先せん的てきに貴方あなたの血を吸すってはあげます。ですが、屈くつ辱じよく的てきな命令を聞いてまで味わいたい血ではないということをよく覚えておきなさい」

「どうせ飲むんだったらついでに命令も聞けばいいじゃねーか」

「私に働かせるというのは同じ吸きゆう血けつ鬼きであっても滅めつ多たに許ゆるされない、特別なことなんです。調子に乗るのもいい加か減げんにしなさい。それにですね──」

　陶とう原はらの言葉を切って捨てると、夜音は苛いら々いらと舌した打うち。それだけでは気が済すまないとばかりに味の不満について愚ぐ痴ちをこぼし続ける彼女を前に、

（………………よかった……）

　表情を見せないよう顔を手で覆おおい隠かくしながら、陶原はひっそりと安あん堵どしていた。

　血の味が落ちているのも、しばらく飲ませていなかったせいで機き嫌げんを損そこねているのも事実だろう。しかし、これからも吸い続けるつもりならばこちらのものだ。命令できないのにただで血を吸わせるのは癪しやくだが、それまで逃にがさないための投とう資しと思えば辛しん抱ぼうできる。健康のために専念できる環かん境きようは取り戻せたのだから、すぐに元の血の味を取り戻し、思うさま命令してやる。

「話を聞いているんですか！」

「ああはいはい聞いてるって」

　おざなりに返事をしながら、陶原はにやにやとほくそ笑むのだった。
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　そんなわけで。中間テストの終わった翌よく日じつ、陶原は朝から上機嫌だった。

　だったのだが──

（何でこんなことになってるんだ……）

　気分がよかったのも束つかの間ま。一時間目の授業を受けながら、陶原は現げん状じようが理り解かいできないまま、悪夢でも見ているのではないかと混こん乱らんしていた。授業の内容などさっぱり頭に入って来ず、普ふ段だんの授業態たい度どは誰だれよりも真ま面じ目めだというのに、今日ばかりは後ろの席へ意い識しきを奪うばわれてしまう。

　陶とう原はらの座すわる列の一番後ろに謎なぞの留りゆう学がく生せい──というか夜よる音ねが座っているのだ。

　露ろ骨こつに振ふり返かえるわけにもいかず、間に何人もの生徒がいるためどのみち振り返っても夜音の姿すがたは確かく認にんできない。だというのに夜音からなのだろう突つき刺ささるような視し線せんは、何の障しよう害がいもないかのように途と切ぎれなかった。

（意味が分かんねえ。何で吸きゆう血けつ鬼きが昼間の学校に来てるんだよ！）

　平然と授業を聞いているように装よそおいながら、陶原は立ち上がり思い切り頭を搔かきむしりたい欲求に必死で耐たえていた。

（落ち着け。まずは状じよう況きようを整理しよう）

　ぐっと奥歯を嚙かみ締しめ、自分に言い聞かせる。昨日の夜までは、何も変わったことはなかったはずなのだ。

（やっぱり何も言ってなかったよな……）

　夜音は昨夜、陶原の就しゆう寝しん時間が来るまでネチネチと不満を言い連ねていただけだった。記き憶おくを検けん索さくしても学校についての話題は何一つ思い出せず、陶原はため息をついた。

（短期留学って言ってたけど、どういうつもりなんだか）

　担任に連れられて夜音らしき少女がやって来たのは、朝のホームルームの時間だった。担任曰いわく少女は他県の姉妹校に通う生徒で、互たがいの生徒を一定期間交こう換かんしてそれぞれの学校を実じつ際さいに体たい験けんさせるという交流企き画かくとのことらしい。初めて聞く無理のある説明だったが、固まっていた陶原には指し摘てきすることができなかった。

　そして本人の自じ己こ紹しよう介かいとなったわけだが、少女は不ふ機き嫌げんそうに陶原を睨にらんだまま、最後まで一言も言葉を発しなかった。緊きん張ちようしているのだろうと担任が取りなしているうちに一時間目のチャイムが鳴ってしまったのだった。




「──じゃあこの問題は、せっかくだし山やま田だに解といてもらおうか」

　やきもきしていた陶原は、数学教師の声にはっとして顔を上げた。

　このクラスに元々山田という生徒はいない。つまりその生徒とは──

「山田？　おい、返事くらいしないか」

　苛いら々いらとした声が響ひびき、教師の見つめる先に教室内の視線が集中する。それでも山田と呼よばれた少女は、

「…………」

　押おし黙だまったまま、睨むようにじっと前を見つめていた。少しも応おうじる様子はなく、まるで呼ばれたのが自分だと気づいていないかのようだった。

「山田……？　なあ山田、山田……さん？」

　怒おこっていたはずの教師も、その反はん応のうに戸と惑まどいを見せる。自分が間ま違ちがっているのかと不安になったのか、名めい簿ぼを確かく認にん。

「やっぱり山やま田だで間ま違ちがいないな。おい、山田？　山田夜よる音ね？」

「──────はい」

　フルネームで呼よばれ、ようやく少女は返事をする。

「何の用ですか」

「な、何の用って、お前な……」

「早く言いなさい」

　初めて発した声は簡かん潔けつで冷たかった。さらに冷たい視し線せんを向けられた教師は、

「……いや、いい。ええと、この問題だが、それじゃあ──」

　気け圧おされたように一歩足を引くと、視線を逸そらし他の生徒を指名する。真まっ向こうから反はん抗こうされた形だというのに顔には怒いかりの色はなく、むしろ血の気が引いていた。

（やっぱりそうなるよな……）

　周りを見る余よ裕ゆうも失ってしまったのだろう。教師は陶とう原はらが自分以上に顔色を悪くしていることに気づかなかった。
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「よし、じゃあ今日はここまで！」

　チャイムが鳴ると同時に教師が慌あわただしく出て行っても、教室の空気は張はり詰つめたままだった。誰だれも立ち上がろうとせず、元げん凶きようとなる少女に窺うかがうような視線を送る。

　ただ一人、そんな雰ふん囲い気きを破るように陶原は立ち上がった。椅い子すの音が妙みように大きく響ひびく中、無言のままずかずかと進み、問題の少女の傍かたわらに立つ。

「陶原？　何の用で──」

　少女──夜音に最後まで喋しやべらせることなく腕うでを摑つかんで立ち上がらせる。そのまま有う無むを言わせず廊ろう下かへと引っ張った。

「ちょっと、何をするんですか！」

「いいから黙だまってついてこいって！」

　抗こう議ぎの声を相手にせず、半ば引きずるようにして陶原は廊下を走る。何の騒さわぎだと注目を集めていることもまとめて無む視し。

「いっ、いつまでこの私の手を握にぎっているつもりですっ！」

　強引に腕を解とかれ足を止めたのは、廊下の一番端はしまで来た時だった。

「いつまでって──。そうだな、ここなら大だい丈じよう夫ぶか」

　二人がいるのは理科室の前だった。中からは人の気配は感じられず、次の授業で使われる様子もない。他の教室とは階かい段だんを挟はさんでいるし、ここなら用のない生徒がわざわざ来たりはしないだろう。

「こんなところに私を連れてきて、何がしたいんですか。きちんと説明しなさい」

「それはこっちの台詞せりふだ！」

　陶とう原はらは目立たないよう夜よる音ねを隅すみへ追いやり、いきり立つように迫せまった。

「何でお前が学校にいるんだよ！　まだ午前中だし太陽出てるし……、短期留りゆう学がくとか聞いてねえし！」

　感情が先走って上手く口が回らない。そんな陶原を、夜音は不ふ機き嫌げんそうに睨にらむ。

「誰だれのためにこんなことをしていると思っているんですか」

　への字に結ばれた口を僅わずかに開き、ぐちぐちと不満をこぼした。

「私だって日のあるうちに出歩いたりしたくありません。貴方あなたのために、仕方なくこうしているんです」

「…………どういうことだ？」

　陶原に心当たりはない。勢いきおいをなくし眉まゆを寄せると、夜音はふんっ、と鼻を鳴らした。

「先日貴方を襲おそったマレインを覚えていますね？　実は彼女が言うには、この学校に吸きゆう血けつ鬼きが巣すくっているらしいんです」

「吸血鬼が……？」

「ええ。小さ夜よに確かく認にんさせてみたところ、この街に住む吸血鬼の誰もその存そん在ざいを知りませんでした。こうやって実じつ際さいに学校に来てみても気配は感じられませんし、噓うそだったという可か能のう性せいもありますが…………」

　舌した打うちを一つ。

「もし本当に存在していて、身を隠かくしているのだとしたら危き険けんです。貴方は変へん態たい的てきなまでの健康フェチとして校内で名が知られているようですし、血を狙ねらわれてしまうかもしれません」

「変態じゃねえし。その言い方は止めろ」

「貴方の血を横取りされたら困こまります。それを防ふせぐために、嫌いやで嫌で仕方がありませんが、この私が直じき々じきに隠れた吸血鬼の正体を探さぐりに来てあげたんです」

　感かん謝しやしろと言いたげに胸むねを張はる夜音に、陶原は疑問を抱いだく。

「他にもこの街に吸血鬼は住んでるんだろ？　何でそいつだけ特別に警けい戒かいする必要があるんだ」

「所しよ在ざいがはっきりしている同族は全て顔見知りですし、私の餌えさに手出しするような輩やからはいません。貴方には私の匂においが染しみついていますからね。ですが、マレイン以外誰も知らなかったような吸血鬼がもし本当に隠れているのなら危険でないとは言い切れません」

　吸血鬼は餌である人間を巡めぐって争うことを避さけるため、普ふ通つうは存在を同族に隠したりしないものだと夜音は付け加えた。

「マレインさんに直接訊きいてみればいいんじゃないか？」

「そうしたいのは山々ですが、あの女はそれだけ告げると逃にげるように街から姿すがたを消してしまいました。気になるなら自分で捜さがせという嫌いやがらせのつもりなんでしょう」

　またも舌した打うち。事じ情じようを理り解かいした陶とう原はらはしかし、礼の代わりにため息をこぼした。

「潜せん入にゆう捜そう査さなんて、どう考えてもお前は向いてないだろ……」

「それはどういう意味です」

　むっとした夜よる音ねに、陶原は頭ず痛つうを堪こらえるように額ひたいを押おさえる。

「学校への馴な染じまなさっぷりが半はん端ぱじゃないからだよ！　隠かくれた吸きゆう血けつ鬼きを捜すんだったらまずは自分が目立たないように溶とけ込こむのが先決なのに、全くその逆ぎやくを行ってるじゃねーか」

　もし潜せん伏ぷくする吸血鬼が陶原のクラスメイトの誰だれかだとしたら、面めん識しきがなくともこの上なく警けい戒かいされているだろう。

　しかし夜音にはその自覚はないらしく、心外だとばかりに頰ほおを膨ふくらませる。

「失礼ですね。この私のどこに不ふ備びがあったと言うんですか。確たしかに私が高こう貴き過ぎて、人間風ふ情ぜいには近寄りがたかったようですけど」

「そうじゃねえよ」

　陶原はがくりと肩かたを落とすが、気を取り直して、

「自じ己こ紹しよう介かいはしないし名前を呼よばれたのに返事もしない……。悪い意味で目立ってるだけなんだよ！　つーか、山やま田だって何だ？」

「山田……？」

「お前の名字だお前の！　そう紹介されてたじゃねーか！」

「ああ、それですか。私達吸血鬼には必要ありませんが、人間は名字を持っているということで、目立たないよう仮かりに付けたんです。人間としてはありがちな名なんでしょう？」

「返事しなきゃ何の意味もないけどな……」

　疲つかれ切きった声でぼやく。半はん眼がんで夜音の全身をじろじろと眺ながめ、

「どうせ来るなら小さ夜よさんの方がよかったんじゃないか？」

「──何ですって？」

　ぽつりとこぼした言葉に、ただでさえ機き嫌げんの悪かった夜音の目に殺気が宿る。

「それはどういう意味です。まさかとは思いますが、私では同級生に見えないとでも言いたいんですか？」

「いや違ちがう！　そうじゃなくて、あの、その、だな！」

　凍こおり付つきそうなほど温度の下がった声に、陶原は慌あわてて弁べん解かいした。

「……………………そうだ！　小夜さんは元は人間なんだろ？　だったらほら、人間としての常じよう識しきもあるし、夜音よりは打うち解とけ易やすいんじゃないかって！」

「それは私に常識がないと言いたいんですね？」

「違──わない！　そう言いたいんだ！　だけどほら、それは『人間としての』って意味だから！　俺には吸血鬼の常識はないし、それと同じだよ！」

　否ひ定ていしようとした陶とう原はらは、それをぐっと飲み込み軌き道どう修しゆう正せい。唾つばを飛ばして力説する。

（危あぶねえ。同い年に見えないってのは禁きん句くだった）

　吸きゆう血けつ鬼きは不老不死の生物であり、夜よる音ねは数年前から体の成長が止まっている。幼くして不老になるのは吸血鬼としては喜ばしいことらしいのだが、夜音はまだ成長期なのだと主しゆ張ちようし、認みとめていないのだった。

　常じよう識しき知らずと言ってやった方が、まだ怒いかりは少ないだろう。

「ふんっ！　そんなもの私には必要ありませんから、当然です！」

　面おも白しろくなさそうではあるが、夜音は語気を荒あらくしながらもそれ以上言いつのろうとはしない。目もく論ろ見みは成功したらしいと分かり、こっそりと額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「ええっと、その、そもそもだ。今の時間に外に出て大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　さらに話題を逸そらすため訊たずねると、夜音は陶原の目の前に手を突つきつけた。

「吸血鬼専せん用ようのスキンケアクリームを塗ぬってあります。この軟なん膏こうがあれば太陽を浴びても平気ですから」

「そういえば、前にそんなこと言ってたな……」

　夜音の肌はだは傍はた目めには何も塗っているようには見えず、きめの細かく滑なめらかな白さが目に焼き付いた。

「水に濡ぬれるとすぐに落ちますし、能のう力りよくが制せい限げんされてしまいますから万ばん能のうとは言えませんが。目にも同じ機き能のうを持つコンタクトを入れてあります」

「…………うーん……」

　陶原はぽりぽりと頭を搔かく。納なつ得とくしたわけではないが、目的は理り解かいできた。

「だったら普ふ通つうに転てん校こうしてくればよかったんじゃねーか？　何だよその格かつ好こう」

　夜音が着ているのは山やま科しな高校指定の制服ではなく、いかにもお嬢様学校を思わせる制服だった。あつらえたようによく似に合あってはいるものの、より人目を惹ひいてしまうのは間ま違ちがいない。

「貴方あなた達と同じ格好などするつもりはありません。どうせ吸血鬼を見つけたらすぐに出て行くつもりですから」

　自信満々に腕うでを組む夜音を前にして、陶原の胸によぎるのは不安だけだった。

　夜音は吸血鬼としては有ゆう能のうかもしれないが、陶原と出会うまで人間と会話をしたことすらなかったのだ。人間ひしめく学校で颯さつ爽そうと用件を片かた付づけ去っていく姿すがたがこれっぽっちも想そう像ぞうできない。

「仕方ねえな。俺も手を貸すよ」

「何ですかその言い草は」

　表情にも出ていたのだろう。その言葉を聞いて夜音はむくれた。

「まるで私一人では見つけられないとでも言いたそうですね。この私を甘く見るとはいい度ど胸きようです」

「そうじゃなくてだな、えっと…………。そうだ、元はと言えば俺のためなんだろ？　だったら協力するのは当然じゃねーか」

「あっ！　貴方あなたの、ためっ？」

　裏うら返がえった声をあげた夜よる音ねは、憤ふん慨がいしたようにあわあわと唇くちびるを震ふるわせる。息を荒あらくし、怒いかりで頰ほおを薄うす赤あかく染そめた。

「勘かん違ちがいしないで下さい。あくまで血のため、貴方の血を守るためです」

「つまりは一いつ緒しよのことだろ」

「全然違ちがいます。血さえ無事なら、貴方がどんな酷ひどい目に遭あおうが構かまわないんですから」

　冷たく陶とう原はらを見やり、ふんと鼻を鳴らす。

「まあとにかく、手伝った方がお互たがいのためだしいいだろ？」

「いいえ。必要ありません」

　陶原が軽く流すと、夜音はさらに機き嫌げんを損そこねたようだった。

「こそこそと隠かくれている吸きゆう血けつ鬼きなど、どうせ小物に決まっています。すぐに見つけてみせますから、貴方は絶ぜつ対たいに手出ししないように。いいですね」

「あ……、ああ。分かったよ」

　陶原が心配しているのは吸血鬼相手ではなく人間相手のコミュニケーション能のう力りよくなのだが、夜音は聞く耳を持たない。

（上手くいくことを祈るしかねえな）

　ため息をつく陶原は心中でそう呟つぶやきながら、この願いが叶かなうことはないだろうと半ば確かく信しんしていた。
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「山やま田ださんの学校ってどんなところなの？」

「その制服可愛かわいいね！」

「夜音ちゃんって呼よんでいい？　いいよね！」

「お人形みたーい！」

　次々に寄せられる質問を前に、夜音は硬こう直ちよくし、陶原は頭を抱かかえていた。

　休み時間が終わるぎりぎりに教室に戻った陶原達は、自分の席に着く前にクラスメイトに取り囲まれたのだった。ほんの十分前までのこそこそと反はん応のうを窺うかがうような対たい応おうとは打って変わり、どの生徒も夜音を初めて見た時と同じく好奇に目を輝かがやかせている。

　中でも一番陶原を辟へき易えきさせたのは、

「山田さんって、陶原とどういう関係なの？」

　対応が変化した原げん因いんでもあるこの質問だった。

　自じ己こ紹しよう介かいはしない、いきなり教師に反はん抗こうするという不ふ審しんな短期留りゆう学がく生せい。いくら見た目が可愛かわいくても近寄りがたい存そん在ざいだったのだが、その垣かき根ねを壊こわしたのは他ならぬ陶とう原はらだった。

「最初はどうしようかと思ったけど、陶原の関係者なら多少ヘンでもおかしくないしね」

「そうそう。むしろ少しくらいおかしい方が自然よ」

　陶原の知り合いだと判はん明めいした途と端たん、夜よる音ねの異い質しつさはクラスで許きよ容ようされた。ただの変わり者だと判はん断だんされたのだ。

　つまりはそういうことだった。

「ねえ、それでどうなの？」

　一人の女子が改めてそう訊たずねると、他の生徒も喋しやべるのを止め視し線せんを集中させる。夜音の答えはやはり無言だった。

「…………」

　手出し無用だと意気込んでいたくせに、棒ぼう立だちしたまま硬かたく口を結び、全く対たい処しよできていない。見ていられず、陶原は庇かばうように夜音の前に立たち塞ふさがった。

「えっと、それはあれだ、その……」

　真実を告げるわけにもいかず、適てき当とうな理由を探さがして頭を捻ひねる。とっくに休み時間は終わっているが、時間切れで逃にげることはできない。二時間目は担任の受け持つ授業で、生徒の猛もう烈れつな懇こん願がんにより自習にして夜音への質問タイムに充あてることになったのだ。事なかれ主義の弊へい害がいと言えよう。

（ただの学級崩ほう壊かいじゃねーか！　成績に響ひびいたらどうすんだよ！）

　陶原にとっては二重の意味で好ましくない展てん開かいだった。

「もしかして二人は付き合ってて、陶原のためにわざわざこの学校に来たとか？」

「違ちがう！　それは全くの偶ぐう然ぜんだ！」

　からかうような問いを、陶原は即そく座ざに否ひ定ていする。

「つーか、そもそも知り合いじゃねえし。今日が初対面だぞ」

「あれ？　でもさっき『陶原』って名前で呼よんでなかったっけ？」

　そう指し摘てきしたのは清水しみずだった。陶原はまた余よ計けいなことをと苦々しく思いつつ、なんとか平静を装よそおう。

「気のせいだろ」

「だったらどうして山やま田ださんを廊ろう下かに連れて行ったの？」

　続けて訊ねたのは親友であるはずの広ひろ野のだった。陶原に味方する様子はなく、にやにやとこちらを眺ながめている。

「……やっぱり知り合いだった。確かく認にんするために、少し話をしてたんだ」

「知り合いって、どんな？　無む趣しゆ味みで遊びにも行かない陶原がどうやって山田さんと知り合ったのさ？」

　事実だが悲しい核かく心しんを突つかれ、密ひそかに心を抉えぐられる。

「それは………………。病院でだよ」

「病院？」

　つい正直に口にしてしまうと、清水しみずは訝いぶかしげに首を傾かしげた。何とかして誤ご魔ま化かそうと、陶とう原はらは全力で言いい訳わけを考える。

「そう、病院だ。俺は子供の頃ころによく入院してたんだけど、夜よる音ねも同じ病院に入院してたんだ。その頃の知り合いで、久しぶりに再さい会かいして驚おどろいたんだ。なあ？」

　目配せしながら夜音に同意を求める。

「はあ？　何を言って──」

　しかし夜音は話を合わせることなく、理り解かいできないと言わんばかりに眉まゆを寄せた。そのまま余よ計けいなことまで喋しやべってしまいそうな彼女の口を、陶原は慌あわてて塞ふさぐ。

「いいから話を合わせろ！　お前だってこれ以上不ふ審しんに思われたくないだろ！」

　耳元で囁ささやいてやると、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも夜音は頷うなずいた。

「──とまあ、こんな感じだ。ただの昔の知り合いだよ」

「ふーん。夜音、ねえ。呼よび捨すてなんだ」

　誰だれかが余計なところに食いついたのに気づき、清水や広ひろ野のの耳に届とどきやしないかと気が焦あせる。しかしそれについてさらに追つい及きゆうされることはなく、誤ご魔ま化かすのは成功したのだろうとほっと胸むねをなで下ろした。

　──にやにやと必要以上に笑われているような気がするのは、気のせいに決まっている。

「陶原とは運命の再会を果たしたってわけだ？」

「ただの偶ぐう然ぜんだろ」

「山やま田ださんって、もう病気は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫……じゃないな。うん。強い光を浴びたりはできないんだ」

「じゃあさ──」

　再さい開かいされた質問に、陶原は壁かべとなって夜音の代わりに返事をしていく。下手に本人に答えさせるとどうなるか分からないし、本人にもそのつもりはないようだった。陶原の後ろに隠かくれ、制服の裾すそをぎゅっと摑つかんだまま微び動どうだにしない。

「頭もいいんだよね、さすがは天才飛び級小学生──」

「誰が小学生ですか！」

　そのはずだったのだが、一人の生徒の声に敏びん感かんに反はん応のうを示した。

「飛び級などしていません！　私は陶原と同じ年です！」

　陶原を突つき飛とばし、夜音は小学生と言った生徒を睨にらむ。彼女としては吸きゆう血けつ鬼きの威い厳げんを込めた、絶ぜつ対たい的てきな捕ほ食しよく者しやとしてのその視し線せんは、

「──可愛かわいいっ！」

　明るい日差しの元では、外見年齢に相そう応おうな迫はく力りよくしか持っていなかった。

「もう我が慢まんできない！」

「ずるいっ！　あたしもっ！」

「私だってずっと我慢してたんだから！」

　堪こらえきれないとばかりに一人の女子が夜よる音ねに抱だきつくと、周りの女子も釣つられて飛びついていく。ぷっくりと膨ふくらんだ頰ほおを突つつかれ、

「ええいっ！　止めなさいっ！」

　牙きばを剝むき出だしにして夜音が叫さけび、陶とう原はらは慌あわてて手を伸のばし口元を覆おおい隠かくした。幸いにも誰だれかに気づかれた様子はなく、暴あばれる夜音をそのまま引ひっ張ぱろうとするが、夜音の体をしっかりと摑つかんだ女子がそれを許ゆるしてくれない。クリームで筋きん力りよくも落ちているのか、夜音も頭や頰を撫なでられ好き放題にされるがまま逃にげ出だすことができない。

「この私を誰だと思っているんです！　貴方あなた達など本来なら目にすることも叶かなわない吸きゆう──」

「わああああああああああああああ！」

　かき消すように叫んだ陶原は、夜音の口を塞ふさぐのに全力を尽つくす。

「むぐ！　むぐぐぐぐぐ！」

　眉まゆを吊つり上あげ夜音は何やら抗こう議ぎするが、やはり能のう力りよくが封ふうじられているせいか力は外見に相応ふさわしい弱さでしかなく、押おさえ込こむのに楽々成功する。けれど陶原の表情に安あん堵どの色はなく、だらだらと脂あぶら汗あせを流していた。

（…………早く散ってくれ！）

　人一倍女性に免めん疫えきがないというのに、夜音を可愛かわいがろうと密みつ集しゆうする女子に囲まれてどうすることもできない。少しでも身を離はなそうと縮ちぢこまるのだが、それはそれで別の問題があった。

（────っ！）

　夜音を後ろからぎゅっと抱だき締しめるように押さえているので、さらに密着具合が増ましてしまったのだ。硬こう直ちよくしたまま目を瞑つむり、周囲の情報を遮しや断だんしてみても。

（ううううう…………）

　しっかりと夜音の口を押さえつけた掌てのひらには絶たえ間まなく唇くちびるの感かん触しよくが伝わり続け、無む視しするなどとうてい不ふ可か能のうだった。夜音に大人しくしてもらわなければ、陶原の身が保もたない。

「こんなに小さいのに頑がん張ばって高校通ってるんだ」

「飛び級制度って日本にもあったんだね」

　自分の殻からに閉じこもろうとしていた陶原だったが、そうやっていても事じ態たいは好転しないと認みとめ、目を開く。

「いやいやいや。子供の頃ころ病院で会ったって言っただろ？　飛び級の小学生だったらその頃夜音は赤子じゃねーか」

「そうか……。だったら中学生？」

「何でそうなるんだよ！　同い年だ同い年！」

「はいはい。そういうことにしておいてあげるよ」

　夜よる音ねの容よう姿しからすれば当然だが、やはり誰だれにも信用されない。再ふたたび暴あばれ出だす夜音を押おさえ込こみながら、陶とう原はらは激はげしく胸むねを動どう悸きさせ、同時に暗あん澹たんたる気分も抱かかえていた。

（やっぱり夜音に任まかせてたんじゃ無理だな…………）

　こんな状じよう況きようになるようでは、フォローしてやらなければすぐにでも吸きゆう血けつ鬼きだとばれてしまってもおかしくない。たとえ夜音が拒きよ絶ぜつしたとしても、協力しないわけにはいかないだろう。

（思う存ぞん分ぶん復ふく讐しゆうを果たすまでは、無事でいてもらわないと困こまるんだよ）

　引きつりきった顔で、陶原はこっそりとため息を吐つくのだった。
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　飛び級と言われ駄だ々だっ子このように暴れて以い降こう、教室内での夜音への警けい戒かい心しんは完全に失われた。同い年だという説明は聞き流され、背せ伸のびした天才少女だという認にん識しきが定着してしまったのだ。どんなに反論しても、そうだよね、と表面上だけで認みとめられ、生暖かい視し線せんが夜音に注がれるだけだった。

　その勘かん違ちがいを助長したのが、三、四時間目の授業だった。

　ただ単に山やま田だという偽ぎ名めいを自分で覚えていないだけだが──名前を呼よばれても応こたえない、反はん抗こう的てきとしか思えない態たい度どに苛いらついた教師がねちっこく質問を繰くり返かえし、夜音がそれに完かん璧ぺきに答えるというやりとりが二時間とも行われたのだ。

　普ふ通つうなら天才ぶりを鼻に掛かけた嫌いや味みな留りゆう学がく生せいとして受け止められただろう。そうならなかったのは、ひとえに夜音の容姿のおかげだった。

「さすがは夜音ちゃん。飛び級するだけのことはあるね！」

「だからそれは違ちがうと……、ええいっ、頭を撫なでるのは止めなさい！」

　吸血鬼という正体を知らなければ、夜音は人形のように可愛かわいらしい少女でしかない。不ふ機き嫌げんそうな表情も愛あい想そのなさも緊きん張ちようしているだけだと好意的に解かい釈しやくされ、休み時間の間中女子に取り囲まれた。山田と呼んでも返事をしないので、自然と『夜音ちゃん』と呼ばれるようになっている。

　とはいえ、それは陶原にとって喜ばしいことではなかった。

「いい加か減げんにしなさい！　この人間ふもががが！」

「お前の方こそいい加減にしろって！」

　可愛がられるなど、そんな扱いを夜音が素す直なおに受け入れるわけがないのだ。

　余よ計けいなことを口走ったり、牙きばを剝むき出だしにしそうになること多数。その都つ度ど陶原は夜音の口を塞ふさがなければならなかった。日中なのを忘わすれ、『目にゴミが入った』とコンタクトレンズを外そうとしたこともあったりと、陶とう原はらが間に入っていなければ正体がばれるどころではなかったかもしれない。

　学校に隠かくれた吸きゆう血けつ鬼きを捜さがすという目的を果たすことだけ考えれば、夜よる音ねはむしろ孤こ立りつしていた方が都つ合ごうがよかったのだ。

（何もかもが裏うら目めに出てる気がするな…………）

　思い悩なやむ陶原には、授業を聞く余よ裕ゆうなど一切なかった。




　四時間目の授業が終了すると同時に、陶原は弁当箱を片かた手てに立ち上がり、

「何ですか急に──」

「いいから、ついて来いって！」

　夜音の腕うでを摑つかみ、有う無むを言わせず教室を出る。引ひっ張ぱっていった先は園芸部の部室だった。

「……こんな物置小屋まで連れてきて、何の用ですか」

「これでも部室なんだ。物置って言うなよ」

　むっつりと不ふ機き嫌げんそうな夜音をよそに、陶原は椅い子すに腰こし掛かけぐったりと息を吐はく。

「あのままお前を教室に放置してたら安心して飯が食えねえだろ。せめて飯時くらい休ませてくれ」

　昼休みに教室に残っていたのでは、またも生徒達に取り囲まれていただろう。そんな環かん境きようでは心配過ぎて弁当など食べる気になれない。だからといって放置するなど、それも無理な話だ。どこかに連れ出す以外に道はなかった。

「ここなら部外者が立ち寄ることはないからな。いつもは花か壇だんの前で飯食うんだけど、屋おく内ないの方がいいだろ？」

　陶原は小さく首を傾かたむけ同意を求める。いつもの昼食場所も木こ陰かげではあるが、それでも直ちよく射しや日光に当たりかねない。

　説明を聞いた夜音は、ふんと鼻を鳴らしただけで反論しようとはしなかった。彼女自身、やはり教室にいるのに嫌いや気けが差していたのだろう。

　程ほどなくして広ひろ野のもやって来て、普ふ段だん通りの食事が始まったのだが。

「何でお前までいるんだよ」

　一点だけ普段とは違ちがっていたのは、広野の後ろから顔を出した清水しみずの存そん在ざいだった。

「何でとは何よ。わたしが来ちゃいけないって言うの？」

「そりゃそうだろ。ここは園芸部の部室だぞ」

　ここのところ、清水はたまに弁当を一いつ緒しよに食べるようになってはいた。それでも部室にまでついて来たことは今まで一度もなかった。

「細かいことは気にしない。肥ひ料りよう臭くさくても私は気にしないよ」

「濡ぬれた状じよう態たいじゃなきゃ肥料も臭におわねえよ！　失礼だな！　……じゃなくて、お前が気にしなくてもこっちが気にするんだ。写真部だっけ？　自分の部で食べればいいだろ」

「夜よる音ねちゃんもいるみたいだけど、園芸部員じゃないよね。それはどうなの？」

「うっ……、それは…………」

　痛いたいところを突つかれ、陶とう原はらは言葉に詰つまる。

「元はと言えば陶原が悪いんだからね。みんな夜音ちゃんと一いつ緒しよにご飯食べたかったのに、陶原が勝手に連れ出すんだもん。仕方がないから私がクラスを代表して来たってわけ。分かった？」

「え、えっとだな……」

　むくれたように腕うで組ぐみをする清水しみずを前に、陶原はたじろぐ。できるだけ夜音から人を遠ざけておきたいのに、話の筋すじが通っているため反対理由が思いつかない。

「じゃ、そういうことで。お邪じや魔まします」

「あ、ちょっと…………」

　呼よび止とめようと手を伸のばした陶原だったが、結局何も言うことはできず、

「…………はあ……」

　するりと脇わきをすり抜ぬけ夜音へと近づく背せ中なかを見送り、ため息をつくしかなかった。




　こうして一緒に昼食を取ることになったのだが。

「なあ、もっと離はなれて座すわらねえか」

　園芸部の部室はある程てい度どの人数で食事をするには窮きゆう屈くつな場所だった。袋ふくろ詰づめの土や肥ひ料りようなどが積まれている中で椅い子すやひっくり返したバケツを置き、夜音、陶原、清水の順番で横一列に座った状じよう態たいでは、どうにも狭せまくて動くと肘ひじがぶつかってしまう。

「間に割り込んできたのは陶原じゃない。陶原が離れれば解かい決けつするよ？」

　清水は夜音に興きよう味み津しん々しんのようで、隣となりに座ろうとしていたのを陶原が無理矢理間に入って邪魔したのだ。それには成功したものの、余よ計けいに距きよ離りは詰まってしまった。

「広ひろ野のくんの隣は空いてるんだし、そっちに座りなよ」

「いや……。ほら、ここが俺の定位置だから」

　適てき当とうに噓うそを吐つき、とぼける。確たしかに向かいに座る広野の隣に座った方が自然なのだが、そういうわけにはいかない。

（夜音を隔かく離りできないんじゃ、せっかく部室に連れてきた意味がないからな）

　清水に絡からまれ、夜音がそつなく受け答えできるはずがない。

「よ、よし、じゃあ飯にしよ──」

　意地でも動かないと決め、なし崩くずし的に食べ始めてしまおうと張はり上あげた陶原の声はがらがらと扉とびらの開く音でかき消された。出で端ばなを挫くじかれ少しむっとした顔を向けると、

「おや珍めずらしい。今日は大だい盛せい況きようだね」

　扉とびらの外に立っていた少女は、驚おどろいたように眼鏡の奥おくの目を見開いた。

「やあ陶とう原はら君。こんなに大おお勢ぜい集まってどうしたんだい」

「大勢って程ほどでもないでしょう。部長こそ昼にここに来るなんて珍めずらしいですね」

　しゅっとして背せの高い、どこか鋭えい利りな印いん象しようの眼鏡を掛かけた少女は、唯ゆい一いつの三年生である園芸部の部長だった。

「いやなに。そんな気分になってね。それより彼女達は入部希望者なのかな？」

　夜よる音ねと清水しみずを見つめる部長の目が熱っぽく光る。園芸部は全部で三人しかいない弱小の部だ。

「こいつは俺のクラスに短期留りゆう学がくしてきた夜音ってやつです。もう一人は写真部ですし、どっちも入部はしないんで気にしないで下さい」

「何なのその雑な紹しよう介かいは」

　清水は憤ふん慨がいした様子で陶原をじろりと睨にらみつつ、部長に会え釈しやくする。それに軽く応おうじながら、部長の視し線せんは夜音だけに向けられていた。人目を惹ひく容よう姿しであり、違ちがう制服を着ているのだから当然と言えば当然だろう。

「短期留学とは珍しいね。よろしく夜音君」

「…………」

　しかし紹介をされても夜音は無言でよそを向いたまま、泰たい然ぜんと構かまえる部長をどこまでも無む視し。沈ちん黙もくに耐たえかねた陶原は、

「す、すいません部長。こいつ、人見知りが激はげしいんですよ」

　部長の視線を遮さえぎるように立ち上がり、ついでに担任から聞かされた短期留学についての説明も付け加える。

「──そんなわけなんですけど、ここで一いつ緒しよに飯食ってもいいですかね？」

「ふむ……。ああ、もちろんいいとも」

　部長に夜音の態たい度どを気にした様子はまるでない。陶原はほっと安あん堵どした。

「こんなに大勢集まるなんて園芸部始まって以来のことだね。さらに狭せまくなってしまうけど、私の方こそ邪じや魔ましていいかい？」

「ええ、どうぞどうぞ。当然じゃないですか」

　りりしい部長の笑顔に、陶原も力強く返す。見知らぬ上級生がいた方が、清水も大人しくしているだろう。

「よし、じゃあそういうことで昼飯にしましょう」

　下手に時間をおいて、並ならびについて話を蒸むし返かえされても敵かなわない。今度こそ食べ始めようとした陶原の前で、広ひろ野のがふと箸はしを止めた。

「あれ？　夜音ちゃんはお昼ご飯食べないの？　弁当忘わすれたんだったら学食もあるし、何だったら僕の分けようか？」

　その言葉に、部屋中の視線が夜音へと集まる。夜音は人間と同じ食事をする必要がないので、一人だけ手ぶらだった。

「はっ？」

　しかしその広ひろ野のの親切心を、彼女は鼻で笑う。

「そんなものをこの私が食べるはずがないでしょう。血さえあれば──んんんっ！」

「よ、夜よる音ねはほら、昼は食べない主義なんだよ！」

　相変わらず余よ計けいなことを言いそうになる夜音の口を、陶とう原はらは慌あわてながらも慣なれた動きで塞ふさぐ。

「そうなの？」

　広野の確かく認にんに、夜音は不満そうにしながらも頷うなずいた。

「駄だ目めだよ。そんなんじゃ大きくなれないんだからね」

　続いた清水しみずの言葉に、誤ご魔ま化かせたかと安あん堵どしかけていた陶原の表情が凍こおりつく。

「ええと……、清水…………さん？」

　なんてことを言い出すんだ。陶原がカクカクと硬かたい動きで顔を向けるが、清水はそんな様子に気づきもしない。

「小さい頃ころから好すき嫌きらいしてると、身体の成長によくないよ」

　心配するように、きゅっと眉まゆを寄せて夜音を諭さとす。瞳ひとみに宿るのは嫌いや味みではなく、純じゆん粋すいな親切心だ。

「──今、何と言いましたか」

「だから、お昼ご飯はちゃんと食べなきゃ駄目だって。栄えい養ようのバランスのとれた規き則そく正しい三度の食事は、特に成長期には重要なの。ね、陶原？」

　どうやら清水は夜音の飛び級説を信じているようだった。同意を求められた陶原は、夜音と同じく頰ほおを引きつらせた。

　もっとも、できた表情はまるで正反対だったのだけれども。

「え、えっとだな…………」

　眉を吊つり上あげる夜音の尖とがった視し線せんを受け、陶原は眉をハの字に下げた。口を開いてはみるのだが、何も言葉が見つからない。

（規き則そく正しい食生活は重要に決まってるけどそれを認みとめたら夜音が小さいと言ってるようなもんだろ。言えるわけねえ！　…………でも吸きゆう血けつ鬼きだから大だい丈じよう夫ぶだなんてもっと言えないし！　どうしろってんだ畜ちく生しよう！）

　そんなことを考えている間にも、夜音の視線はますます鋭するどさを増ましていく。

「その、うん。そうだな。健康のためにも食事はきちんと取らないと駄目だ。食は生活の基き本ほんだからな」

　無言のプレッシャーに耐たえられなくなり、結局陶原の口から出たのは当あたり障さわりのない一いつ般ぱん論ろんだった。脳のうが麻ま痺ひしたまま、平へい坦たんな声が漏もれる。

「ほら、聞いたでしょ？　陶原みたいに極きよく端たんな食生活をする必要はないけど、きちんと食べないと──」

「────いい度ど胸きようですね！」

　保ほ護ご者しや視し点てんからのお説教に、ついに耐たえられなくなったのか唸うなるような声とともに夜よる音ねは勢いきおいよく立ち上がる。

「ストップ！　まあ落ち着け！　落ち着いてくれ！」

　陶とう原はらは涙なみだ目めでそれを押おしとどめた。夜音の両りよう肩かたを押さえて宥なだめる。

「暴あばれたら正体がばれちまうだろ！　頼たのむから冷静になってくれ！」

「ですが──」

「清水しみずはお前のためを思って言ってるだけで、悪気はないんだよ！　ここは俺に任まかせろって！　な、なっ？」

　ぎりぎりまで顔を近づけ、小声で懇こん願がんする。必死の訴うつたえに、

「──あとで覚えておきなさい」

　夜音は舌した打うちして座すわってくれた。首くび筋すじに注がれる視し線せんには殺気すら感じられるが、今は気にしている場合ではない。

　どうにか誤ご魔ま化かそうと清水へ目を向けると、彼女は弁当の蓋ふたに自分のおかずを取り分けているところだった。

「ほら、陶原も………………。ごめん、やっぱり陶原は分けてくれなくていいや」

「ちょっと待てよ！　何で目を逸そらしてんだ！」

「だってほら、ねえ？　どうせなら美お味いしいものの方が夜音ちゃんも喜ぶし」

「健康のためを思うならむしろ俺のを勧すすめるべきだろ！　────じゃなくて、夜音はほら、昔病気だったって説明しただろ？　だから特とく殊しゆな食事しかできないんだ」

　痛いた々いたしそうに弁当を見られ激げつ昂こうしかけた陶原は、本来の目的を思い出し、どうにか堪こらえる。でまかせを言うと清水は一いつ瞬しゆんで顔色を変え、がばりと頭を下げた。

「ごっ、ごめんっ！　わたし、そんなつもりじゃ…………。本当に、ごめんなさい……！」

「えっ、あっ──。…………しまった」

　困こまったのは陶原だった。夜音の食事は人間の血なので噓うそはついていない。けれど事じ情じようを知らなければ、重病だと勘かん違ちがいしてもおかしくない発言だった。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、夜音がこんななりなのは、病気とは関係ないぞ。病気って言っても強い日差しに弱いぐらいだし、夜音はまだ成長期なだけだから。なあ？」

「………………そうですね」

　成長期だというのは夜音が自分で言っていたことだ。顔を顰しかめながらも夜音が同意すると、清水は窺うかがうように顔を上げた。

「……ほんとに？」

「ああ。夜音が小こ柄がらなのは発育の問題だし、全然気にすることはぎゃああっ！」

　ぽんぽんと夜よる音ねの頭を叩たたこうとした陶とう原はらは、脇わき腹ばらに拳こぶしがめり込みくの字に身を折る。

「……やっぱり気にした方がいいのかな？」

　悶もん絶ぜつする陶原に目をやりながら清水しみずが尋たずねると、

「いいえ。全くこれっぽっちも気にする必要はありませんよ。ええ。今のはただ、それとは関係なく陶原が気に食わなかったから殴なぐっただけです」

　まだ拳を握にぎったまま、すました顔で夜音は答えるのだった。




「入院してた頃ころってことは、健けん悟ごって夜音ちゃんと十年以上前から知り合いだったの？　今まで一度も聞いたことなかったんだけど」

　陶原が復活すると、それを見計らったように広ひろ野のが口を開いた。

　広野と陶原は幼稚園の頃からの付き合いだ。素そ朴ぼくな疑問に、

「知り合いって言っても顔と名前を知ってるくらいで、連れん絡らくを取り合ってたわけじゃないからな。夜音のことを知ったのは、俺が最後に入院した時のことだし」

　陶原は特に気にすることなく、素す直なおに答える。

　ただでさえ夜音の出自について偽いつわっているのだから、噓うそに噓を重ねると取り返しがつかなくなりそうだ。これぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだろうと本当のことを告げると、広野はへえっと頷うなずいた。

「そっか。つまり、陶原が健康になるって言い出した時期とちょうど一いつ緒しよだね。病弱だったのが、急に健康フェチになった時期と」

　邪じや気きなくにこりと笑う。確かく認にんを求められた陶原は、顔中にじっとりと汗あせが湧わき出でてくるのを自覚した。

「さ、さあ？　どうだったかな」

　ぎこちなく答えながら、陶原の頭は焦あせりに支配されていた。

（詳くわしく話すと、夜音が吸きゆう血けつ鬼きだってばれちまう…………！）

　健康になったのは復ふく讐しゆうするためというのも外聞がよろしくない。質問を黙もく殺さつすることに決めた陶原だったが、

「へえ、面おも白しろいね」

　話を続けたのは、それまで黙だまって成り行きを見守っていた部長だった。

「どうなんだい？　陶原君」

「ど、どうでしたかね。もう昔だからいまいち覚えてない──痛いたっ！」

　曖あい昧まいな答えを返していると、再ふたたび右の脇腹に鋭するどい痛みが走る。他の皆みなの死角になる角度から、夜音が摘つまんでいたのだ。

（どう答えろってんだよ！　おいっ！）

　何やら不満なようだが、他に説明のしようがないだろうに。気がつけば清水にもじっと答えを待たれているのに気づき、陶原はどうしようかとキリキリと痛む胃いをさすった。話を振ふってきた広ひろ野のはのほほんと笑うばかりで当てにならず、じりじりと時間が流れていく。

「──なあ夜よる音ね君。一つ訊きいてもいいかな？」

　そんな状じよう況きように嫌いや気けが差したのか、助け船を出すように口を開いたのはまたも部長だった。

「どうして夜音君は、この学校に来ようと思ったんだい？」

「さっきも説明したじゃないですか。姉妹校として交流を持とうとか云うん々ぬん」

　これ幸いと陶とう原はらが答えると、部長は軽く頭を振ふる。

「そうじゃなくてだね、どうしてそれに夜音君が立りつ候こう補ほしたのかが訊きたいんだよ。こういうのは個人の資し質しつよりも、やる気のある生徒が選ばれるものなんじゃないかい？　いや、夜音君が悪いと言いたいわけではないんだ。ただ純じゆん粋すいに、不思議に思ってね」

「そ、それは……」

　部長の疑問は当然と言えば当然なものだった。夜音の態たい度どはどう好意的に解かい釈しやくしても友好的とは呼よべず、交流に向いた人材とは考えにくい。

　陶原は声を詰つまらせ、ちらりと夜音を盗ぬすみ見みる。フォローのしようがないし、また夜音が自分で答えるような性質の問いだ。それなのに、

「………………」

　夜音はむっつりと押おし黙だまるばかりだった。
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　不自然に思われるだろうが、自分が頑がん張ばって何とか誤ご魔ま化かさなければ。陶原が決意とともに口を開き──

「……………………ただ、来てみたかっただけです」

　独ひとり言ごとのような声量の返事に驚おどろいて顔を向けると、夜よる音ねはもう一度、

「私が来たかったら来たんです。それが悪いと──、駄だ目めだと言うんですか」

　拗すねるように頰ほおを膨ふくらませたまま、答えた。

「え、えっと…………」

　弱々しく責せめられ、部長は言葉をなくす。陶とう原はらもどうすればいいのか分からず沈ちん黙もくしていると、

「よし。疑問は解決したことだし、弁当食べましょう」

　まるで何事もなかったかのように、広ひろ野のが明るく言った。

「そ、そうだよね。ほら陶原、早く食べないと昼休み終わっちゃうよ」

「お、おう。分かってる。急いで食べたら消化に悪いから、食事はゆっくりとが基き本ほんだ」

　清水しみずの明るさには無理が感じられたが、陶原もありがたくそれに乗っかる。

「部長も食べましょう。健康のためにも、食事はきちんと取らないと」

「…………ああ。そうだね」

　ご飯を頰ほお張ばりながら振ふると、ふっと微び苦く笑しようして部長は箸はしを持つ。団結した皆みなの努力によって、どうにか昼食は再さい開かいされた。




「さっきは嫌いやな思いをさせてすまなかったね、夜音君」

　教室に戻もどろうとした陶原と夜音は、部室の外で待ちかまえていた部長に呼よび止とめられた。

「い、いいですよ部長！　悪気があったわけじゃないんだし……、な！」

　潔いさぎよく頭を下げる部長に、関係ないはずの陶原が慌あわてる。その横で夜音も同意するように軽く頷うなずいた。

「夜音もいいって言ってますし、頭を上げて下さい」

「すまない……。いや、ありがとうと言っておくかな」

　真まっ直すぐに姿し勢せいを正した部長は、気き恥はずかしげに鼻の頭を搔かく。

「もうあんなことを訊きいたりはしないから、安心してくれていいよ」

「…………そうですか」

　言葉少ない夜音の返事に、それでも口を開いてくれたのに安心したのか部長はゆっくりと息を吐はいた。傍はた目めには冷静そうに見えても、緊きん張ちようしていたのかもしれない。

「では私も教室に戻るとするよ。また明日」

「あ……、はい。また明日」

　去っていく背せ中なかを見送った陶原は、足を止めたまま腕うで組ぐみして唸うなる。

「どうかしましたか？」

「いや…………。ちょっと気になることがあるっつーか……」

　他に気にするべきことが山積みでスルーしてしまったが、今日の部長はどこかおかしかった。普ふ段だんは細かいことは気にしない性格なのに、妙みように夜よる音ねのことを気にかけていたように思えてきたのだ。

「なあ、部長が吸きゆう血けつ鬼きってことはないよな？」

「違ちがいますね。彼女からは何の気配も感じませんでした」

「気配って……、吸血鬼からはそんなのが感じられるのか？」

「他にどんな手しゆ段だんで確かく認にんするのだと思っていたんですか。日光対たい策さくのクリームを塗ぬっているのでかなり感覚は鈍にぶっていますが、直に対面すればさすがに見み逃のがすことは考えにくいですね。……まあ、限げん界かいにまで衰すい弱じやくしていたり、人間とほぼ変わらないほど雑ざ魚こだったとしたら話は別ですが」

　淡たん々たんとした説明を聞き、陶とう原はらは苦笑。

「だよなー。…………よし、俺らも行くか」

　少し気を張はり詰つめ過すぎなのかもしれない。誰だれも彼も疑っていてはキリがないと、首を振ふって歩き出した。
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　午後になってからも、夜音の迂う闊かつさは留とどまるところを知らなかった。牙きばを剝むき出だしにして威い嚇かくしようとしたり、自分から吸血鬼だと名乗ろうとしたりと本当に隠かくす気があるのか疑問に思うくらいだった。

　しかし苦心していたのは陶原だけで、他の生徒は怒おこりっぽい夜音を暖かく受け入れ、より可愛かわいがるようになっていた。夜音の刺とげ々とげしい対たい応おうすら微ほほ笑えましく解かい釈しやくされていたのだ。

「……………………疲つかれた…………」

　授業が終了するなり夜音を連れて教室を出た陶原の体力はすでに限界だった。やっとのことで自室に辿たどり着つくと、崩くずれるようにぐでんと勉強机に突つっ伏ぷす。

　日課としてはこれからジョギングに出で掛かけないといけないのだが、しばらく休まなければ動けそうにない。

「情なさけないですね。そんなことで血の味を落としてもらっては困こまりますよ」

「誰のせいだと思ってんだ！　誰の！」

　叱しかりつけるような夜音の声に、陶原は指を突つきつけて怒ど鳴なり返す。

「お前のせいでこんなに疲れてんだよ！　お前がもっと慎しん重ちようだったら、今いま頃ごろ吸血鬼捜さがしのチャンスだったんだぞ」

　放課後に部活の見学に来ないかと複数の生徒から誘さそわれていたのだ。堂どう々どうと校内を観察するせっかくの機会だったのだが、夜よる音ねの正体がばれてしまうのではないかという不安の方が大きい。今の状じよう態たいではフォローしきれる自信もなく、早々に諦あきらめるしかなかった。

「私はそのつもりだったんです。貴方あなたが妨ぼう害がいしたんですよ」

「噓うそ吐つけ。そんな元気はなかっただろ」

　指し摘てきしてやると、夜音は下した唇くちびるを嚙かんだ。

　いくら日光を克こく服ふくするクリームを塗ぬっていると言っても、負ふ担たんがゼロというわけにはいかないのだろう。強がっていてもいつもより声に張はりがなく、肩かたが落ち背せ中なかが丸まっている。好き放題に弄いじくられたせいか、それとも自分で苛いら々いらと搔かきむしったのか。長い黒くろ髪かみは乱みだれ、あちこちで跳はねている。

　どう見ても疲つかれているとしか思えなかった。

「初日だったんだし、無理すんなって」

「無理などしていません。…………ですが、貴方が休んで下さいとお願いするのなら、まあ考えてあげなくもないです」

「分かった。頼たのむよ」

　復ふく讐しゆうとしてこき使うためにも、夜音には元気でいてもらわなくてはならないのだ。陶とう原はらが肩を竦すくめると、夜音は顎あごを逸そらして頷うなずいた。

「仕方がありませんね。いいでしょう。休んであげます」

　夜音の動きに合わせて、飛び跳ねた髪の毛もひょこひょこと踊おどる。

「あー、ほら、髪も乱れてるし。ちゃんと整えろよ」

　普ふ段だんは綺き麗れいに整えられているだけに、余よ計けいに気に掛かかった。指摘すると夜音は陶原の目の前まで近づき、その場でくるりと回って背せを向けた。

「………………どうした？」

　てっきり身だしなみのマナーとして後ろを向いたのかと思ったのだが、夜音は突つっ立たったまま。陶原の疑問に、

「どうしたじゃありません。早く整えなさい」

　返ってきた答えは叱しつ責せきだった。

「は？　今なんて──」

「だから髪を整えろと言ったんです。聞こえなかったんですか？」

　当然のように告げられ、陶原は上うわ擦ずった声で叫さけぶ。

「む、無茶なこと言ってんじゃねーよ！　鏡なら貸すから、ほら！　自分でやれって！」

　机の上に置いてあった鏡をがっちりと摑つかんで差し出した。ぶるぶると鏡が震ふるえていたのも仕方があるまい。

「髪かみを整えるってことはあれだろ、俺に、その、髪を触さわれって言ってんのか？　いやいや、そんなことを気安く口にしちゃいかんぞ」

　声も手と同様に震ふるえていたが、抑おさえることはできなかった。

　人一倍女性に免めん疫えきのない陶とう原はらにとって、髪を触るというのはレベルの高すぎる要求だった。ましてや夜よる音ねの髪はくたびれていながらなお艶つややかで、ハードルがさらに上がっている。

「無茶なことを言っているのは貴方あなたの方です。どうやって自分で整えろと言うんですか」

　混こん乱らんする陶原を横目に、夜音は背せ中なかを向けたまま鏡を受け取った。顔の正面にそれを掲かかげ、つまらなそうに鼻を鳴らす。

　鏡面に映っていたのは、夜音ではなく陶原の姿すがただった。

「えっ？　あれっ…………？」

「吸きゆう血けつ鬼きは鏡に映りません。なので身み支じ度たくは使用人が整えるものなんです」

「…………そうか、大変だな」

　陶原が納なつ得とくすると、夜音はさらりと髪を揺ゆらした。

「分かったでしょう。さあ、早くしなさい」

「さあって、言われてもよ…………………………！」

　事じ情じようを理り解かいして、さらに陶原の頰ほおは引きつり上がる。

（いや駄だ目めだ駄目だぞ。駄目に決まってる）

　そんなことをしては自分がどうなるのか想そう像ぞうもつかない。理性を保たもてているうちに、夜音を追い出すべきだろう。

「……もう帰るだけなんだし、このままでもいいんじゃないか？」

「いいわけがないでしょう。どこまで愚おろかなんですか貴方は」

　おずおずと提てい案あんした陶原は、呆あきれ混まじりに睨にらまれ覚かく悟ごを決めた。深しん呼こ吸きゆうし、頰を叩たたいて気合いを入れる。それからやっと、恐おそる恐おそる手を伸のばした。

（──────っ！）

　指先に触ふれる感かん触しよくに、陶原は息を吞のむ。さらさらと滑なめらかな夜音の髪は、指に少しも引っかかることなく逃にげるように流れた。癖くせが全くないため手て櫛ぐしだけであっさりと整っていく。手て触ざわりは心地よく、梳すく度たびに甘い香かおりが漂ただよう。

（…………いかん。これはやばいぞ）

　覚かく悟ごをしていたというのに小こ刻きざみに震えようとする指を、全力で押おさえる。猛もう烈れつに喉のどが渇かわき、わけの分からない衝しよう動どうが心の奥おく底そこから沸わき上あがった。

（平へい常じよう心しん。平常心を保て俺。ただ髪の毛を触ってるだけじゃねえか。そう、それだけ！）

　自然と呼こ吸きゆうが荒あらくなっていたとしても、特に意味なんてあるわけがないのだ。

「か、鏡に映らないなんて、不便だな。いつもは小さ夜よさんに整えてもらってるのか？」

　夜音の髪から目を離はな…………すことはできず、陶原はつむじに全ての意い識しきを注ぎ込みつつ口を開いた。

「ええ。貴方あなたとは違ちがい、もっと手て際ぎわよく整えてくれます」

「悪かったな。慣なれてないんだから仕方ないだろ」

　さらりと毒づかれ、陶とう原はらはいつもの調子にむしろ心の平へい穏おんを取とり戻もどす。夜よる音ねの持った鏡に映る、硬かたい表情の自分と目が合った。

「毎朝鏡で自分の顔色をチェックするのは健康管理のためにも大事なんだけどな。…………待てよ？　じゃあ、もしかしてお前って自分の顔を見たことないのか？」

「まさか。自分の姿すがたを確かく認にんしようと思えば、いつでも小夜が幻げん術じゆつで映し出してくれます」

「そう、か。写真にも写らないんだし、そういう方法しかないんだろうな」

「ええ。まあ不老不死の我々にとっては写真など不要なものですけど」

「そういうもんか」

　何十年何百年と経たとうが吸きゆう血けつ鬼きは外見が変化しない。成長の記録としては必要ないかもしれないが、とはいえ写真の目的はそれだけではないだろう。そこで陶原は、ふとあることに気づく。

「ってことは、やっぱり携けい帯たいのカメラにも写らないんだよな？」

「当然でしょう」

　表情は見えずとも、夜音の口調には今さら何を言うのだという呆あきれの色がありありと表れていた。その言葉に、陶原は顔を曇くもらせ考えを巡めぐらせる。騒さわぎになっていないことから考えるとどうやら今日は大だい丈じよう夫ぶだったようだが、カメラなんてたいていの携帯電話に標ひよう準じゆん装そう備びされている。誰だれでも持っているのだから、いつ騒がれてもおかしくはない。

「……一いち応おう確認しておくけど、吸血鬼だってことは周りにばれない方がいいんだよな？」

「今さら何を言っているんですか」

　改めての疑問に、夜音は苦笑混まじりに答えた。

「人間というのは矮わい小しような生物ですからね。相手が吸血鬼だと知ると、敵てき対たいして滅ほろぼそうとしたり、砂さ糖とうにたかる蟻ありのように力の恩おん恵けいに肖あやかろうとすり寄ってきたりと煩わずらわしいですから。素す直なおに怯おびえていればいいんでけど」

「お前に隠かくす様子がないから確認したんだよ。だったらもっと気をつけろ！」

「仕方がないでしょう。日中、能のう力りよくが使えないうちに人間と接せつするのは初めてだったんですから。夜だったら記き憶おくを消せば済すみますし、それ以前にあんな無礼など最初から許ゆるしません」

　夜音は頰ほおを膨ふくらませる。

「そういった些さ事じは本来下げ僕ぼくの仕事、つまり貴方が処しよ理りして当然の事こと柄がらではないですか」

「手助けはいらないって言ったのは自分だろ」

　欠片かけらも反省する様子が見られず、陶原は肩かたを落とした。

「なあ、その…………。他に、弱点というか、吸血鬼の特性ってあるのか？」

「そんなことを知ってどうするつもりですか」

「正体を隠かくしたいんだったら、俺も知っておいた方がいいだろ。牙きばを剝むき出だしにするとかは自分で気をつけてもらうとしても、鏡とかは知らないと手の貸しようがないからな」

「ふむ……。そうですね」

　夜よる音ねはこくりと頷うなずく。それに合わせて陶とう原はらの手から髪かみがこぼれた。

「一番の弱みは、やはり日光です。スキンケアクリームがあるとはいえ、レンズなどで強い光を集められればダメージは避さけられないでしょう。水ですぐに落ちてしまうのも弱点と言えますね。まあ水自体弱点のようなものですが」

「水が？」

「正せい確かくに言えば水そのものではなく、流水、つまり川や雨などですね。他には十じゆう字じ架かも駄だ目めです。見るくらいなら平気ですが、皮ひ膚ふに押おし当あてられれば焼やけ爛ただれてしまいます」

「つまり、伝でん承しようとかで言われている通りってことだな」

「はい。あとは白しら木きの杭くいを心しん臓ぞうに打ち込まれれば滅びてしまいますし、棺かん桶おけで休む必要もありますが……、その辺は特に気にする必要もないでしょう」

「──了りよう解かい」

　真しん剣けんな顔で頷うなずき、陶原は聞いた内容を胸むねに刻きざみつけた。

「にしてもお前、いやにあっさり教えたな。もっとごねるかと思ってたぞ」

「……？　それはどういう………………!!」

　弱点を教えてしまったことにやっと気づいたのか、びくんと肩かたを震ふるわせた夜音に慌あわて声を掛かける。

「あ、あれだぞっ、別に悪用なんかしねえぞ？　そんなことしたら復ふく讐しゆうできなくなっちまうし！」

「当たり前です！　貴方あなたはその、もっとネチネチした性格だと分かっているから話したんです。脅おどしの材料などに使ったら許ゆるしませんよ！」

「分かってるって！　…………あー、雨に弱いってことは、梅つ雨ゆに入ったらまずいんじゃないのか？」

「ええ。それまでに解かい決けつしますから、関係ありませんけど」

　話題を変えると平然と夜音は言ってのけるが、陶原はそう気楽に構かまえることはできなかった。夜音に任まかせていては、いつまで経たっても吸きゆう血けつ鬼きを見つけられないだろう。

　吸血鬼を見つけるよりも先に、夜音の正体がばれるか陶原の体力が限げん界かいを迎えるのは目に見えている。

「……なあ、今日一日で分かっただろ。お前じゃ無理だって。やっぱり今からでも小さ夜よさんと代われよ。何なら俺が一人で捜さがしてもいいし」

「嫌いやです。絶ぜつ対たいに止めません」

　だと言うのに夜よる音ねは頷うなずかない。ぐっと口元は引ひき締しめられ、据すわったような目には強い決意の光が宿っていた。

「何でだよ？　そんなに拘こだわる理由があるのか？」

「今交代したのではこの私が負けを認みとめるようなものでしょう。そんな無ぶ様ざまな真ま似ね、できるわけがありません！」

　毅き然ぜんと言い放つが、引っ込みがつかなくなって意地を張はっているとしか思えない。

「いいじゃねーか。身の安全には代えられないだろ？」

「いいえ。貴方あなたとは違ちがい、私にはプライドがあるんです。絶ぜつ対たいに見つけてみせますとも！」

「……そうか」

　こうも断だん言げんされては諦あきらめるしかない。元々血の味が落ちた今の陶とう原はらには、夜音に言うことを聞かせる力はないのだ。

「分かったよ。その代わり、俺も協力するからな。早いこと見つけて学校出て行ってもらわないと、俺が先に駄だ目めになりそうだ」

「まあいいでしょう。しっかり働きなさい」

　その申し出を、今度は夜音も素す直なおに受け入れた。

「はいはい、分かったよ……。よし、これくらいでいいだろ」

　おざなりに頷きながら、陶原は夜音の頭をぽんぽんと叩たたく。話をしている間に、乱みだれていた髪はしっかりと撫なでつけられていた。それなのに名残なごり惜おしさを感じてしまい、慌あわてて手を離はなす。

「ではまず、早さつ速そくですが血を飲ませてもらいましょうか」

　向き直った夜音は、陶原を疑うように髪を撫で、調子を確たしかめながら言う。

「いいけど……って早いな！」

「私は人間で言えば徹てつ夜やした状じよう態たいで、疲つかれてるんです！」

　夜音は牙きばを剝むき出だしにすると、陶原が背せ中なかを向ける間もなく飛びついてくる。ぐるりと椅い子すが回されたかと思うと絆ばん創そう膏こうを雑に剝はがされ、唇くちびるが首くび筋すじに触ふれる。

（──────っ！）

　陶原の掌てのひらに、夜音の口を押おさえたことで何度も感じることになった唇の感かん触しよくが蘇よみがえる。いつもよりもその瑞みず々みずしい感触がしっかりと感じられた。

　──ごくり。

　陶原の気の迷まよいとは関係なく、勢いきおいよく血が吸われていく。夜音の舌したが肌はだを撫なで、血を舐なめ取とる。慣なれた行こう為いだというのにいつも以上に頭がぐるぐると回り、

（……疲れてるからだ。そうに違いないぞ…………）

　陶原はしっかりと拳こぶしを握にぎり締しめながら、自分に言い聞かせた。




「やはりまだまだ本来の味には程ほど遠とおいですね」

　吸きゆう血けつを終えた夜よる音ねは、頰ほおを緩ゆるめながらも不満げに言った。

「気のせいか、昨日よりも味が落ちているような……」

「不ま味ずくなっても当然じゃねーか」

　非ひ難なんするような夜音の目を、負けずに陶とう原はらは見返す。

「心しん労ろうだよ心労。血の味は精せい神しんの状じよう態たいにも影えい響きようされるんだろ。お前がきちんと学校に馴な染じんでたら、少しはましな味だっただろうよ」

「そもそも身分が違ちがうんですから、馴染まなくて当然でしょう。馴染んでたまるものですか」

「胸むね張はって言ってんじゃねーよ！　本気で隠かくれた吸きゆう血けつ鬼きを捜さがすつもりなら、目立たないようにまずは馴染まなくちゃ話になんねえだろ！」

「……仕方がありませんね」

　夜音は小さく舌した打うちしながらも納なつ得とくする。

「貴方あなたの血を確かく保ほするためにも、吸血鬼は絶ぜつ対たいに見つけなければなりません。それまでは人間の無礼な態たい度どにも辛しん抱ぼうしてあげようじゃないですか」

「……ああ。そうしてくれ。今回だけは協力して、早く見つけようぜ」

　夜音は陶原の血を横取りされないため。陶原は夜音が復ふく讐しゆう前に退たい治じされてしまっては困るため。思おも惑わくは異ことなるが、目的は一いつ致ちしているのだ。

　陶原の提てい案あんに、夜音は不満そうに頷うなずく。やはり血を吸った効こう果かが大きかったのか、悪あく態たいをつきながらも夜音の顔色は明るくなっている。疲ひ労ろうが回復した様子に陶原は安あん堵どするが、同時に不安がよぎる。

（こんな日が続いたら、いつまで経たっても血の味が回復しねえぞ）

　隠れた吸血鬼が見つかるまで心労は途と切ぎれることはないだろう。しかし夜音に任まかせていたのでは、発見できる日が来るとはとうてい思えない。

（むしろ俺が見つけるくらいの気持ちでいた方がいいな）

　夜音に命令できる血の味を取とり戻もどすためにも、一いつ刻こくも早くそうしなければならない。陶原は決意を新たにするのだった。










　　　　　　　　　　二章




　互たがいの利り益えきのためにも協力しようと誓ちかったはずなのに、一夜明けても状じよう況きようは一向によくなりはしなかった。

　──いや、むしろ悪化したと言えよう。

「もういい加か減げんにしてくれ…………」

　夜よる音ねを囲う人ひと垣がきを眺ながめながら、陶とう原はらは途と方ほうに暮くれていた。

　まだホームルーム前だというのに、教室は多数の生徒で溢あふれていた。クラスメイトだけでなく、他のクラスや他学年からも夜音を一目見ようと見物人が集まってきているのだ。

　頭ず抜ぬけて可愛かわいらしい短期留りゆう学がく生せい。それだけで人を集める要よう素そは十分に備そなえているというのに、今朝は夜音が車で登校したのも原げん因いんだった。平へい凡ぼんな県立高校の校門に高級車が横付けされたのでは、注目するなという方が無理な話だ。

「──でね、運転してたのがなんとメイドさんだったんだよ！　本物のメイドさんだよメイドさん！　ああ……、可愛かったなメイド服…………！」

「そーかそーかよかったな」

　陶原は登校時間が早いため直ちよく接せつそれを目もく撃げきしたわけではないが、珍めずらしく興こう奮ふんしている広ひろ野のにうんざりするほど話を聞かされていた。

（だから少しは目立たないように努力しろってんだ！）

　メイド服姿すがたの運転手というのは恐おそらく小さ夜よのことだろう。夜音よりは人間社会の常じよう識しきがあるはずなのだから、少しは考えてみて欲しいものだが…………。

「そうそう、そのメイドさんの立たち居い振ふる舞まいがまたすごいスマートだったの。格かつ好こうよかった！」

「だよね。やっぱり夜音ちゃんって本物のお嬢様なんだって確かく信しんしたよ」

「二人で並ならんだ姿がばっちり決まってたもんね。ものすごくお似に合あいっていうか」

「それは私も思った！」

　交わされる感想を耳にしながら、陶原は一人つまらなそうに鼻を鳴らす。

（何で誰だれも小夜さんを不ふ審しんに思わないんだよ）

　外見的には、小夜は陶原達と同じ年代に見える。まだ少女と呼よべるような年とし頃ごろなのに運転手を務つとめているというのは、どう考えても違い和わ感かんがあるだろうに。

（それだけ二人の関係がしっくりしてたってことか………………。いや、俺には関係ないんだけどな、うん。ただ、若すぎると疑われてもおかしくないし、小夜さんにはもう来ないように言っておくか。そう。俺は別にいいんだけど、夜音の正体がばれないためにな）

　怪あやしまれずによかったと安心すればいいのに、何な故ぜだか面おも白しろくなかった。

　否いや応おうなしに聞こえてくる小さ夜よへの高こう評ひよう価か。むすっと仏ぶつ頂ちよう面づらを深めながら、陶とう原はらは担任が教室へやって来るのを今か今かと待ちわびるのだった。




　そうして始まった二日目は、夜よる音ねを取とり巻まく人員を増ふやしながらも一日目と同じように過ぎていった。

　周りの生徒は構かまいたがるが、夜音は無ぶ愛あい想そうに相手にしない。昨日の繰くり返かえしだ。少しは学習してくれたのか、夜音が牙きばを出す頻ひん度どが心持ち減へってくれたおかげで陶原の負ふ担たんは僅わずかに軽くなっていた。

　問題が起こったのは、三時間目の休み時間のことだった。

「ねえ夜音ちゃん、そろそろお腹なか空いたんじゃない？」

　夜音に対して特に熱意的な女子の一団。そのうちの一人が猫ねこ撫なで声で夜音に近づく。

「おやつ買って来たんだけど、一いつ緒しよに食べない？」

　そう言って差し出したのはチョコでコーティングされた棒ぼう状じようの菓か子しだ。そんなことをされても夜音はへの字に口を曲げたまま口を開こうとしないが、その女子も負けていない。にこやかに微ほほ笑えんだまま、

「ほら、食べてみようよ。絶ぜつ対たい美お味いしいから！」

　お菓子を持った手を夜音の口元から動かそうとしなかった。女子の輪の中に入るのを躊ちゆう躇ちよして出で遅おくれてしまった陶原は、遠とお巻まきにそれを見守るしかない。

「──ねえ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　冷や冷やしながらそれを眺ながめていると、心配そうに清水しみずが訊たずねる。

「夜音ちゃんって、普ふ通つうのご飯食べられないんじゃないの？」

「食べられない…………？」

「陶原が昨日言ってたんじゃない。違ちがったっけ？」

　何を言っているのかと首を傾かしげていた陶原は、清水の指し摘てきにようやく思い出す。

（そういえばそんな説明してたな）

　冷ひや汗あせが頰ほおを流れた。陶原としてはその場凌しのぎの誤ご魔ま化かしだったのだが、清水は覚えていたらしい。

「食事制せい限げんとかしてるんでしょ？　お菓子食べても大丈夫なのかな？」

「まあ問題ないと思うぞ。ていうか絶対に大丈夫だ」

　清水の声が潜ひそめられているのは、夜音が病気だと広めないための気き遣づかいなのだろう。無む駄だな配はい慮りよをさせてしまったと、陶原は内心頭を下げる。

「昼飯を食べる必要がないってだけで、そんなに深しん刻こくに考えることじゃないから安心しろよ」

「そうなの？　だったらいいけど」

　人間と同じ食事を取る吸きゆう血けつ鬼きの方が多いと言っていたはずだし、食べても害はあるまい。清水は安心したようだったが、

（頼たのむから怒おこらないでくれよ…………！）

　当然ながら陶とう原はらの心配は最初からお菓か子しには向けられていない。夜よる音ねが邪じや険けんに扱あつかい、お菓子を打うち払はらったりしてクラスメイトとの間に決定的な溝みぞが生まれてしまうことを恐おそれていた。

（そうなった方が構かまわれなくなっていいのかもしれないけど……。いや、やっぱりそれは駄だ目めだよなあ………………）

　女子の輪をかき分ける必要があるが、やはり割って入るべきか。陶原が迷まよっていると、

「ほらほら、たまには私達庶しよ民みんと同じものを味わうのも悪くないと思うよ？」

　ひらひらと夜音の鼻先でチョコ菓が子しを振ふりながら、その女子は毒味のようにその場で口にする。いかにも美お味いしそうに食べてみせると、夜音の鼻がひくひくと動いた。

「ね。一度食べてみよう？」

「──し、仕方がありませんね」

　興きよう味み津しん々しんに目を釘くぎ付づけにしながら、それでも口先だけは渋しぶ々しぶといった感じで夜音が漏もらすと、女生徒はきゃっと小さく歓かん声せいをあげる。気が変わらないうちにと、少しだけ開いた夜音の口へと棒ぼう状じようの菓子を差し込んでいった。

　──ぽりぽりぽり。

　小さな顎あごを小こ刻きざみに動かし、もぐもぐと咀そ嚼しやくしていく。少しずつ頰ほおに詰つめ込こんでいく様は、リスのような小動物を思わせた。
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　ごくりと息を飲む音が陶とう原はらの耳に大きく届とどいたのは、クラス中の誰だれもが同様に夜よる音ねを見守っていたからだ。

　注目の中、菓か子しで頰ほおを膨ふくらませた夜音は口を閉じたまましっかりと嚙かみ、じっくり時間を掛かけて飲み込む。

「──────まあ、悪くはありませんね」

　そっぽを向きながら夜音がそう漏もらすと、一いつ斉せいに歓かん喜きの叫さけびがあがる。教室内の全員の声で、窓まどガラスだけでなく壁かべまでもがビリビリと震ふるえた。

「じゃあ今度はこれ食べてみて！」

「あっ、ずるい！　次は私だからね！」

「お、俺も食べさせてみたい…………！」

「ちょっと！　ちゃんと並ならびなさいよ！」

　もう一度見たい、今度は自分の手で！　というわけで、夜音の前へ一気に生徒が殺さつ到とうした。いつのまにか順番制ということに決まり、長ちよう蛇だの列ができる。その列の中には、陶原の隣となりにいたはずの清水しみずがちゃっかり並んでいた。

（いつの間に────）

　ずるいと思いつつ最さい後こう尾びへと急ごうとしていた陶原は、はっと正気に戻もどって額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

（──って違ちがう！　何考えてんだ！　復ふく讐しゆう相手を喜ばせてどうすんだよ。馬鹿か俺は）

　ぶんぶんと頭を振ふり、気の迷まよいを脳のうから追い出す。冷静になれと自分に言い聞かせながら、もう一度夜音の様子を観察し直す。

　次々と菓子を口に運ばれながら、夜音にそれを嫌いやがっている様子はなかった。口が小さいのを差し引いても食べるのが遅おそいのは、もしかしたら固形物を口にするのはこれが初めてだからなのかもしれない。

（人間と同じ食事はしたことないって言ってたし、夢中になってもおかしくないか）

　陶原は夜音と出会って以来甘いものを絶たっているので、むしろ羨うらやましい。皆みなの中にいて幸せそうな夜音を眺ながめるのは癪しやくで、目を逸そらすとその先では一人の男子がケータイを構かまえていた。

「──っと危あぶねえ！　それは駄だ目めだ！」

　ケータイのカメラで夜音を撮とろうとしているのだと気づき、陶原は慌あわててそれを遮さえぎる。同時に軽い電子音が鳴り、間かん一いつ髪ぱつで間に合ったと一安心。

「何すんだよ陶原、邪じや魔まだろ」

　……する暇ひまもなく、抗こう議ぎの声を浴びせられることになった。

「俺は夜音ちゃんを撮りたいんだよ。どいてくれ」

「そんな言い方するなよ。まあ落ち着けって」

　しっしっと手を振ふる男子生徒に、陶原は肩かたを竦すくめる。

「夜よる音ねの写真を撮とるより、俺を撮った方がいいだろ？」

「……………………お前、どっかで頭ぶつけでもしたか？　それとも健康のやり過ぎでおかしくなっちまったのか？」

「なってねえよ。健康にやり過ぎなんてねえし」

　心配するような目を向けられ、陶とう原はらはむっとした表情を作ってみせる。内心無茶なことを言っていると自覚しながらなので、上手くできているかは疑問だ。

（どう思われようと、写真を撮られるわけにはいかないんだよ！）

　夜音は写真に写らないのだ。吸きゆう血けつ鬼きだとまではいかなくても、人間でないと正体がばれてしまいかねない。

「お前こそ頭大だい丈じよう夫ぶか？　夜音の写真なんか撮って、どうするつもりだよ？」

「どうするって…………。可愛かわいかったし、撮りたいと思っても普ふ通つうじゃね？」

　同意を求めながらも、男子生徒の勢いきおいは弱い。夜音は飛び級と疑われるほど外見的には幼おさないので、どこか後ろめたい気持ちがあるのかもしれない。いやあるに決まってる。

（写真なんて撮らせてたまるもんかよ！）

　もし夜音が写真に写るのだとしても、そんなことを許ゆるすつもりはないのだ。

「俺は撮りたいと思わねえぞ。とにかく、絶ぜつ対たいに駄だ目めだからな」

　しっかりと立たち塞ふさがると、強固な意志が伝わったのか、男子生徒はちぇっとため息をついた。

「分かった、もう撮らねえよ。…………陶原が独ひとり占じめしたい気持ちも分かるしな」

「ぶはっ！」

　肩かたの力を抜ぬきかけていた陶原は、その言葉に激はげしく吹き出す。

「なっ、何を言ってんだよお前はっ！　そんなことあるわけねえだろ！」

「ふーん。じゃあ何で写真は駄目なんだ？」

「それはその………………。とにかく駄目なんだよ」

「そうかそうか。じゃあ諦あきらめるしかないな」

　説明になっていない答えにしたり顔で納なつ得とくされ、陶原はぎしぎしと歯は嚙がみする。

（俺はただ、夜音に復ふく讐しゆうしてやりたいだけなんだよ！）

　心の中で叫さけぶが、しかしそれを口にするわけにはいかない。写真を撮るの諦めさせるという目的は達したのだから、ここは素す直なおに喜ぶべきなのだ。

　そうと分かっていても、にやにやと笑いながら見つめられると喋しやべってしまいたくなる衝しよう動どうに駆かられる。屈くつ辱じよくを甘んじて受け入れるしかなかった陶原は、休み時間が終わるのをじっと耐たえて待つのだった。
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「なるほどね。そんなことがあったのか」

　その日も昼休みに陶とう原はらと夜よる音ねが向かったのは園芸部の部室だった。広ひろ野のに清水しみず、それに部長までやって来て、前日と同じ面子めんつで食事を取る。

「だったら昼に何も食べなくても、今日は満腹かな？」

　休み時間の出来事を聞かされた部長は、朗ほがらかに夜音に笑いかける。ぷいっと顔を背そむけることで、夜音はそれに答えた。

「やれやれ。──陶原君的にはその食生活はどうなんだい？」

　肩かたを竦すくめた部長は、今度は矛ほこ先さきを陶原へと向けた。

「お、俺ですか？　えっと…………、まあ、いいんじゃないですか？」

　お菓か子しを食事代わりにするなど本当なら絶ぜつ対たいに許ゆるせない行こう為いだが、夜音は吸きゆう血けつ鬼きだ。血さえあれば生きていける便利な生せい態たいなので、特に害はないだろう。

「おっと、健康の専門家らしからぬ答えだね」

「いやあのそれは、人それぞれですから」

「いいんですよ部長さん。夜音ちゃんはこれで！」

　陶原が曖あい昧まいに逃にげていると、代わりに力説したのは清水だった。

「女の子っていうのは、甘い物で構こう成せいされているんです。というかされるべきなんです！　夜音ちゃんくらい可愛かわいいんだったら、お菓子だけで生きていけるに決まってるじゃないですか！」

「何を言っているんですか貴方あなたは」

　他ならぬ張ちよう本ほん人にんが真っ先に否ひ定ていしても、清水の主しゆ張ちようは止まらない。

「だってそうじゃない。じゃなかったらあんなに食べたのに全く変化ないってどういうことなの？　どこに消えたの？　ずるいよ！」

　嫉しつ妬と混まじりの声に、夜音は鼻で笑う。

「よく分かりませんが、私に必要なのはちもがもが！」

「えっとな、ち、ち………………、ちょ、チョコが必要だってよ」

　血と口走りそうになる夜音を押おさえ、陶原が勝手に引ひき継つぐ。少し口を塞ふさぐのが遅おそかったため無理のあるフォローになったが、まあ許きよ容よう範はん囲いだろう。

「そっか、夜音ちゃんってチョコが好きなんだ。みんなに教えておくね！」

「ああ。よろしく頼たのむ」

　本人不ふ在ざいのまま新しい設せつ定ていが生まれた。呆あきれてしまったのか、夜音は手を放してももう反はん論ろんしようとはしなかった。

　なんとか乗り越えたかと安心していると、

「『ち』だったら、チーズケーキとかでもよかったんじゃないかい？」

「そうですね…………って何を言ってるんですか！」

　何気ない部長の一言に、陶とう原はらの声が震ふるえる。

「好みなんだから、『とかでもいい』なんてあり得ないでしょう？　ええ、あり得ませんよ」

「それもそうだね」

　誤ご魔ま化かしたのを感づかれたかと陶原は焦あせるが、部長は言葉を重ねようとはせずあっさりと引いた。ただの偶ぐう然ぜんだったかと改めてほっと息を吐つく。

「チョコ…………。確たしかに美お味いしかったですね」

　夜よる音ねはと言うと、気にすることなく能のう天てん気きにぺろりと唇くちびるを舐なめていた。まんざらでもなさそうな様子だったが、自分の血を吸すったときほどではないと陶原は密ひそかに勝かち誇ほこる。

「そんなにチョコが好きなんだ。だったら明日、僕のお気に入りを持ってくるよ」

「あ、じゃあ私も！」

　夜音の独ひとり言ごとをちゃっかり聞いていたのか、広ひろ野のが話しかけると清水もそれに便びん乗じようする。

「夜音ちゃんが気に入りそうなの、いっぱい買って来るね！」

「ほう。面おも白しろそうだね。だったら明日は皆みなでお菓か子しを持ち寄ろうか」

「いいですね」

　部長も加わり、三人は明日の昼休みについて話を盛もり上あげていく。夜音は関係ないとばかりにそっぽを向いていたが、耳だけはぴくぴくと反はん応のうしていた。

　和わ気き藹あい々あいとした空気の中、陶原は一人憮ぶ然ぜんと押おし黙だまる。

「どうしたの健けん悟ご？　健悟も甘いもの好きだろ？」

「好きだけどよ。……分かってて聞くんじゃねーよ！」

　唸うなるように言い、人じん畜ちく無む害がいに笑う広野を睨にらみつける。

　陶原は健康のために菓子類を一切断たっている。子供の頃ころ、甘いものが好きな盛さかりで食べるのを止めてしまったため、甘いものへの欲求は人一倍強かった。

「我が慢まんせずに食べればいいのに。そうだ夜音ちゃん、チョコ以外ならどんなお菓子が好き？」

「えっ？　そ、そうですね…………」

　すました顔のままぽつぽつと語る夜音の声に、広野達は頷うなずきながら耳を傾かたむける。陶原は完全にふて腐くされ、真の意味で味あじ気けない弁当に意い識しきを集中するしかなかった。
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　やっとのことで一日が終わり、迎えた放課後。

　夜音と陶原の二人はこそこそと校庭の隅すみにしゃがみ込んでいた。部活に精せいを出すサッカー部の生徒達を覗のぞき、吸きゆう血けつ鬼きが混まじっていないか捜さがしているのだ。

「どうだ？　誰だれか怪あやしいのはいそうか」

「集中しているんです。少し静かにしてなさい」

　急かす陶とう原はらに叱しつ責せきが返される。昨日ほどではないにしろ、夜よる音ねの顔には疲ひ労ろうの色が滲にじんでいた。

「…………断だん言げんはできませんが、あの中にはいないでしょう。全て人間……だと思います」

「曖あい昧まいだな。何でそんなはっきりしないんだ？」

　時間を掛かけた割には夜音は自信なさげだった。陶原の疑問に、夜音はぷくりと頰ほおを膨ふくらませる。

「まだ日も落ちてないんですから、感かん覚かくが本調子でなくても仕方がないでしょう。そうでなくても疲つかれているんです」

「まあ、そりゃそうかもしれないけど……」

「屋おく内ないならクリームを落として調査もできたのに、野外を選んだのは貴方あなたなんですからね。文もん句くを言わないで下さい」

　陶原はまあまあと夜音を宥なだめながら、こっそりと小さくため息を吐ついた。

（屋内だとまた人に囲まれるだろうし、もううんざりなんだよ）

　夜音を早く学校から追い出したいという気持ちは昨日より強まっており、吸血鬼を捜すためには校内の調査が必ひつ須すだ。しかし夜音に構かまいたがる人間の相手をするのにもまた、かなりの嫌いや気けが差している。その折せつ衷ちゆう案あんとして、こっそり捜すという方法に落ち着いた。

　身を低くしたまま、二人は次の練習場の方へと移い動どうする。

「いや、でもやっぱり吸血鬼は運動部に入ってる確かく率りつが高いんじゃないか？　だってほら、運動神しん経けいいいんだし」

「愚おろかですね貴方は」

　正当化するわけではないが、ふと思いついた陶原の意見は一言で切って捨てられる。見下すように、夜音はすっと目を細めた。

「日光を克こく服ふくするためには専せん用ようのスキンケアクリームが必須ですが、これを塗ぬっている間は吸血鬼としての能のう力りよくは極きよく端たんに制せい限げんされます。筋きん力りよくや反はん射しや神経も人間と同じ程てい度どにまで落ちてしまいますから、利点にはなりません」

「そう……、なのか」

「ええ。だからむしろ、吸血鬼が潜ひそんでいる可か能のう性せいは低いと言えるでしょう」

　夜音の口元に冷笑が浮うかび、陶原は決まり悪げに頭を搔かいた。

「……そういうことは先に言ってくれよ」

「言わずとも考えを巡めぐらすのが下げ僕ぼくの仕事でしょう。使えませんね」

「ああそうかい！」

　そうこうしているうちに、二人は野球部の練習場に到とう着ちやくしていた。

「どうする？　一いち応おうだけど確かく認にんしておくか？」

「そうですね。下げ僕ぼくをフォローするのも主人の役目ですから」

「下僕下僕言うな。あとで覚えておけよ！」

　一方的に血を吸すわれるだけの今は、悔くやしいが立場が弱い。いなすような夜よる音ねの言葉に、血の味が戻もどり次し第だいこんな物言いをしたことを後こう悔かいさせてやる……と、密ひそかに歯は嚙がみする。

「楽しみにしていますから、しばらく静かにしていて下さい。集中できません」

「分かったよ畜ちく生しようめ」

　校庭の片かた隅すみにあるフェンス際ぎわで、夜音はじっと目を凝こらす。手持ちぶさたになった陶とう原はらは、雑草が伸のび放題の花か壇だんに目をやった。

（やっぱり気になるよな…………）

　花壇を見つめ、陶原は眉まゆを顰ひそめる。そこの花壇は園芸部ではなく学校側が管かん理りすると通達されている場所なのだが、陶原の腰こしの高さまで伸びた草が生おい茂しげり、もう何年も手入れされていない。いつボールが飛んできてもおかしくない場所なので何か植うえようとは思わないが、それでも酷ひどすぎやしないだろうか。

（夜音もまだ掛かかるみたいだし、少しだけ雑草抜ぬくか）

　周りに人ひと影かげは見当たらない。夜音が判はん断だんを下すまで、手入れしようと決める。邪じや魔まにならないよう夜音から離はなれた場所まで移い動どうし、

「凄すごいことになってんな──────っ！」

　生え具合を確たしかめようと花壇に手を突つっ込こんだ陶原は、絶ぜつ句くし動きを止めた。かき分けた雑草の隙すき間まから、

「やあ陶原君。奇き遇ぐうだね」

　ひょっこりと知り合いが生えていたからだ。

「ちょっ……、奇遇じゃないですよ！　こんなところで何やってんですか部長！」

　花壇に潜ひそんでいたのは園芸部の部長だった。

「こんなところとはご挨あい拶さつだね。君だっている場所じゃないか」

「そうじゃなくてですね！　隠かくれてるのが問題なんです！」

　花壇は雑草が好き放題に伸びているとはいえ、人一人が立ったまますっぽり隠れてしまうほどではない。部長は今も花壇に伏ふせた格かつ好こうだった。

「そりゃあ隠れるだろう…………。でもまあ、こんなに騒さわがれては意味がなかったかな」

　部長は平然と立ち上がると、制服に付いた土を払はらいながら花壇から出てきた。

「──隠れて当然とは、どういう意味ですか」

　小走りに傍かたわらまで駆かけ寄より、警けい戒かい心しんも露あらわに迎えたのは夜音だった。この様子だと、夜音も部長の存そん在ざいに気づいていなかったのだろう。

「私はずっとこの花か壇だんの惨さん状じようが気になっていたんだ。学校が直ちよく接せつ管かん理りすると言っている以上、園芸部の部長として堂どう々どうと見に来るわけにはいかないからね。だから隠かくれてたんだけど、それがどうしたのかな？」

　戸と惑まどうように部長は首を傾かしげる。

「どうしたもこうしたも、不ふ審しん者しや丸出しじゃないですか。隠れるにしても他に方法があるでしょう」

「ほう？　聞かせてもらえるかな」

　部長はずずいっと陶とう原はらに顔を近づけた。

「見つからないように隠れる必要があり、実じつ際さいに隠れることが可か能のうなスペースが空いているんだ。だったら多少服が汚よごれるとしても、こうするのが一番じゃないかい？」

「えっと、それは……」

「もっと効こう率りつのいい方法があるのなら、是ぜ非ひとも教えてもらいたいものだね。姿すがたを隠せて、かつ手間の掛かからない方法について」

「それは、その……………………」

　後ずさる陶原だったが、同じだけ部長に詰つめ寄よられ距きよ離りを取ることができない。至し近きん距離に部長の顔があるという状じよう況きようでは、考えるのに使える脳のうの割合は少なく、

（あれ？　もしかして、部長の言う通りなのか？）

　言われてみればそんな気がしてきた。

「さあ聞かせてくれ。ほら、早く」

「……すいません。俺が間ま違ちがってました」

　夜よる音ねが警けい戒かいする理由も分かるが、話の筋すじが通っているような気がしないでもない。ただの過か剰じよう反はん応のうだったようだ。

「誰だれもいないと思ってたから、ちょっとびっくりしただけです。気にしないで下さい」

「そうかい？　だったらいいんだけどね」

　あっさりと部長は納なつ得とくしてくれ、和なごやかに空気が緩ゆるみかけるが、

「私のことを妙みように驚おどろいていたみたいだし、何か後ろめたいことでもあるのかな」

「えっ！　まさか！　そんなわけないじゃないですか！」

　部長の冗じよう談だんめかした口調を、陶原は軽く受け流すことができなかった。思わず大声が出てしまうと、部長は余よ計けいに疑うように目を細め、したり顔で深々と頷うなずいた。

「若い男女がこそこそと逢っているんだ。答えは一つしかなかったね。邪じや魔ましてすまない」

「「そうじゃありません！」」

　否ひ定ていの声は二人同時だった。

　声が揃そろったことが気に入らないとばかりに夜音はそっぽを向く。説明するのはやはり陶原の役目となった。

「あのですね、ここにいたのはその……、ただの部活見学ですよ。夜よる音ねはまだ校内に不ふ慣なれなんで、俺がたまたま付つき添そってただけなんです」

「ふうん……。そうなのか」

「ええ、そうですとも！」

「だったら何で隠かくれていたんだい？　堂どう々どうと見学させてもらえばいいじゃないか」

「夜音は人見知りをするというか、遠えん慮りよしがちな性格なんです。なんでこそっと見学させてもらえば十分かなと」

　陶とう原はらは必死に適てき当とうな理由をでっちあげる。要は今だけ部長を納なつ得とくさせられればいいのだ。

　そう思っていたのだが──

「期間の限かぎられた留りゆう学がくなんだろう？　だったら遠慮なんかしては駄だ目めだよ。もっと積極的にいかないと」

　説明を聞いた部長はしかし、納得しながらも首を振ふった。

「えっと、それはどういう──」

「おーい野球部の諸しよ君くん、ちょっと話を聞いてくれないか！」

　急に声を張はり上あげ野球部員に手を振るので、陶原は慌あわてるしかない。

「ちょっと部長！　何するつもりですか！」

「いいから私に任まかせておきなさい。堂々と見学できるように話をつけてきてあげるよ」

「い、いえいえ、そんなことしなくていいですから！」

「遠慮はいらないよ。可愛かわいい部員とその友人のためじゃないか」

「そうじゃなくてですね、って部長ー！」

　止めるのも聞かず、部長は朗ほがらかな笑顔を残して野球部員達の元へと颯さつ爽そうと歩んでいく。取り残された二人は、

「…………どうするんですか。野球部員のチェックは終わってますよ」

「そうは言っても、今さら帰るわけにはいかねえだろ…………」

　完全にいらないお節せつ介かいなのだが、親切心から来ているものなので無む下げにもできない。今部長に話してしまったことを考えると帰ることもできないので、ぼんやりと突つっ立たったまま成り行きを見守るしかなかった。




　かくして、夜音は野球部に大歓迎で迎え入れられることとなった。

　見学用にと特等席としてベンチが用意され、気合いを入れた部員達の熱気が伝わるほど間近で見学をさせてくれたのだ。特に強きよう豪ごう校こうというわけでもないのに練習はそれから三時間以上、八時過ぎまで続き、ただ見ていただけとは言え夜音と陶原の疲ひ労ろうは昨日の比ではなくなっていた。ちなみに部長はと言うと、話をつけるといつの間にか姿すがたを消していた。

　もう帰れと教員に注意を受けなければ、練習はいつまでも続いていただろう。部員達は汗あせだくになりながらもまだまだ続けたい様子だったのがまた普ふ段だんの不ふ遇ぐうっぷりを思わせた。

「………………吸きゆう血けつ鬼きを捜さがすのは、これからもこっそりと行うことにします」

　帰りに夜よる音ねはきっぱりと言ってのけ、陶とう原はらもそれに力なく頷うなずいたのだった。
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　夜音の留りゆう学がく開始から一週間ほどが過ぎた、ある日の休み時間。

「はい夜音さま、これ食べてみて」

「ふむ……。まあまあですね」

「こっちもどうぞ、夜音ちゃん」

「…………これは悪くありませんね」

「でしょ？　じゃあ次は──」

　誇ほこり高い吸血鬼の少女はクラスメイトに完全に餌え付づけされていた。

　差し出されたお菓か子しを頰ほお張ばり、飲み込むとまた別のお菓子。まんざらでもなさそうに世話されている夜音の姿すがたを眺ながめ、陶原は脱だつ力りよくしていた。

（何やってんだか……）

　校内に潜ひそんでいるはずの吸血鬼を自力で見つけてみせると豪ごう語ごしていたにも拘かかわらず、肝かん心じんの成果は一つも上がっていない。予定していた短期留学の期間を三分の一過ぎたというのに、夜音はその目星すら付けていなかった。

　捜しに出ようにも、常つねにクラスの誰だれかに取り囲まれているのだ。最初はただ煩わずらわしそうにしていた夜音も、今では諦あきらめたのかされるがままになっている。生徒側が扱あつかい方かたを覚え、持ち上げるように接せつし始はじめたのも大きかったのかもしれない。相変わらず昼は園芸部で清水しみずや広ひろ野の、部長ともに過ごし、弁当を食べることはないが、二日目と同様休み時間のたびに間食を欠かしていない。

（人間と同じ物は食わないんじゃなかったのかよ）

　陶原は思わず愚ぐ痴ちる。

　周りが夜音に慣なれたことで癇かん癪しやくを起こすことこそなくなっているが、それでも正体がばれる危き険けんが減へったわけではないのだ。クラスメイトだけでなく他のクラスからも写真を撮とろうとする生徒がやって来て、そのたびに陶原は対たい応おうに追われている。駄だ目めだと言うとすぐに納なつ得とくしてもらえるのだが、被ひ害がい妄もう想そうなのか誰もがにやにやと笑っているように思えて気力はすり減っていた。

　陶原としては、やはり早く元通りの生活を取とり戻もどしたいという気持ちでいっぱいだった。一刻も早く吸血鬼を捜し出し、夜音を学校から遠ざけたい。しかし一通り部活見学を終えても、怪あやしい人物は一人も見つからなかった。例年なら嬉うれしく感じるはずの空から梅つ雨ゆも、今年に関しては苦々しいものでしかない。次の授業の準じゆん備びも忘わすれ、だらけた体たい勢せいでぼんやりとしていると、

「こんなことしてる場合じゃなかった。行こうか夜よる音ねちゃん」

　一人の少女が夜音の肩かたを叩たたくと、そのまま他の少女達に混まじって教室を出て行った。

「何してんの健けん悟ご？　僕達も行こうよ」

「……そうか。次の授業は体育だったな…………」

　広ひろ野のに誘さそわれ、陶とう原はらは暗い声で漏もらしながらのそのそと立ち上がる。好きな体育の授業だというのに気は重く、半開きになった口からため息を垂たれ流ながした。
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「今日は今年初めての水泳の時間だし、まあ好きに泳げ。ただし怪け我がしてあたしの手間かけさせんなよ」

　立地条件やその年々の気き象しよう状じよう況きようにも左右されるが、六月に入れば暑い日が続く。山やま科しな高校では六月の第二週というのが毎年プール開きの時期だった。

　準備運動を終わらせた後、体育教師が適てき当とうに号令すると一いつ斉せいに歓かん声せいがあがった。日差しは強く、泳ぐには絶ぜつ好こうの日ひ和よりだ。生徒達が次々にプールに飛び込んでいく中、

「悪夢だ……ここは地じ獄ごくだ…………！」

　浮うかれる周囲に取り残されるように、陶原は空気に馴な染じまない陰いん気きくさい独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「……俺は一人、そう、ここには俺以外誰だれもいない。見えているのは全て幻げん覚かくだ。そうに違ちがいない。だから気にするな、気にしなけりゃ大だい丈じよう夫ぶだ。幻覚、幻覚──」

「何一人でぶつぶつ呟つぶやいてんの？　不ふ審しん人物みたいだよ」

「──幻覚……。悪かったな、怪あやしくて」

　広野に遮さえぎられ、陶原は嫌いや々いやながらも自じ己こ暗あん示じを中ちゆう断だんした。

「どうしたの？　健悟って泳げなかったっけ」

「いいや。むしろ得意だぞ」

　意図的に焦しよう点てんをぼかした目をプールに向ける。楽しげに戯たわむれる人の群むれを眺ながめ、

「…………どうしてこの学校は男女とも体育一いつ緒しよにするんだよ。普ふ通つう別だろ……」

　やりきれないといった声こわ色いろで嘆なげく。陶原の言葉通り、プールで泳いでいるのは二クラス分の男女だった。

「いいことじゃない。僕は喜ばしいことだと思うけど？」

「どこがだ。教育的にもよくないだろ」

　激はげしく頭を振ふると、広野は呆あきれたように肩かたを竦すくめた。

「まあ健悟がそんなやつだって知ってるけどね」

　生暖かい目で陶原を見やる。

　陶とう原はらは十年もの間、吸きゆう血けつ鬼きにとって血が美お味いしくなるためにだけ尽つくしてきた。理り想そうとされるのは若く健康な処しよ女じよの血なので、陶原もそれに準じゆんじて限かぎりなく清らかに生きてきたのだ。

『水着姿すがたの女の子』というのは、その単語だけでもう駄だ目めだった。

「……不健全だって学校宛あてに投書でもしようかな…………」

「そんなことしたら学校中の男子から恨うらみを買うことになるよ」

　広ひろ野のはやれやれと苦笑する。

「外部から覗のぞかれないようフェンスまで作ってあるご時世なのに、贅ぜい沢たくな悩なやみだね。ホームページに載のせる部活紹しよう介かいの写真にも気を遣つかってるらしいのに」

「そんなこと俺の知ったこっちゃ──」

　ない、と言おうとしていた陶原は急に言葉を止めた。

「どうしたの？」

「いや──。何でもない」

　何かを考え込むように眉み間けんにしわを寄せる。

（部活紹介の写真、写真か……）

　相手にされなかった広野は飽あきたのだろう。背せを向けプールへと歩き出していた。

「まあいいや。僕は先に行くよ」

「おう。じゃーな」

　見送った陶原はプールを見ないようにしつつ、見学中の夜よる音ねの元へと向かった。

「何の用ですか」

「特に用はないけど、ちょっと落ち着きに、な」

　夜音は長なが袖そでの暑苦しい格かつ好こうで、他の見学者から離はなれて一人日ひ陰かげで体育座ずわりをしている。肌はだ色いろの少ない服ふく装そうに、陶原はほっと肩かたの力を抜ぬいた。

「やっぱり露ろ出しゆつは少ないに限かぎるな。水着はもっと身体の線を曖あい昧まいにするデザインにするべきだと思わねえか？」

「そんなもの着たことありませんし、知りません」

　夜音の返事は、いつも以上に不ふ機き嫌げんそうな響ひびきに満ちていた。

「着たことないって……。やっぱりプールって、吸血鬼の弱点なのか？」

「愚おろかですね。吸血鬼が流水を弱点とするのは、流れる水は澱よどまず、清せい浄じようであるとされるからです。あの水たまりにほとんど流れはないでしょう」

「じゃあ何で見学なんだよ」

「もう忘わすれたんですか？」

　ぺしぺしと自分の手の甲を叩く。

「水に濡ぬれたらクリームが落ちてしまいます。そうしたら直ちよく射しや日光を浴びてしまいますし、プールになんか入れるわけがありません」

「そっか。それもそうだな」

「ええ。もっとも、入れたとしても入りたくありませんけどね」

「何でだよ？　泳ぐのは楽しいだろ」

「楽しい？　同じ泳ぐのなら、夜空を泳いだ方が楽しいに決まってます」

　夜よる音ねは頰ほおを膨ふくらませた。

「水たまりなんかで喜んでいるんですから、空を飛べない人間に同どう情じようしますよ。それに、あんな大人数が一度に泳いでいるんです。混こん雑ざつしているし、不ふ潔けつで私には耐たえられませんね」

　皮肉っぽく頰を引きつらせ、やれやれと上から目線でプールを眺ながめる。しかし陶とう原はらは、その声に必要以上に力が入っていることに気づいていた。

「……お前、もしかして泳げないな？」

「そんなことはありませんっ！」

　川や海が弱点なのだから当然と言えば当然なのに、夜音は即そく座ざに否ひ定ていする。ぎらぎらと目を光らせ、僅わずかに開いた口からは牙きばが覗のぞいていた。

「泳げるに決まっているでしょう。ええ、そうですとも。万が一泳げないとしても、すぐにマスターできるに決まってます。貴方あなたに見せられないのが残念ですね」

「……そうだな。俺も残念だよ」

　早口の声に、陶原は突つっ込こむことなく応おうじてやる。

「まあいいじゃねえか。空を泳げる方が────」

「さっきから二人で何話してんの？」

　夜音が機き嫌げんを損そこねたのを察さつし話題を変えようとしたところで、横からにゅっと清水しみずが顔を出し、陶原の言葉は強制的に中ちゆう断だんされる。

「な、何でもねえよ、ただの────」

　吸きゆう血けつ鬼きの話を聞かせるわけにはいかない。誤ご魔ま化かそうとして清水に顔を向けた陶原は、

「────────っ！」

　水に濡ぬれて張はり付ついた濃のう紺こんの水着。

　水すい滴てきの流れる瑞みず々みずしい肌はだ。

　体のラインがはっきりと分かってしまう陰いん影えい。

　至し近きん距きよ離りで視し界かいに飛び込んできた清水の姿すがたに一いつ瞬しゆんで頭が真っ白になり、思考停てい止しに陥おちいった。

「どうしたの急に？　立ちくらみでもした？」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　大丈夫だから近付かないでくれ！」

　掌てのひらを突きつけ、清水を視界に入れないよう顔を覆おおいつつ距きよ離りを取る。

「とてもじゃないけど大丈夫には見えないよ？」

「しばらくこのままでいれば大丈夫だから！　放っておいてくれ！」

　肩かたで大きく息をしながら、陶原は告げる。

（落ち着け、落ち着けよ俺！）

　まるで発作を起こしたような挙きよ動どうになってしまったが、別にそういうわけではない。ただ単に、清水しみずの水着姿すがたを近くから見てしまったが故ゆえの反はん応のうだった。

　清水が着ているのは学校指定の地味な水着だ。高校生が着るには体を覆おおう面積が広過ぎるくらい健全なものだが、陶とう原はらにとってはそれでも刺し激げきが強過ぎた。

「……よし。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　呼こ吸きゆうを整えた陶原は目を隠かくしたまま少しだけ指の隙すき間まを開け、清水の方を向く。

「それで、何の話だったっけ？」

「え？　えっと、何だったかな……。──ってか、そうやって見られると妙みように恥はずかしいんだけど！」
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「す、すまんっ！」

　清水が身体の線を隠すように両手で自分を抱だき締しめると、陶原は弾はじかれたように目隠しするのを止めた。そのままぴんと背せを伸のばし、気をつけの体たい勢せいをとる。

「その、やましい気持ちはない……んだ、許ゆるしてくれ」

「う、うん。別にいいけど」

「そうか、よかった」

　かといって清水を直ちよく視しできず、薄うすく開いた目を泳がせていると、清水は顔を赤くしたままからかうように笑った。

「煩ぼん悩のうはきちんと克こく服ふくしないと。もっと悟さとってもらわないと困こまるよ？」

「悟りを開くつもりはねえよ。……いや、煩悩だけは克服したいかな。まじで」

　弾はずむような清水しみずの声を受け、ばくばくとうるさいほどだった陶とう原はらの鼓こ動どうが少し落ち着く。いつもは嫌いや気けが差す寺への勧かん誘ゆうも、今ばかりはありがたかった。

「ついに本格的に修しゆ行ぎようするつもりになってくれた？　だったらもうウチの寺に来ちゃいなよ！」

「それはごめんだ。僧そうになるつもりはねえって言ってんだろ」

「そんなこと言わずに、ねえ！」

「だから嫌いやだって──、おい、手を摑つかむなっ、放して下さいお願いしますっ！」

　引き込もうと企たくらんでか、清水は陶原の手を摑むとぶんぶんと振ふった。薄うす目めにしていても水に濡ぬれた手の感かん触しよくは無む視しできず、陶原はしどろもどろに抵てい抗こうする。どうすればいいのか脳のうを空回りさせていると、繰くり返かえされる舌した打うちの音が耳に届とどく。

「………………」

　顔を向けると、いつの間にか立ち上がっていた夜よる音ねが腕うで組ぐみしながら睨にらんでいた。

「あれっ、どうしたの夜音ちゃん？　何か嫌なことでもあった？」

「……いえ。別に何もありません」

　心配そうに清水が覗のぞき込こむと、夜音はふんっと顔を逸そらす。その反はん応のうに清水は不思議そうに首を傾かしげた。陶原に顔を近づけ、

「どうしたのかな、夜音ちゃん？」

「──ったあっ！　い、いつもこんな感じだろ！　気にすんなよ！」

　耳元で囁ささやかれ、陶原は反はん射しや的てきに後ろに飛とび退のく。プールで水着という状じよう況きようなのだから、いつも以上に距きよ離りを取ってもらわなければ困こまる。

「それで、何の用なんですか？」

「用……？　そうそう、陶原に用があるんだった」

　苛いら々いらと夜音が促うながすと、清水は再ふたたび陶原の手を取った。

「ほら、いつまでも見学してないで、早く泳ごうよ！　いくら自由って言っても、ずっとプールの外にいたんじゃ先生にも怒おこられるよ」

　清水は子供を叱しかるように、腰こしに手を当て胸むねを張はる。

　清水の頰ほおを流れた水すい滴てきが顎あごから滴したたり、濡れた水着の胸むな元もとに落ちるのを陶原は目で追ってしまった。夜音の肌はだが日を浴びたことのない病的なまでの白さなら、清水のそれは健康的で張りがあり、生命力に溢あふれている。眩まぶしい肌と水着のコントラストは絶ぜつ妙みようで、つい見とれてしまいそうになるが、そこはとても発育がよく、直視してはいけない場所だった。

　そんなものを意い識しきしてしまっては、平静でいられるはずがない。

「………………くっ……！」

　夜よる音ねの喉のどから苦い声が漏もれるのを、陶とう原はらはしっかりと耳にする。掠かすれるようなほんの小さな息だというのに聞き取れたのは、思わず目を瞑つむって他の情じよう報ほうに意い識しきを散らそうとしていたためだ。

「どうしたの、陶原？」

「いや何でもない。何でもないぞ」

　自分に言い聞かせるが、まるで効こう果かはない。目に焼き付いてしまった清水しみずの肌はだは、陶原の脳のう内ないから消えることはなかった。

「ちょっ、ちょっと待ってくれって！　まだ少し心の準じゆん備びが──」

「ほら、さっさと行くよっ。じゃーね夜音ちゃん！」

　動どう悸きは収おさまる様子を見せないのに、痺しびれを切らしたのか清水は構かまわず腕うでを引ひっ張ぱる。明るく手を振ふる清水にされるがままプールへと連行される陶原の耳には、繰くり返かえされる舌した打うちの音がいつまでも反はん響きようするのだった。
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　そして迎えた放課後。

　陶原と夜音はここ最近の放課後でお決まりとなっていた「即そく帰き宅たく」でも「園芸部立ち寄り」のどちらでもなく、揃そろって写真部の部室を訪おとずれていた。

　目的は一つ。

「保ほ管かんされてる写真全部見たいなんて、本気なの？」

「全部じゃなくて、在ざい校こう生せいが全員写ってれば一年分でいいんだけど」

「それでも結けつ構こうあるよ。ちょっと待ってて」

「すまんな」

　ごそごそと棚たなをあさる背せ中なかに陶原が声を掛かけると、清水はひらひらと手を振って答えた。

（全校生徒の分を確かく認にんできれば、きっと発見できるはずだからな）

　吸きゆう血けつ鬼きは写真に写らない。ということは、写真に見当たらない生徒が吸血鬼のはずなのだ。プールの授業中に思いつき、確たしかめるべく写真部にやって来たのだが、

「…………」

　連れて来られた夜音は露ろ骨こつなまでに膨ふくれっ面つらだった。

「何で不ふ機き嫌げんなんだよ。吸血鬼の正体突つき止とめたいだろ？」

「私は何も言っていないじゃないですか」

　意味が分からず困こん惑わくする陶原に、夜音は舌打ち混まじりに告げる。授業が終わって清水に話を持ちかけたときからずっとこの様子だ。

「……清水に相そう談だんしなくても、直ちよく接せつここに来ればよかったでしょう」

「何でだよ？　知らない部員を相手にするより、この方が話が早いだろ？」

　小声で言い合っていると、どん、という大きな音が響ひびいた。そちらに目を向けると、テーブルの上に多数のアルバムや写真の詰つめ込こまれた紙かく袋ぶくろが山と積まれていた。

「……全部じゃなくていいって言ったよな？」

「これは去年一年間の分だよ。ほら、どうぞ」

　清水しみずはそう言って夜よる音ねに袋を差し出す。そもそも二人は、「学校の様子を夜音に伝えるため、過去の行事を写した写真をいくつか持ち帰りたい」という名目でやってきたのだ。

「それにしても凄すごい量だな……。お、これ懐なつかしいな」

「へえ？　どれどれ？」

　夜音が動かずにいるので陶とう原はらが率そつ先せんしてアルバムを開くと、清水が覗のぞき込こんでくる。そこに写っていたのは去年の体育祭だった。

「あっ！　ほらここ、わたし達が一いつ緒しよに写ってるよ！」

　示された写真には、笑顔の清水を中心に、離はなれようとする陶原が半分見切れて写っていた。

「クラスが違ちがったのに、当時から寺を継つげってうるさかったんだよな……。つーか、お前も写ってないで写真撮とれよ」

「いいじゃない。写真部員だって生徒には違いないんだから」

「まあそうだけど。あっ、こんな写真もあったのか！」

「うわっ、懐かしー」

「おおっ！　こんなのも──」

　まだ一年も経たっていないのに、写真はどれも懐かしさを感じられるものばかりだった。しばし夢中になってアルバムをめくっていた陶原は、

「────ずいぶんと、楽しそうですね」

　低く冷たい声に、はっと現げん状じようを思い出す。

「何のためにここに来たのか、忘わすれたわけではないでしょうね？」

「も、もちろん分かってるに決まってるだろ！」

　据すわった目でじとっと睨にらまれ、陶原は慌あわてて写真を確かく認にんする速度を上げた。真の目的を知らない清水は二人だけで盛もり上あがってしまったことにばつの悪さを感じたのか、夜音の隣となりに腰こしを下ろし、アルバムを広げた。

「じゃあ一緒に見よっか。撮った側の人間として、ちゃんと説明するね。これは去年、一年生全員で近くの山に登った時の写真。これがわたしで、こっちが陶原。一緒に写ってる写真って、意外とあるもんだね。次は──」

　夜音も知る現在のクラスメイトを紹しよう介かいしながら清水は解かい説せつしていく。陶原も気を引ひき締しめて写真に目を通していたのだが、

（これを見ても、意味ねえな）

　ようやく気づく。山やま科しな高校の全校生徒数は約八百人。その全ての人の顔を覚えていなければ、いない生徒など見つかるはずがない。

「あのさ、こういう写真じゃなくて、もっときちんとしたというか、全体集合の写真ってないのか？」

　山科高校では毎年四月の頭にクラス写真を撮とっている。それが全クラス分チェックできれば、写真に写っていない生徒、つまり吸きゆう血けつ鬼きはすぐにでも見つかるはずだ。

「ないよ」

　意気込む陶とう原はらに、きょとんとして清水しみずは応こたえる。

「公式の写真はちゃんとした写真屋さんが撮るからね。写真部の出番は回ってこないんだよ」

「……そりゃそうだよな、うん」

　よく考えてみれば、言われるまでもなく分かりそうなものだ。

「ってことはつまり──」

　言葉を濁にごす陶原に、夜よる音ねの視し線せんが突つき刺ささる。

　──完全に無む駄だ足あしだったのだ。

「は、ははは……」

　乾かわいた笑いが漏もれる。理由は分からないが、夜音はここに来てからというもの不ふ機き嫌げんな様子だった。笑って許ゆるしてはくれないだろうという予よ想そう通り、夜音は殺気を発し始める。

「でもよ、撮ったからにはどっかに保ほ管かんされてるはずだよな？　学校のどこにあるか知らねえか？」

「うーん……。教務課、とか？　かな？　よく知らないけど」

　振ふるわない答に陶原ががっくりと項うな垂だれると、ふと思い出したように清水は付け加えた。

「あ、そうだ。校長室になら確かく実じつにあると思うよ」

「何でそんなところに？」

「何か個人情じよう報ほう保ほ護ごとか？　そんなのがうるさいらしくて、責せき任にん問題にならないように余あまった写真とかは全部自分の目に届とどくところに置いてるんだって。部で撮った写真もしっかり管かん理りしとけって言われてるし」

「………………そうか。ありがとよ」

　そんなところにあってもチェックすることなどできない。教務課の職員ももう帰っているだろうし、今日中に確かく認にんするのは不ふ可か能のうだ。

　夜音の様子を確たしかめるのが恐おそろしく、陶原は天を仰あおいだ。

「そうだ！　せっかくだし、夜音ちゃんの写真撮らせてもらえないかな？　撮ってきてくれって依い頼らいも多いんだよね。その気持ちはわたしにも分かるし」

　不ふ穏おんな気配を察さつ知ちしたのか、清水が急に明るい声を出す。

「それは駄だ目めだって前から言ってるだろ」

　空気を変えてくれたことには感かん謝しやしつつ、陶とう原はらはその願いを即そく却きやつ下かする。

「何でよ？　一枚だけでもいいんだけど」

「それはその、夜よる音ねは光に弱いんだよ。重要文化財だって写真撮さつ影えい禁止だろ？」

「いつもその説明してるけど、けっこう日向ひなた歩いてるじゃない。じゃあ、フラッシュ焚たかなければいいの？」

「それも駄だ目めに決まってるだろ」

「なんで？」

「それは、その………………」

　正直に言うわけにはいかない。清水しみずに詰つめ寄よられて陶原は弱る。

「…………心しん霊れい写真とかが、怖こわいから？」

「はあっ？」

「だから霊れいだよ霊！　幽ゆう霊れいが一いつ緒しよに写ったら呪のろわれちゃうだろ！」

「わたしが写真撮とるようになって一年ちょいだけど、そんなの一度も写ったことないって」

「だからといって絶ぜつ対たい写らないとは限かぎらんだろ。リスク管かん理りは徹てつ底ていしないといけないんだよ！」

　屁へ理り屈くつにもなっていないのは自覚しているし、陶原自身霊の存そん在ざいなど信じてはいないのだが、他に言いい訳わけが思おもい浮うかばない。

（そもそも今時幽霊や呪いとかを本気で信じてる人なんていないだろうけど）

　そんな内心など欠片かけらも表に出さない。予想外だったらしい陶原の猛もう反はん論ろんに、清水の表情がむすっと曇くもった。

「そうだとしても、どうして陶原がそこまで拘こだわるの？　夜音ちゃんの写真なんだし、陶原には関係ないでしょ」

「いやいや、同じクラスメイトとして、心配するのは当然だろ」

　少しだけ低くなった声に、陶原の頰ほおをこっそりと汗あせが流れる。

「…………そういえば、陶原いつも夜音ちゃんに付きっきりだよね？　もう一週間も経たつんだし、夜音ちゃん一人でも大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「いや、なんだ、その、昔の知り合いとして、それは世話しないといけないというか……」

「世話だったら同じ女子の方が向いてるよ。…………そうか、よく考えたらほんとにずっと一緒だね………………」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、清水の目が段だん々だん鋭するどくなっていく。空気が重たくなるのを感じた陶原は、立ち上がると夜音の手を摑つかんだ。

「じゃ、じゃあそろそろ帰るよ。手て間ま取らせて悪かったな！」

「あっ、ちょっと待ちなさい────」

　呼よび止とめる声に背せ中なかを向け、部室の外へと駆かけ出だす。同じく抗こう議ぎしようとした夜音もまとめて無む視しした。

（正体が吸きゆう血けつ鬼きだってばれるかもしれねえからな）

　夜よる音ねとの関係について深く突つっ込こまれるわけにはいかない。理由をそう自分に言い聞かせながら、陶とう原はらは写真部の部室を後にした。

　結局、得られたのは清水しみずからの不信感のみだった。
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　駅前に鎮ちん座ざする三十階建てのマンション。この街で一番高いビルの最上階に、夜音の住すみ処かはあった。

　最近になって使うようになったエレベーターに乗った夜音は、無む意い識しきのうちに奥おく歯ばをギリギリと擦こすり合あわせていた。鋭するどく吊つり上あがった目で階数表示を睨にらむ。

「……遅おそい、遅すぎです！」

　飛べば一いつ瞬しゆんだが、人間に偽ぎ装そうした今はそうするわけにはいかないのだ。嫌いやでもエレベーターを利用するしかなく、不ふ満まんは膨ふくらむ一方だった。

　急かされたわけでもないだろうが、間もなくエレベーターは三十階に到とう着ちやくした。澄すんだ電子音とともに扉とびらが開くと、そこには既すでにメイド服姿すがたの少女が待たい機きしている。

「お帰りなさいませ。夜音お嬢様」

「ただいまです、小さ夜よ」

　恭うやうやしく頭を下げた小夜は通学用の鞄かばんを受け取ると、案内するように歩き出す。最上階のフロアは全てが夜音の所有であり、階全体が一つの家となるよう改かい装そうされていた。

　早さつ速そく風ふ呂ろ場ばに向かい、シャワーを浴びて日光対たい策さくのクリームを落とした夜音は、能のう力りよくの制せい限げんから解かい放ほうされ一息ついた。吸血鬼としての活力が体に満ち、うん、と背せ伸のびをする。

「やっぱり素すの状じよう態たいが一番ですね。ようやく自分を取とり戻もどせた気がします」

　写真部室を出た陶原と夜音の二人はその後教務課に向かい、鍵かぎが閉まっていることを確かく認にんしてから帰き路ろについたのだった。

「お嬢様、やはり今からでも私が学校に潜せん入にゆうした方がよろしいのでは？」

　安らいでいた夜音は、その提てい案あんにまたむっとして眉まゆを顰ひそめる。

「私がやると言っているでしょう。同じことを何度言わせるんですか」

「それは分かっておりますが、お嬢様が不ふ快かいな思いをされているなど私には耐たえられません」

　どうか、と迫せまる小夜に、夜音は小さく首を振ふる。

「いいえ。これは私が解かい決けつしますから、貴方あなたは黙だまって見ていなさい」

「──承しよう知ち致いたしました。ですが、私にできることがあれば、何なりとお申し付け下さい」

　柔やわらかいがきっぱりとした拒きよ絶ぜつに、小夜は素す直なおに従したがった。その様子を見て鷹おう揚ように頷うなずきながら、夜よる音ねは微かすかに苦笑する。

　このやりとりをするのは、今回が初めてではなかった。

　山やま科しな高校に吸きゆう血けつ鬼きが潜ひそんでいるという情じよう報ほうを得て、夜音はすぐに小さ夜よに全校生徒を調ちよう査ささせた。一人一人の家を訪おとずれ、遠くから観察する。しかし誰だれからも吸血鬼の気配は感じられなかった。

　小夜はそういった方面にかなり鼻が利きく。マレインの情報に間ま違ちがいがなければ、相手は気配を隠かくせる程てい度どには手て練だれということになる。小夜がさらに探さぐりを入れると申し出たが、事じ情じようを知った夜音が自ら学校に潜せん入にゆうすると言い出して今に至いたる。

　主人を危き険けんにさらすわけにはいかないと強きよう固こに小夜は反対したのだが、夜音の覚かく悟ごは崩くずせなかった。結局しぶしぶながら従したがいはしたものの、納なつ得とくしたわけではないのだろう。

「それで、マレインはまだ見つからないんですか？」

「はい……。申もうし訳わけありません」

　普ふ段だんから表情を顔に出すことのない小夜だが、主人の問いに珍めずらしく顔を曇くもらせた。

「他の街に住む吸血鬼の方々とも連れん絡らくを取ってみたのですが、どなたも所しよ在ざいをご存ぞんじではありませんでした」

「仕方がありません。あんな女でも、それなりに長く生きていますからね」

　自じ責せきする使用人に、夜音は慰なぐさめるように首を振ふる。

　夜音は自身が山科高校に潜入するのと並へい行こうして、小夜に命じて姿すがたを消したマレインの行方を捜さがさせていた。情報が噓うそである可か能のう性せいを含めて、彼女は嫌いやがらせとして姿を隠かくしているのだろう。そう簡かん単たんに見つからなくてもある意味で当然だ。

「必ず発見してご覧らんに入れますので、もうしばらくご辛しん抱ぼう下さい」

「いえ……。貴方あなたも無理はしないように。思った以上に立場を弁わきまえている人間も多いようですし、私なら大だい丈じよう夫ぶです」

　夜音の声にはあまり険けんが含ふくまれていない。マレインが見つからないのなら、自分で吸血鬼を見つければ済すむだけの話だ。

　小夜を安心させるよう、穏おだやかに微ほほ笑えむ。

「学校にいる人間というのは餌えさの分ぶん際ざいで馴なれ馴なれしく声を掛かけてきたり、不ぶ躾しつけな視し線せんをぶつけてきたりと最初の頃ころは気に食わない者ばかりでしたが、今では率そつ先せんして貢みつぎ物ものを持ってきたり、髪かみを梳とかしたりと私のために働くようになりましたからね」

「きっとお嬢様の気品ゆえのことでしょう」

　主人の言葉に、小夜は僅わずかに表情を緩ゆるめる。陶とう原はらと接せつしていて忘わすれかけていた、本来あるべき人間と吸血鬼との関係を取とり戻もどし、夜音はまあまあご満まん悦えつだった。

（未だに立場を弁えない者もいますけど！）

　けれど清水しみずの存そん在ざいに思おもい至いたり、夜音は舌した打うちする。

　一いつ緒しよにいる時間はそれなりに長いのだが、彼女には餌えさとしての自覚が足りないように思えた。下げ僕ぼくのように仕えるのが当然のはずなのに、まるで保ほ護ごする立場のように接せつしてくるのだ。

　決定的な何かがあったわけではなく、無む視しすれば済すむはずなのだ。それなのにどうにも気に障さわって仕方がなかった。

（特に今日なんて！）

　水泳の授業を思い出し、夜よる音ねは大声で叫さけびたい衝しよう動どうに駆かられる。清水しみずが特別何かしたというわけではないのだが、胸むねに刺とげ々とげしい感情が湧わき起おこり、ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。爪つめが食い込むほどに拳こぶしを強く握にぎり締しめ──、目線が下がり、自分の身体が視し界かいに入った途と端たんその力は抜ぬけた。

（……………………忌いま々いましい…………）

　清水に比べれば、いやクラスの他の誰だれと比べてみても、その体つきは華きや奢しやだった。同い年だというのに、全く敵かなう気がしない。不老不死で成長が止まっているのだから当然だとはいえ、分かっていてもどうにも納なつ得とくいかない。

　たとえプールには入れたとしても、水着姿すがたで彼女と並ならぶ気にはなれなかっただろう。

（──いえ、それは今だけですとも、ええ！）

　沈しずみ込こんでいた夜音は、しかし顔を上げるとぎろりと宙を睨にらんだ。

（老いていくだけの人間と違ちがい、私には未来があるんです。それを考えればむしろ勝っていると言ってもいいでしょう。なにせ私は成長期、これからなんですから！　…………陶とう原はらも陶原です。だらしなく鼻の下など伸のばして！）

　事実から敢かん然ぜんと目を逸そらし、夜音は自分を納得させる。

「──プールが、水着が何だって言うんですか。私だって練習すればきっと………………！」

「お嬢様、何か仰おつしやいましたか？」

　それでも胸の内は少しもすっきりとせず、いつの間にか思考が口から漏もれていたようだ。小さ夜よの声に、夜音はびくりと背せを震ふるわせた。

「何でもありま──。ごほん、そうですね。一つお願いがあります」

　途と中ちゆうで何かを思いつき、少し頰ほおを上じよう気きさせながら小夜に命じる。

「…………を用意して下さい」

　囁ささやくような声で、微かすかに呟つぶやいた。

　一いつ瞬しゆんだけ固まった小夜は、しかしすぐさま恭うやうやしく頭を下げる。

「──はい。承しよう知ち致いたしました」

「それと、明日からはシャワーだけではなく、湯船にも湯を張はるようにして下さい」

　夜音は信しん頼らいする使用人に頷うなずき返かえすと、時計の針を睨にらみながらそう告げるのだった。
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「なあ、これはまずいって」

「大だい丈じよう夫ぶだと言っているでしょう。いいから早く探さがしなさい」

　それから数時間後の、太陽も沈しずんだ午後八時頃ごろ。陶とう原はらと夜よる音ねは、一度は下校したはずの山やま科しな高校の校内にいた。

　教職員も帰き宅たくして既すでにいない。いるとしたら巡じゆん回かいの警けい備び員いんくらいか。照明の消えた暗い部へ屋やで、懐かい中ちゆう電灯の明かりを頼たよりに辺りを物ぶつ色しよくする。

「……これは住じゆう居きよ侵しん入にゆうじゃなくて何になるんだ？　とにかく確かく実じつに犯はん罪ざいじゃねーか」

「確実に写真のある場所がここしかないのですから、仕方がないでしょう」

　力なく項うな垂だれる陶原に、夜音は叱しつ責せきするように言った。

「だからって、これはねーよ…………」

　それでも陶原はやはり気分が乗らず、探す手つきは鈍にぶい。

（何でこんなことしてんだ俺……）

　吸きゆう血けつ鬼きを捜さがすためには集合写真が必要だという結けつ論ろんを得はしたものの、肝かん心じんのその写真を入手することはできなかった。それぞれのクラスの人数だけは確かく認にんできたので、日を改めて探そうという話になっていたはずなのに、ジョギングの途と中ちゆうで拉ら致ちされるようにして夜音に連れてこられたのだ。

　そして現在いる場所が、さらに後ろめたい気持ちを増ぞう幅ふくさせていた。

「忍しのび込こむにしても、校長室はないだろ」

「ここなら確実にあると清水しみずが言っていたでしょう。私は無む駄だ足あしを踏ふむのが好きではありませんから」

　しれっと言う夜音には気後れした様子は見えない。一いつ般ぱんの生徒にとって重要な書類はないだろうし、職員室よりはまだましかと陶原は自分を慰なぐさめる。

「でもよ、明日出直そうって言ってただろ」

「私は一日でも早く学校を去りたいんです。貴方あなたも協力すると言ったはずですよ」

「そりゃ言ったけどさ……」

「警備員に発見されたとしても、私に関する記き憶おくだけは消しますから安心しなさい」

「安心できねえよ！　そこは俺の分もやってくれ！」

「貴方は記憶を操あやつるのが好きではないんでしょう？」

「それはそうだけど、少しは融ゆう通ずうを利きかせてくれてもいいだろ」

　もし校長室への不法侵入が発見されたとしたら、停てい学がくは間ま違ちがいない。下手したら退たい学がくもありえるかもしれない。

（やばいぞそれは…………）

　陶とう原はらの背せ中なかに寒気が走る。もしそんなことになったら、今みたいに健康第一に過ごすのが難むずかしくなってしまうではないか。

「よし！　さっさと探さがすぞ！」

　主に自分のために気合いを入れ、一転して陶原は熱心に写真を探し始めた。




「──んと、あった。これだな」

　熱意の甲か斐いがあってか、目的の写真はほどなく見つかった。壁かべ際ぎわの書しよ架かにずらりと歴れき代だいの山やま科しな高校に関する資し料りようが並ならべられており、隅すみに置かれた卒業アルバムの隣となりに毎年の集合写真もきちんと整理されていたのだ。

「これにクラスの人数書いてあるから、確かく認にんしてみてくれ」

　数字を書いたメモを半分にちぎり、夜音に渡わたす。全校生徒の名めい簿ぼまでは手に入らなかったが、クラスさえ絞しぼり込こめればあとは簡かん単たんだ。

　アルバムを広げ、夜音と頭を寄せ合いながら覗のぞき込こむ。一人一人数えて写真を確認していくと、次に目にした写真には右上に丸い別べつ撮どりの写真が貼はり付つけてあった。

「なんだ、部長撮さつ影えいの日休んでたのか。眼鏡もかけてないなんて、珍めずらしいな」

　それは園芸部の部長だった。見み慣なれた彼女の裸ら眼がんの顔が、妙みように新しん鮮せんに感じられる。

「遊んでないで早く探しなさい」

「分かってるって。…………よし、これも数ぴったりだ」

　気を取り直して数えていくと、陶原の受け持ちは全て数が合った。夜音の方かと視し線せんを向けるが、

「私の方は異い常じようありませんね」

　しかし、ほぼ同時に顔を上げた夜音は言う。

「そんな馬鹿な。俺の方はちゃんと合ってたし、そっちにあるはずだそ」

「私が間ま違ちがうはずがないでしょう。貴方あなたが見み逃のがしたんじゃないですか？」

　互たがいに眉まゆを寄せ見つめ合う。メモを交こう換かんして数え直してみても、結果は同じだった。

「どういうことだよ…………」

　途と方ほうに暮くれ、陶原はため息を漏もらす。不法侵しん入にゆうまでしでかしたのにこの結果では引っ込みがつかない。

「そもそもだ、吸きゆう血けつ鬼きは本当に潜ひそんでるのか？」

「……勘かんでしかありませんが、私はいると思っています。少なくとも確かく実じつに安全だと言い切れるまで、その前ぜん提ていを崩くずさない方がいいでしょう」

「そうか…………。確たしかにそうだな」

　危き険けん性せいを考えると、いると仮か定ていして行動するに越したことはない。ならば他に見落としたところは。

「吸きゆう血けつ鬼きが写真に写らないってのは間ま違ちがいないんだよな？」

「ええ。私も過去に試したことがありますから。例外はないはずです」

　写真に写った生徒の数は、撮さつ影えいの日に欠席した分も含ふくめて合っている。ならば、

「そうか！　吸血鬼は生徒じゃなくて、教職員だってことだ」

「教職員？」

「ああ。先生かもしれないし、他にも事務の人とか用務員さんとか、校内には色んな人がいるからな」

　マレインは英語教師として潜せん入にゆうするところだったのだ。同じ手を使っている可か能のう性せいは大きい。

　陶とう原はらが顔を輝かがやかせると、夜音も釣つられたように微ほほ笑えんだ。

「では、早さつ速そく捜さがしましょう」

「……いや、それは無理だ。職員全員が写っているとは限かぎらないし、そもそも実じつ際さいの人数が分からんから確かく認にんしようがない」

　人数をメモしてきたのは生徒の分だけだ。陶原が首を振ふると、夜音はすぐに普ふ段だん通りの愛あい想そうのない顔に戻もどる。

「使えませんね。小さ夜よなら確かく実じつに用意していましたよ」

「悪かったな。……お前は何もしてないくせによ…………」

　探せば校長室にも名めい簿ぼくらいあるだろうが、これ以上長なが居いはしたくない。

「いったん出直そうぜ。職員の詳しよう細さいなんて俺らで探すより、詳くわしい人に訊きいた方が確実なんだし。明日でいいじゃねえか」

「……。まあ、仕方ありませんね」

　ごねるかと警けい戒かいしていると、意外にも夜音はあっさりと引き下がった。

「またここに来るのも面めん倒どうですし、この写真は全部持って行くことにしましょう」

「本当に窃せつ盗とうじゃねーか！　それはさすがに駄だ目めだろ！」

「吸血鬼が特定でき次し第だい返しに来ればいいでしょう。どうせ気づきません」

「そういう問題でもねえよ」

　拒きよ絶ぜつしながらも、陶原もその有用性は認みとめる。折せつ衷ちゆう案あんとして、今年の分の教師の写真と、一いち応おう生徒の分を持ち帰ることにした。

　必要な写真を抜ぬき取とりながらアルバムをめくる。これで全部かとページをめくった陶原の手が、一枚の写真を目にして止まった。

「──なあ、改めて聞くけど、吸血鬼は写真に写らないんだよな？」

「はい。同じことを何度言わせるつもりですか」

「それが人間上がりでも？」

「そうですね。元は人間の吸血鬼であっても、私のような純じゆん血けつと同じく、やはり吸血鬼になった時点で写真には写らなくなるはずです」

「そうか…………」

　夜よる音ねの答えを聞きながら、陶とう原はらは手元の写真に目を落とす。去年の二年生を写したその写真には、右上に別べつ撮どりの写真が貼はり付つけてあった。

「……どうかしましたか？」

「い、いやっ。何でもない」

　動きが止まったのを不ふ審しんに思ったのか、夜音が声を掛かけると陶原は慌あわてて写真を選別した。一昨年の一年生の写真を探さがし、ぱたんとアルバムを閉じる。

「よし、じゃあ帰ろうぜ！」

　陶原は夜音の肩かたを叩たたいて、誤ご魔ま化かすように明るく言った。ぱしりとその手を払はらった夜音は少しだけ小首を傾かしげたが、結局何も言わず扉とびらへと向かった。

（真相がはっきりする前に言っても、また無む駄だ足あしになるかもしれないしな）

　後を追いながら、陶原は写真を抱かかえ直なおす。その数は夜音に持ち帰るよう指示された枚数より、二枚だけ余よ分ぶんな写真が含ふくまれていた。










　　　　　　　　　　三章




　翌あくる日はあいにくの雨模も様ようとなった。

　授業の終わった教室で陶とう原はらは降ふり続つづく雨空を見上げ、独ひとり時間を潰つぶしていた。

　夜よる音ねは朝から学校を休んでおり、一いつ緒しよではない。

（雨が弱点だって言ってたし、濡ぬれないようにこもってるんだろうな）

　体調不良だと担任は言っていた。よく世話を焼いている女子のグループをはじめ残念がっているクラスメイトは多かったが、陶原にとっては都合がよかった。

　昨夜得た手がかりがまだ消化できていないのだ。

（どうなんだ……。これ）

　鞄かばんに目を落とし、大きく息を吐はく。

　鞄の中には持ち帰った写真のうち、陶原が密ひそかに持ち出した三枚が納おさめられている。今年の三年二組、去年の二年二組、そして一昨年の一年三組。部長が在ざい籍せきする、もしくは過去に在籍したクラスの写真で、部長は三枚とも右みぎ端はしに丸く貼はり付つけられて写っていた。

　そして、その全てが同じ写真だった。

　小さな写真からでも部長の怜れい悧りさは伝わってくるが、いつも掛かけているはずの眼鏡はない。

　写真を使い回したのか、写真では眼鏡を外す主義なのか。頭を悩なやませる陶原だったが、どちらの理由にも無理があると気づいていた。前者はそもそもあり得ないし、後者だとしても、二年前から年を取っているようには見えない。

（でも、吸きゆう血けつ鬼きならその無理を通せる）

　写真が使い回された物だと気づかせない暗あん示じをかけるのは可か能のうだろう。人間上がりの吸血鬼なら、人間だった頃の写真を使うことができる。

　断だん定ていするほどの決め手はないが、部長は限かぎりなく黒に近かった。

（決め手。そう決め手がないんだよな……）

　はあっ、と肩かたを落とす。

　部長に疑念を抱いだいた陶原は、今日一日かけて周囲を嗅かぎ回まわった。授業はきちんと受けないといけないので、休み時間のたびに三年生の教室へ向かい、気づかれないよう廊ろう下かの窓から監かん視し。昼休みは園芸部の部室で一いつ緒しよに弁当を食べながら、さりげなく動向を窺うかがう。しかし放課後の今に至いたるまで、何の異い常じようも発見できなかった。

　そして今は、部長のクラスの授業が終わるのを待っているのだ。

（改めて夜音に確かく認にんさせれば一発なんだろうけど、めんどくさいことになりそうだしな）

　何の考えもなしにストレートに訊ききそうだし、そもそも初日に違ちがうと判はん断だんしている。もう一度聞き直すのは無む能のうだと疑っているも同然で、怒おこらせてしまいそうなので夜音を頼たよる気にはなれなかった。

　雨で夜よる音ねが行動できないのを好機と捉とらえ、今日中に正体を突つき止とめてみせると決めていた。

（もうすぐ授業終わる時間だし、そろそろ移い動どうしとくか）

　チャイムが鳴る前に、部室と校門のどちらに向かわれても対たい応おうできる位置に隠かくれなくてはいけない。陶とう原はらは残っていたクラスメイトに手を振ふり、教室を出た。




　小雨のぱらつく道を二人の少女が並ならんで歩いていた。

　部長とその友人だ。ともに傘かさを差し、途と切ぎれることなく会話しながらだらだらと進んでいる。

　その十メートルほど後方の電信柱の陰かげに、陶原は潜ひそんでいた。

（今のところ、怪あやしい点はないな……）

　道路標ひよう識しきやポストなど遮しや蔽へい物ぶつになるものなら何でも使い、こそこそと尾び行こうする。離はなれれば走り、近付けば隠れるを繰くり返かえし、気け取どられないように細さい心しんの注意を払はらって足音を殺す。何な故ぜか通行人が自分の方をじろじろと不ぶ躾しつけに眺ながめてくるのに気づいたが、そんな些さ細さいなことは気にしている場合でなかった。

（雨の中を歩いてるし、やっぱり吸きゆう血けつ鬼きじゃないのか？）

　部長が使っている傘は少し大きめに思えたが、異い常じようというほどではない。雨に当たって肌はだが焼やけ爛ただれている様子もなかった。

　決め手が見つからないままに、部長は友人と別れ一人で歩き出した。路地を進み、辿たどり着ついたのはそれなりに年ねん季きの入った二階建てのアパート。

（ここが部長の家…………なのか？　割と近くに住んでたんだな）

　陶原の家の近所というわけではないが、過去にジョギングコースとして前を通ったことも何度かあった場所だった。陶原が見つめる視し線せんの先で、部長は二階の一番奥おくの部へ屋やの扉を開け、中へと消える。

「さて……。どうしようか」

　家まで到とう着ちやくしてしまったが、まだ確かく証しようは得られていない。とりあえずアパートの周囲をぐるりと回ると、部長の部屋の窓まどが覗のぞけることを発見した。窓には分厚いカーテンが掛かかり、中の様子は窺うかがえない。

（吸血鬼だったら血を吸いに出で掛かけるだろうし、持久戦だな）

　覚かく悟ごを決めると、陶原はアパートと道路を挟はさんだ向かい側にある電柱の陰に潜み、体重を壁かべに預あずけた。忍にん耐たい力りよくと持久力には自信がある。じっと窓だけを見つめたまま身じろぎせず、状じよう況きように変化のないまま十五分ほどが経けい過かした頃ころ。

　静せい寂じやくを破るようにして、何かのサイレンが遠くから聞こえた。

　集中力を乱みだされ、陶原は顔を顰しかめる。それでも脇わき目めも振らず窓を見つめていると、段だん々だんサイレンは大きくなってくる。

（……邪じや魔まだな）

「おいお前、そこで何やってんだ！」

「しっ！　静かに！」

　突とつ然ぜん横から声を掛かけられ、陶とう原はらは語調も鋭するどく注意する。そんな大声出して、部長に気づかれたらどうするんだ。

「静かにじゃないだろ！　おい、こっちを向け！」

「うるさいなあ。いったい何の────」

　煩わずらわしそうに顔を向けた陶原は、予想外の光景に固まった。さっきから話しかけていたのは、制服姿すがたの警けい官かんだったのだ。

「やっと気づいたか。さっきから何やってんだ!?」

　警官はまるで逃にげ道みちを塞ふさぐように陶原の左右を挟はさんで一人ずつ立っていた。正面にはパトカーが停とめられている。

「べ、別に何も。ただ立ってただけですけど……」

「何もじゃねえだろ！　不ふ審しんな男がずっと立ってるって通つう報ほう受けたんだよ！」

　飛び散る唾つばを浴びせかけられ、

「…………………………、あ」

　陶原はようやく自分の置かれている立場に気づいた。

「後をつけ回して、もう一時間以上あの部へ屋や監かん視ししてるんだってな。ストーカーか？」

「とにかく、署しよで話を聞かせてもらおうか」

　近所の住人なのか、両手の指で数え切れないほどの人が遠とお巻まきにこちらを眺ながめていた。それもそうだろう。サイレンの音こそ止んでいるが、今も赤い光がくるくる回りっぱなしなのだ。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ！　俺はストーカーじゃないし、一時間もいませんよ！」

「皆みなそう言うんだよ。詳くわしい話は後でちゃんと聞くから。まずは車に乗って」

「いや、だからそうじゃなくて！」

　陶原は抵てい抗こうするが、警官が相手では無理に暴あばれることもできない。ストーカー行こう為いとそう変わらない不審な行動をしていたと自覚しただけに、なおさらだった。

（やばいやばいやばい、これは本気でやばいぞ！）

　今後の展てん開かいを想そう像ぞうし、陶原はだらだらと汗あせを流す。夜音よりも先に自分が学校を去ることになるかもしれない。

　刑けい務む所しよでの生活は、健康のためには悪くないかも……。そんなことまで考えていた陶原の耳に、救いの声が届とどく。

「もしかして、陶原君…………………………？」

　はっとして顔を上げる。監視していた先、二階の窓まどから顔を覗のぞかせているのは、

「ぶ、ぶちょー………………！」

　涙なみだ目めで漏もらした声は、酷ひどく情なさけなかった。
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　一方その頃ころ、学校を休んだ夜よる音ねはと言うと。

「……おはよう……。小さ夜よ。雨はまだ、降ふっていますか？」

「おはようございます、お嬢様。もうほとんど小こ降ぶりになっています。もう少しすれば完全に止むかと」

「…………そう……。ふぁああああ」

　ちょうど二に度ど寝ねから目覚めたところだった。

　家にいるのは小夜だけなので、遠えん慮りよなく大きなあくびをする。しぱしぱする目を擦こすりながら、頼たよりない足取りでテーブルに着いた。

「──どうぞ」

　申し分ないタイミングで差し出された紅茶のカップを受け取り、礼を言って口に運ぶ。じっくりと味わっているうちに、段だん々だん意い識しきが覚かく醒せいしていった。

「やはり体に合った生活というのはいいものですね」

　香かおりを楽しみ、夜音はほう、と幸せなため息を漏もらす。

　夜音は今朝、学校に間に合う時間に一度は目を覚ましたのだが、雨が降っているのに気づき、そのまま二度寝を決め込んだ。昼夜逆ぎやく転てん生活を続けている疲つかれもあったようで、夕方のこの時間になるまでぐっすりと眠ねむったのだった。

「それはなによりです。──もしお嬢様が望まれるなら、今からでも私が交代致いたしますが」

「いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　再さい三さんの申し出を却きやつ下かする仕草には余よ裕ゆうがあった。

「写真という手がかりを摑つかみました。もしかしたら、今いま頃ごろ陶とう原はらは目星をつけているかもしれませんね」

　きっとそうに決まっている。夜音は優ゆう雅がに微ほほ笑えみ、軽く首を鳴らした。

「『練習』も急がなくてはいけません……。今日もお湯の用意を頼たのみます、小夜」

「承しよう知ち致しました」

　学校を去るまでに心残りは解かい消しようしておかなくては。小夜に命じる夜音の目には、確かつ固こたる決意が浮かんでいた。
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「すいませんでした。本当にありがとうございます」

「気にしなくていいよ。頭を上げてくれないか」

　低頭してばかりの陶とう原はらに、部長は呆あきれたように笑ってお茶を差し出した。

「こんなものしかないけど、これでも飲んで落ち着いてくれ」

「はい……。ありがとうございます」

　湯飲みを受け取る。お茶は少し熱すぎるくらいだったが、雨に濡ぬれた陶原にはちょうどよかった。疲つかれた体にしみじみと染しみ込こんでいく。

「部長に助けてもらわなかったらどうなってたことか。命の恩おん人じんです」

「大げさだなあ」

　部長が知り合いだと証しよう言げんしてくれたおかげで、警けい察さつ署しよに連れて行かれそうになっていた陶原は解かい放ほうされたのだ。物言いは過か剰じようだとしても、陶原の感かん謝しやの気持ちに噓うそはなかった。

　部長には『知り合いだからと言って油ゆ断だんするな』というストーカー対たい策さくのアドバイスを、陶原には厳げん重じゆうな注意と『二度目はない』という警けい告こくを残して、警官達は去っていった。

「通つう報ほうしたのは私だからね。その責任を取っただけだよ」

「余よ計けいなことしたのは部長だったんですかっ！」

「相手が陶原君だと知ってたら通報しなかったよ。不ふ可か抗こう力りよくじゃないかい？」

　正論の前に、陶原は引き下がるしかない。どう言いい訳わけしようが悪いのは自分なのだ。

「……それで、わざわざ家までつけてきたからには、何か理由があるんだろう？」

「うっ……。それは、その」

　真まっ直すぐな視し線せんで単刀直入に聞かれ、陶原は言葉に詰つまる。『吸きゆう血けつ鬼きなんですか？』と同じように直で返すわけにはいかない。

（違ちがってたら別の意味でまた警察か救きゆう急きゆう車しや呼よばれかねないし、もし当たりなら証しよう拠こ隠いん滅めつで消されちまうかもしれん）

　どうしたものかと目を泳がせる。

　部へ屋やは八畳じようほどのワンルームで、小こ綺ぎ麗れいに整せい頓とんされていた。アパートの外がい観かんから想そう像ぞうされるくたびれた印いん象しようとは正反対な部屋の中には、いかにも吸血鬼らしいものは一つも見当たらなかった。もっとも、思い当たるのは棺かん桶おけくらいしかなかったのだけれど。

　現在部長と向かい合わせに座すわっているこたつを中心に窓まど際ぎわにはベッドが、それと隣りん接せつするように机が配置されている。今の時期には暑苦しそうな羽う毛もう布ぶ団とんはしわ一つなかったが机の上だけは雑然としており、教科書などの他にアクセサリーボックスや化粧品の類が並ならべられていた。

　外からは大きめに見える押おし入いれは意外と収しゆう納のうスペースが少ないのか、ハンガーラックが複数あり大量の服が掛かけられている。着替えた制服もその中に混まじっていた。

（そ、そうか、俺は今、部長の部屋にいるんだな）

　部屋の様子からしてここで一人暮らしをしているのだろう。警察とのやりとりにばかり気を取られていたが、よく考えれば女性の部屋に入るのは初めてだった。一度それに気づいてしまえば漂ただよう空気すら違ちがって思え、陶とう原はらはさらに落ち着きを失う。

「あまりじろじろ見られるとさすがに恥はずかしいかな。散らかってて悪いね」

「い、いえっ、すいません」

　照れたようにごほんと咳せき払ばらいをされ、陶原は慌あわてて正面に座すわる部長に目を戻もどす。

「陶原君が来ると分かってたらもう少し片かた付づけておくんだったんだけど。こんな格かつ好こうなのも許ゆるしてもらえるかな」

「何を言ってるんですか！」

　即そく座ざに陶原は叫さけぶ。部長が部へ屋や着ぎとしているのはジャージだった。

「ジャージを卑ひ下げする必要などありませんよ。何をするにも邪じや魔まにならず、どんな状じよう況きようにも対たい応おうできる万ばん能のう服ふくじゃないですか。運動にも土いじりにも適てきしたジャージこそ至し高こうの服です！　俺も部屋用と外用を使い分けて愛用しています！」

「そ、そうかい。ならいいんだ」

　僅わずかながら部長に身を引かれて、陶原も正気に戻る。

「はい。……あの、それで、ここまで来た理由なんですけど……。実は部長に訊ききたいことがありまして」

　きちんと姿し勢せいを正し、真まっ直すぐに部長を見つめる。

　部長とは園芸部に入ってからもう一年以上の付き合いになる。正直に話せば分からない相手ではないはずだ。急に襲おそわれることはないだろう。

　……多分。

「部長は吸きゆうけ────、太陽について、どう思いますか？」

　しかし陶原は踏ふん切ぎりがつかず、遠回しで訊たずねることにした。

「太陽？　そうだね、かなり重要だと思うよ。ミョウガ等一部を除のぞいて、やっぱり植物の成長には日光が欠かせないからね」

「……そうですか。いや、そうですよね」

　質問が悪かったのかもしれない。部長は真ま面じ目めに答えてくれているのだし、次に行こう。

「雨については？」

「難むずかしいな。恵みの雨と言われるように、大切なのには違いないけど、水のやり過ぎはよくない。陶原君も知っての通り、日本の土ど壌じようは雨のせいで酸さん性せいに傾かたむいてしまう。野菜を育てるには酸さん度どを調整する必要が出てくるし、一言では答えづらいな」

「写真はどうでしょう？」

「植物の成長記録をつけるには有ゆう効こうなんじゃないかな」

　すらすらと澱よどみない部長の返事を聞きながら、段だん々だん陶原の顔は引きつっていった。

（まわりくど過ぎたか……？）

　園芸部の部長として答えられても意味はないのだ。

「じゃ、じゃあ、……血はどうです？」

「ち？　ああ、地、つまり土か。そりゃあ大事だろう。何を育てるにも、まずは土作りが基き本ほんだぞ」

「で、ですよねー」

　陶とう原はらは肩かたを落とし愛あい想そ笑わらいを浮うかべる。途と方ほうに暮くれてもう帰ろうかとも迷まようが、それでは駄だ目めだと気合いを入れ直す。

（──こうなったら、方法を変えるしかないな！）

　核かく心しんに踏ふみ込こんでしまおうと覚かく悟ごを決め、陶原は鞄かばんに手を入れた。

「部長、これを見てもらえますか」

　取り出したのは三枚の写真。疑ぎ惑わくの大本である、校長室から持ち出した集合写真だ。

「うちの学校で毎年四月に撮さつ影えいしてる、クラスの集合写真です。これが今年の分ですね。そしてこれが去年の、こっちが一昨年の」

　部長の目を見つめながら、一枚一枚順番に並ならべていく。泰たい然ぜんとしていた部長の眉まゆが、ぴくりと動いた。

「……これがどうしたのかな？」

「部長が現在、そして過去に在ざい籍せきしていたクラスの写真です」

　一いつ瞬しゆんだけ写真に目を落とし、不ふ審しんに思った右上の丸まる枠わくを指で示す。

「部長は毎年休んでいたみたいで、集合写真に写っていません。それはいいとしても、どうしてどれも同じ写真なんですか？」

　冷静でいようと心がけていたのに、語気が荒あらくなるのを完全には抑おさえきれない。陶原は身を乗り出して部長に迫せまった。

「答えてください、部長！」

「────参まいったな……」

　部長は額ひたいに手を当て、降こう参さんするように軽く俯うつむいた。眼鏡に光が反はん射しやし表情が隠かくれる。

「まさか気づかれるとは思わなかったよ。残念だが、仕方がない──」

　自じ嘲ちようするように部長が漏もらした瞬しゆん間かん、陶原の全身の毛が逆さか立だった。走った怖おぞ気けに反射的に陶原は後ろに飛とび退のき、こたつの上の湯飲みが倒たおれる。

（しまった！　軽けい率そつ過ぎたか！）

　そもそも隠れた吸きゆう血けつ鬼きを捜さがしていたのは、危き険けんな存そん在ざいなのかもしれなかったからだ。それが分かっていながら深入りし過ぎてしまったのかもしれない。

　夜音のいないこの状じよう況きようでは、もし襲おそわれたら抗あらがえる可か能のう性せいは低い。後こう悔かいしながらも陶原は身み構がまえ──

「君の考えている通りだよ」

　部長はすっと顔を上げ、告げた。

「……恥はずかしながら、私は写真に写るのが怖こわいんだ」

「…………………………………………はい？」

「だから……、写真が怖いって言ったんだ。何度も言わせないでくれないか」

　自分の耳がおかしくなったのかと疑う陶とう原はらに、部長は繰くり返かえす。恥じらうような声に相応ふさわしく、眉まゆはへたりと垂たれ下さがっていた。
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「よく夏になるとテレビで心しん霊れい写真の特集番組とかあるだろう？　ああいうのを見ると、集合写真の中にいるはずのない人物が写っていたり、あるはずの身体の一部が写っていなかったりするのが紹しよう介かいされているじゃないか。だからね、極きよく力りよく写真には写りたくないんだよ」

　目をきょろきょろとさせながら部長は告白する。背せ中なかは丸まり、いつもの泰たい然ぜんとした姿すがたはそこにはなかった。

「無理を言って一年生の頃ころに撮とった写真をずっと使い回してもらっているんだ。こんな我わが侭ままなんて知られたくなかったんだけどね……」

「そ、そんな理由なんですか？」

　陶原は拍ひよう子し抜ぬけ──というか信じることができなかった。訝いぶかしげに確かく認にんすると、部長は沈ちん痛つうな面おも持もちで頷うなずいた。

「ああ。情なさけない先輩でがっかりしたかい？」

「い、いえ。そんなことはありませんけど…………」

　がっかりする以前の問題だった。肩かたすかしを喰くらったようで、ひたすら腑ふに落ちない。

「でもほら、幽ゆう霊れいなんているわけないじゃないですか。清水しみずは写真部員なんですけど、一度もそんなの写ったことないって言ってましたよ」

「だからといって絶ぜつ対たいいないとは限かぎらないだろう。私の友達の友達は写真に奇き妙みような光が写った一ヶ月後に車に轢ひかれて、全ぜん治ち三日の怪け我がをしたらしいんだぞ！」

「どう考えても偶ぐう然ぜんでしょう。つーか怪我も軽いし轢かれてないですよ、それ」

「いいや呪のろいだね。幽霊に呪われたに決まっている！」

「いやだから呪いとかあり得ないですから。今時そんなの信じてるなんて…………」

　写真部でのやりとりを思い出し、我ながら馬鹿なことを言ったなと陶とう原はらが呆あきれていると、部長はむっと気け色しきばんだ。

「悪かったね幽霊なんて信じてて。君なんて呪われてから後こう悔かいするがいい！」

「ああっ、すいません。そんなに怒おこらないで下さい」

　まあまあ、と慌あわてて宥なだめる。

「違ちがう理由だと思い込んでいたもんですから、ちょっと戸と惑まどってしまいまして」

「違う理由？　なんだいそれは」

　その場凌しのぎの言いい訳わけだと疑っているのか、眼鏡の奥おくの瞳ひとみはまだ鋭するどいままだった。陶原は圧あつ倒とうされつつ口を開く。

「えっとですね…………。その、吸きゆう血けつ鬼きかと……」

「吸血鬼？　吸血鬼がどうしたって言うんだ」

「あの……、部長が吸血鬼なんじゃないかと疑っていたというか何というか………………。いえ、その、何でもないです」

『吸血鬼』という単語を聞いた部長に動どう揺ようの色はなく、この上ない真顔だった。喋しやべるにつれて陶原の声は段だん々だん小さくなり、部長の目には呆れの色が宿る。

「吸血鬼なんているわけがないじゃないか。何を言っているんだい？」

「そうですね。はい……、すいませんでした」

　一いつ般ぱん的てきにその存そん在ざいが信じられている割合の差だろうか。実じつ在ざいしていると知っているのに、『吸血鬼が実在していると信じている』と思われるのは、霊れいの存在を信じていると噓うそを吐ついた時以上に恥はずかしい。言い終える頃ころには、陶原は俯うつむいてしまっていた。

「まさかそんなことを疑っているとは想そう像ぞうもしていなかったよ。──さて、どうやったら違ちがうと証しよう明めいできるのかな？」

「いいですいいです。もうそんな馬鹿なこと言いませんから勘かん弁べんして下さい！」

　からかうような口調に、陶原は顔中を真っ赤にして身み悶もだえする。元々部長を疑う根こん拠きよは写真だけだ。同じ写真を使っていた理由が分かったのだから、疑いは晴れたも同然。恥はじをかいた甲か斐いはあったのだと陶原は無理矢理に自分を納なつ得とくさせる。

　見当が外れてがっかりするべきなのかもしれないが、今は部長じゃなかったことを喜ぶことにしよう。

「──っと、その、部長。トイレ借してもらえませんか？」

「ああいいとも。ユニットバスだから狭せまいけど、まあ勘弁してくれ」

　緊きん張ちようが解とけたおかげか、急にトイレに行きたくなった。部長に礼を言い陶とう原はらはトイレに入る。

「これがユニットバスか……っ────！」

　一人暮ぐらしをしている友人はいないので、実じつ際さいに見るのは初めてだった。何となく中を見み渡わたし、そこが風ふ呂ろ場ばでもあることに思い至いたって瞬しゆん時じに首ごと顔を逸そらす。極きよく力りよく浴よく槽そうを見ないよう、顔を真っ正面に固こ定ていした。

（………………何だろうな、この感覚……？）

　そのままクリーム色の壁へき面めんを睨にらみ用を足しながら、陶原は首を傾かしげる。ボタンを掛かけ違ちがっているような、何とも言えない違い和わ感かんがあった。

（まあ、他ひ人との家だしそんなふうに思えるだけか）

　むず痒がゆくはあるが、害があるわけでもない。それよりもここを出る方が先決だと、陶原は早々に思考を放ほう棄き。手を洗い、そのまま顔も洗ってしまおうと洗面台に向かい、

「──あ、そうか」

　違和感の正体に気づく。

（ここには鏡がないんだな）

　ユニットバスは風呂とトイレ、そして洗面台がセットになったものだ。身み支じ度たくを整える場所でもあり、現に歯ブラシとコップも置いてあるのだが、肝かん心じんの鏡が存そん在ざいしていなかった。それに気づいて観察してみると、壁かべには、元々鏡を固定していたのであろう金具が見受けられた。

（なんだ。そういうこと………………か？）

　もやもやから解かい放ほうされ、すっきりとした気分でトイレを出ようとした陶原は、ドアノブを握にぎったところで動きを止める。

（…………どうして鏡がないんだ？　ここは女子高生の住む家なんだぞ）

　陶原が部長から感じるのは女らしさよりも男気の方が強い。しかしだからといって、普ふ通つうそんなことがあり得るだろうか。実じつ際さい男である自分ですら、鏡を全く見ないという日はないというのに。

　どくり、と陶原の心臓が強く鼓こ動どうする。

（いやまて、落ち着け、ここになくても、部へ屋やのどこかに置いてるってだけかもしれないだろ）

　目を閉じ、記憶に残る部長の部屋を検けん証しようする。少なくとも目を引くようなサイズの姿すがた見みは見当たらなかった。考えられるのは化け粧しよう品ひんの並ならんでいた机だが、やはりそこでも見た覚えはなく、鏡をしまえるような引き出しもなかったはずだ。

（待て待て待て待て、俺の記き憶おくは絶ぜつ対たいとは言えんし、割っちまったばっかっていう可か能のう性せいだってある……よな？）

　そう自分言い聞かせながらも勝手に脈みやくは速まり、呼こ吸きゆうも浅く荒あらくなっていく。

　部屋に鏡がない理由。それを簡かん単たんに説明できる答えを陶とう原はらは一つだけ知っていた。あってもどうせ映らないのだから──

（──吸きゆう血けつ鬼きだから）

　結けつ論ろんに至いたり、陶原はバッとドアノブから手を放す。震ふるえる指でロックし直した。

　もちろんこれはただの想そう像ぞうだ。妄もう想そうのし過ぎである可能性も高い。

　だというのに、陶原はここを出て、部長と対面する気にはなれなかった。

（どうする？　何とかして夜音に連れん絡らくする方法はねえのか…………！）

　夜中に電話が掛かかってくると睡すい眠みんを妨ぼう害がいされる可能性があるため、陶原は携けい帯たい電話を持っていない。欲しいと思ったことすらなかったのだが、今はそう考えていた過去の自分が無む性しように恨うらめしかった。

　いい考えが浮うかぶまで篭ろう城じようすべきか、それとも何食わぬ顔で出て行くべきか──

「どうしたんだい陶原君。何か起こったのかな？」

「────っ！」

　頭を捻ひねっていると、唐とう突とつに外から声が掛かる。よく考えれば、トイレを流す音は聞こえていたはずだ。いつまでも中にこもっていたのでは、不ふ審しんに思われても仕方がない。

「い、いえ、何でもありません。ちょっとその、腹の調子が悪くて」

「そうかい？　だったらいいんだけど──」

　こう言っておけば部長も遠えん慮りよするはずだ。時間稼かせぎに成功し、僅わずかに気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、

「──その割には心しん拍ぱく数すうが上がっているようだけど？　何をそんなに緊きん張ちようしているのかな」

「な──────！」

　続けられた言葉に絶ぜつ句くする。いくら壁かべが薄うすいと言っても、心音など聞こえるはずがない。

「そうか、鏡は取り外していたんだったね。やはり人を家に上げるなんて、慣なれないことはするもんじゃないな」

（──やばいっ！）

　壁越しに聞こえる声は普ふ段だんと変わらない。朗ろう々ろうとした聞きき慣なれたものであるというのに、まるで知らない人間の声のように陶とう原はらの耳に届とどいた。ぎゅっと心しん臓ぞうを直ちよく接せつ握にぎられているような圧あつ迫ぱく感かんに襲おそわれ、ドアがロックされていることをもう一度目で確かく認にんしようとするが、

「──────あ、あれっ…………？」

　動いたのは眼がん球きゆうだけ。身体はぴくりとも反はん応のうしてくれなかった。

「そんなっ…………、何で……………………っ！」

　渾こん身しんの力を込めるが、まるで金かな縛しばりに遭あったように目と口以外はどこも動いてくれなかった。それでも諦あきらめてたまるかと試し行こう錯さく誤ごしていると、

　──がちゃり。

　しっかりと掛かかっていたはずのドアのロックが、独ひとりでに解かい除じよされる。

　ゆっくりとドアノブが回り、静かに開いていく。茫ぼう然ぜんとそれを眺ながめていた陶原は、外に立っていた部長と視し線せんを交差させた。

「あ──、ああ────っ！」

「気づかなければお互たがい幸せでいられたんだがね。──さて、どう処しよ理りしようか」

　いつの間にか眼鏡を外していた部長は苦笑する。僅わずかに開いた口元には、人外の証しよう拠こを示す長い牙きばが覗のぞいていた。
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　ちょうどその頃ころ、夜よる音ねは陶とう原はらと同じく浴よく槽そうの前に立っていた。

（今日こそは────！）

　腰こしまで届とどく長い髪かみは束たばねて、邪じや魔まにならないよう頭の上で結ゆわえられている。決死の覚かく悟ごを持った瞳ひとみで側がわ窓まどを睨にらみつけ、まるで戦場に向かうような気き迫はくを漂ただよわせていた。

「よし！　頑がん張ばります！」

　気合いを入れて湯へと足を入れる。その両手はしっかりと浮うき輪わを握にぎり締しめていた。
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「──やっぱり部長は吸きゆう血けつ鬼きだったんですね…………！」

「ああ。君が疑っていた通りだよ」

　驚きよう愕がくが過ぎ去り、覚かく悟ごを決めた陶原は部長を睨にらむ。まだ身体は動かないままだったが、唯ゆい一いつ自由の利きく目と口で反はん抗こうを示していた。

　たとえこのまま殺される危き険けんがあるのだとしても、黙だまって従したがいはしない。

「そんなに睨まないでくれないか。さっきまでは先輩後輩の仲だったというのに、悲しいな」

　けれど勝利を確かく信しんしているのだろう部長は、肩かたを竦すくめるだけで余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。陶原の胸むねに悔くやしさが満ちた。

「畜ちく生しようっ……。何で俺はあんな馬鹿な言いい訳わけに納なつ得とくしちまったんだ…………！　霊れいが怖こわくて写真を撮とらないなんてあるわけねえじゃねーか！」

　苛いら立だちは自分に対してのものだった。あの時気づいていれば、まだ逃にげられる余よ地ちもあったかもしれないのに。砕くだけそうなほどに奥おく歯ばを嚙かみ締しめ陶原が自じ責せきしていると、

「………………………………悪かったね、怖くて」

　低い唸うなるような声が、陶とう原はらを現実に引ひき戻もどした。

「霊れいが怖こわくて悪かったね！　呆あきれてしまうだろうね！　そうだろうとも！」

「あ、あの、部長？」

「でも怖いものは怖いんだよ！　仕方がないじゃないか！　違ちがうかい！」

「…………………………はい？」

　部長の怒ど号ごうを浴び、陶原は目をぱちくりさせる。

（怖、い…………。うん。怖いって言ったよな。あれ？　部長は人間じゃないのに？）

　激はげしい剣けん幕まくを見せる部長からは迫はく力りよくというものが一切感じられなかった。

「ぶ、部長！　……その、集合写真に写っていないのは吸きゆう血けつ鬼きだから…………ですよね？」

　戸と惑まどいながら確かく認にんを求めると、部長はゆっくりと口を閉じ、牙きばを納おさめた。

「……そうだよ。私は吸血鬼だから、どんなに写りたいと願っても一いつ緒しよの写真に残ることはできない。それはそれとして、心しん霊れい写真は怖い」

「いやいや。吸血鬼だったら、もし幽ゆう霊れいがいたとしても闘たたかって勝てるでしょう？」

「そういう問題ではないだろう。霊への恐きよう怖ふというのは身体的能のう力りよくとは関係ないよ。怨おん念ねんや一方的な恨うらみつらみで襲おそってくる、得え体たいの知れない存そん在ざいだから怖いんじゃないか」

　部長はぐっと下した唇くちびるを嚙かむ。上うわ目め遣づかいに睨む表情からは、普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした上級生としての姿すがたは失われていた。

「……はあ。まあいいですけど」

　部長がそうまで言うのを無理に否ひ定ていしようとは思わない。気を削そがれ頭を搔かこうとした陶原は、身体が動かないことで現げん状じようを思い出す。

（──いかん、そんなこと言ってる場合じゃねえ）

　間ま延のびした空気が流れてしまっているが、もっと緊きん迫ぱくした場面だったはずなのだ。

「それで部長、俺をどうするつもりですか！」

　気を取り直し、陶原は鋭するどく問う。動けないまでも腹に力を込め、声だけでも虚きよ勢せいを張はった。

　──だが。

「うーん。どうしようかね？」

　部長は困こまったように鼻を搔く。しばし顎あごを撫なで考え込んでいたかと思うと、陶原へと両手を伸のばした。

「ちょっと失礼」

「う────ってちょっと、何してるんですか、あっ、やっ、やめっ、そこはっ！」

　首でも絞しめられるのかと緊きん張ちようした陶原だったが、部長の手が向かったのは首ではなくその下だった。制服の上から、陶原の身体をまんべんなく触さわっていく。

「だ、駄だ目めですってぶちょ………………う？」

　身をよじった陶原は、それができたことに気づいて驚おどろき動きを止める。部長へと目を向けるが、彼女は既すでに陶とう原はらに背せを向け、台所の方へと歩んでいた。

「……とりあえず場所を変えようか。お茶を淹いれ直なおすから、こたつにでも座すわっていてくれ」

「えっ？　ちょっと、部長？」

　金かな縛しばりから解かい放ほうされたのだと分かっても、何を言われたのかまでは理り解かいできない。自由を取とり戻もどせたというのに、突つっ立たったままどうしたらいいのか分からず、部長に手を伸のばしたり下ろしたりを繰くり返かえす。

「そこは話をするような場所じゃないだろう。いいから座って待っていたまえ」

　言われてみれば、ここは便器の真ん前だった。

「で、でも──」

「君が危き険けん物ぶつを持っていないことは確かく認にんしたからね。それと大声を出すのは止めてくれないか？　このアパートは壁かべが薄うすいんだ。苦く情じようが来てしまう。あと、部へ屋やがちらかっているのは押おし入いれに棺かん桶おけが入っているからで、決して私が片かた付づけられない訳わけではないよ」

「──────はあ」

　あくまで淡たん々たんと告げる部長に、なけなしの警けい戒かい心しんは萎しぼんでいく。陶原は素す直なおに指示に従したがい、元いたこたつへと座るのだった。




「──さて、では話を戻そうか」

　お茶を一口すすり部長が口を開くと、陶原は待ってましたとばかりに身を乗り出した。

「はい！　で、どうするんです？　俺をどうするつもりですか！」

　既に金縛りから解放されているというのに、気持ち的には拘こう束そくされたままの体ていで陶原は迫せまる。

　陶原にもお茶が出されているのだが、手はつけていない。毒でも入っているのではと疑っているわけではなく、飲んだら負けな気がしていた。

「どうするか、か……。まずは、君がどうするつもりだったのかを聞いておこうか」

「俺が……、ですか？」

「ああ。正体を探さぐり始はじめたのは、陶原君の方が先だろう」

　部長は両手で湯飲みを握にぎったまま、目だけはしっかりと陶原を捉とらえている。

「何の目的で、私が吸きゆう血けつ鬼きだと突つき止とめたんだい？」

「それはですね、その………………」

　改めて考えてみると、陶原の中にその答えはなかった。

　陶原の目的は、夜よる音ねを学校から追い出すことだ。そのために吸血鬼を捜さがしていたのであり、強いて言うならば──

「見つけるのが目的、だったんですかね？」

「私に聞いてどうするんだ。しっかりしてくれ」

　首を傾かしげつつの答えに、呆あきれた声が返される。

「元々は俺じゃなくて夜よる音ねが捜さがしていたんです。あ、実は夜音も──」

「吸きゆう血けつ鬼きだって言うのだろう？　それくらい分かっているよ」

　言葉を引ひき継つぎ、部長は大きく肩かたを竦すくめた。

「日光対たい策さくで能のう力りよくを制せい限げんされているはずなのにあれだけ強い吸血鬼の気配を放っているんだ。気づくなという方が無理だよ。彼女自身隠かくすつもりもないようだったしね」

「…………ですよねー」

　本人的には隠しているつもりだったのだが、夜音の名めい誉よのためにも黙だまっておこう。しれっと頷うなずいた陶とう原はらは、ある疑問に気づいた。

「でも、夜音は部長から吸血鬼の気配を感知できないって言ってましたけど……？」

「まあ、そうだろうね。理由はあるけど、先にそちらの話を済すませよう。どうして夜音君は私を捜していたんだい？」

　その問いを受け、陶原は緩ゆるんでいた気をはっと引ひき締しめる。深しん呼こ吸きゆうして息を整え、

「俺の血を守るためです」

　意を決して告げる。金かな縛しばりにあった時のように、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが再ふたたび速まった。

「マレインさんって人……じゃない吸血鬼から、山やま科しな高校に吸血鬼が潜ひそんでいるって教えられました。夜音は俺の血を吸すっていて、何と言うかその、味を気に入ってるんです。だから、俺の血を他の吸血鬼に横取りされないか危き惧ぐしているんですよ」

　裸ら眼がんのままの部長の目を、正面から見つめる。

「単刀直入に訊ききます。部長は俺の血を、吸いたいと思いますか」

　もし部長がその気なら、陶原は血を吸すい尽つくされ部へ屋やを出ることはできないだろう。

　部長の人となりは知っているつもりだが、『吸血鬼としての部長』に関しては全くの無知だ。ごくりと息を吞のむ陶原に、

「そのつもりはさらさらないよ」

　拍ひよう子し抜ぬけしてしまうほど、あっさり部長は答えた。

「ほ、本当ですか？」

「ああ、よく考えてもみなさい。私は君を一年生の頃ころから知っているんだよ？　その気があるならもう吸っているさ」

「……そうか。そうですよね！」

　よく考えてみれば当然の理り屈くつだ。血を欲しがられなかったことに陶原は若じやつ干かん傷きずつかないわけでもなかったが、安あん堵どの方が大きかった。

「──────せめてあと五歳若かったら……」

「えっ？　何か言いましたか？」

「いや、何でもないよ」

　何か呟つぶやきが聞こえたと思ったのだが、陶原が聞き直すと部長は微ほほ笑えんで受け流した。

「私を捜さがしていた理由というのはそれだけなのかな？」

「はい。部長にその気がないのなら、もう問題は解決です」

　陶とう原はらが小さく笑うと、部長はほっと息を吐ついた。もしかしたら、陶原と同じように部長も不安だったのかもしれない。

「そうか……。それにしても、マレインのやつめ…………」

　笑いかけていた部長は、情じよう報ほう提てい供きよう者しやの名を呟つぶやき顔を顰しかめた。

「知ってるんですか？」

「ああ。私と彼女は親が同じなんだ」

「へえ？　そうは見えませんね」

　どう考えても人種からして違ちがうので、何か事じ情じようがあるのかもしれない。口にしてから失言だったかと陶原が後こう悔かいしていると、

「何か勘かん違ちがいをしているようだね。『親』と言っても、父や母のことではないよ」

　部長は軽く苦笑。

「人間上がりという言葉を知っているかい？　人間が吸きゆう血けつ鬼きに『上がる』ためには、それを成す吸血鬼の存そん在ざいが欠かせないんだ。我々はそうやって人間を吸血鬼に変えた存在のことを『親』と呼よんでいるんだけど、マレインと私の『親』は同じ吸血鬼なんだ。言うなれば姉妹みたいなものだね」

「……なるほど」

「血で連なっているのに血の繫つながりはないというのは、何とも不思議な話だよ」

　ため息混まじりにこぼす。陶原が苦労させられたように、部長もマレインには何か含ふくむところがあるのだろうか。

「それにしても、俺は部長のこと去年から知ってるのに全然気づきませんでした。普ふ通つうに人間だと思ってましたよ」

「そりゃ隠かくしていたからね。日光を克こく服ふくするクリームだって開発されているし、他の弱点だって気をつけていれば回かい避ひは可か能のうだ。そもそも吸血鬼じゃないかと疑われることなんてまずあり得ない。現に夜よる音ね君だって学校に通っているだろう」

「俺のフォローがなけりゃ、絶ぜつ対たいに正体がばれてる自信がありますけどね」

　苦労した記き憶おくが呼び起こされ、陶原はぼりぼりと頭を搔かく。ほとんどが夜音の自じ爆ばくだったとはいえ、吸血鬼が学校に通うというのは言うほど簡かん単たんなものではない。

「どうして、部長は学校に通ってるんですか？」

　何となく、陶原は口を開いた。

　夜音の場合は吸血鬼を捜す──、陶原の血を守るという目的があった。そのために苦労を重ねて登校していたのだ。

　──では、部長の場合は？

　陶とう原はらの疑問を受け、部長は寂さびしげに笑うと眼鏡を掛かけた。

「なあに。ちょっとした理由があってね」

　こたつの上に置きっぱなしの集合写真に目を落とす。丸まる枠わくに写っているのは、人間だった頃ころの彼女の姿すがただ。しばし無言でそれを眺ながめた部長は、やがてゆっくりと瞬まばたきして陶原へと向き直り、小さく──しかし力強く笑った。

「私には学校に通わなくてはならない事じ情じようがあるんだ。そのために、吸きゆう血けつ鬼きとしての活動も必要最さい小しよう限げんにしか行っていない。夜よる音ね君が私に気づかなかったのは、ただでさえ力の強い方ではないし、極きよく限げんまで弱った力を気配を消すのに使っているからなんだよ」

　しっかりと、穏おだやかな口調で語る。強い信念のようなものを感じて、陶原はその事情について追つい及きゆうすることができなかった。

（まあ無理に知る必要もないし、いいか）

　山やま科しな高校に隠かくれた吸血鬼、つまり部長が危き険けんでないことさえ確たしかめられれば目的は達成したも同然なのだ。あとはそれを夜音に伝えさえすれば、問題は全て解決する。

　夜音とともに学校に通うという状じよう況きように、やっと終しゆう止し符ふが打たれるのだ。

　休み時間にはらはらしながら他の生徒との絡からみを見み張はることも、授業中頭の良さに歯は嚙がみさせられることも、繰くり返かえしやってくる部活への勧かん誘ゆうから守ることも、一いつ緒しよに帰ってからかわれることも。全てがなくなり、自由を得ることができる。

　そう、なのだが──

「ところで部長、夜音に自分の正体を教える気って、あったりしますか…………？」

　喜ばしい状況であるはずなのに、確かく認にんを求める陶原の声は、どうしてか歯切れが悪くなってしまう。

「いや無理ならいいですよ、無理なら。教えたくないって言うのなら、内ない緒しよにしておきます」

　それどころか、次に口から出たのはまるでそれを拒きよ絶ぜつするかのような言葉。

（な、何を言ってるんだ俺は？）

　夜音に伝えなければ苦労からは解かい放ほうされないのだ。それは分かっているのに、どうして？

　自分で自分の行動が理り解かいできず陶原が混こん乱らんしていると、部長も顔を曇くもらせた。

「──陶原君には悪いが、できれば秘ひ密みつにしたいと思っているんだ。こうして正体がばれなければ、自分から明かすことはなかっただろうしね」

「そう、ですか…………」

　その瞬しゆん間かん、陶原の胸むねに安あん堵どが宿り、どうして部長がそんなことを考えているのかという疑問は頭の隅すみに追いやられた。

　──自分が安堵している理由についても一緒に。

「でもそうだね、夜音君にだったら教えてもいいかなと思わなくもないよ」

「いいえっ！　そんなことしなくても大だい丈じよう夫ぶですよっ！」

　反はん射しや的てきに出た大声を浴び、部長はびっくりして仰のけ反ぞった。

「部長がそこまで言うなら俺も黙だまってます！　いずれ飽あきたらあいつは出て行きますし、心配いりませんよ！」

「そ、そうかい？　でも──」

「よしじゃあそういうことで！　夜よる音ねには内ない緒しよにしておきましょう！」

　受け入れようとする気配を見せる部長を気き迫はくで圧あつ倒とう。陶とう原はらはさっと右手を差し出し、強引に部長と握あく手しゆを交わす。

「いいですね！　ともに部長の秘ひ密みつを守ろうじゃないですか！」

「あ、ああ。よろしく頼たのむ、よ…………？」

　腰こしが引けた部長に、陶原は白い歯を剝むき出だしにして笑う。握手する右手には、必要以上に力が込められていた。
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「何であんなこと言ったんだろうな…………」

　自宅に帰った陶原は、自分の部へ屋やで机に向かっていた。今日出された分の宿題を片かた付づけているのだが、全く身が入らない。

「……はあ」

　雨雲の晴れた空を見上げ、ため息をつく。

　ずっと陶原の頭を占しめていたのは、部長の部屋でのやりとりだった。

「どういうつもりだよ、俺…………」

　がしがしと頭を搔かき、陶原はため息をついた。考え直してみても、やはり自分の行動が理り解かいできなかった。

「部長が安全だって夜音が信用するとは限かぎらないから……？　いや、違ちがうな」

　夜音はそんなに浅せん慮りよではない。問答無用で部長を退たい治じしようとはしないだろうし、理解して学校を去る流れになるはずだ。

　これではまるで、夜音に学校にいて欲しいと思っているみたいではないか。

「いやそんなことはない、そんなことはないぞ！」

　連日フォローに苦労させられているのだ。夜音はクラスでマスコット的人気を誇ほこっており、以前のように表立って命令することもできない。

「このままじゃ復ふく讐しゆうできねえし…………。いや、そうか！　復讐だ！」

　言葉の中に光明を見いだし、陶原は立ち上がる。

「そうだ！　復讐のため、復讐してやるために俺は噓うそ吐ついたんだよ！」

　陶原が夜音に血を与えるのは、その代だい償しようとして屈くつ辱じよく的てきな命令をし、恨うらみを晴らすためだ。しかし大おお怪け我がをしたせいで、今はその血の味は大おお幅はばに落ちてしまっている。

　学校に通い出してからも夜よる音ねは毎日陶とう原はらの血を吸すってはいるが、いつも不満を漏もらしてばかり。

「あいつが俺の命令を聞いてたのは、血が美う味まかったからだ。今の俺の血は夜音を執しゆう着ちやくさせるほど美味くないし、離はなれていかれたんじゃ復ふく讐しゆうできなくなる。それじゃ困こまるんだよ」

　吸きゆう血けつ鬼きとしてのプライドに懸かけて、夜音は隠かくれた吸血鬼が見つかるまで学校に通い続けるだろう。少なくとも最初に決めた三週間は確かく実じつにいる。

「それだけあれば俺の血も多少はましになるだろうし、時間稼かせぎってやつだな」

　これで完かん璧ぺきだとばかりにうんうんと頷うなずく。

「そうそう。夜音には早く学校を出て行って欲しいんだけど、仕方がないよな。苦く渋じゆうの決けつ断だんだよ。夜音のやつ──」

「私がどうかしましたか？」

「──うわっ！」

　自分への説明を続けていた陶原は、急に声を掛かけられ飛とび跳はねる。顔を向けると、窓まどの外に夜音が浮うかんでいた。

「こんばんは。いい夜ですね」

「お、おう、そうだな」

　なんとか平静を装よそおう陶原に、夜音は部へ屋やの中へ入りながら、

「私の名を呼よんでいましたが、何を言っていたんですか？」

「えっと、その……、そう、今日学校休んでたなって」

「雨が降ふっていましたからね。それで、吸血鬼の目星についてはどうです。職員の詳しよう細さいくらい調べておいたんでしょうね？」

　しどろもどろの答えは効こう果かを現したようだ。夜音は特に頓とん着ちやくすることなく問いを重ねる。

「いや。残念ながら何の進しん展てんもねえよ。すまんな」

「全く。何をやっているんですか」

　しれっと噓うそを吐つくと、夜音は口では不満を言いながらも、そんなに気にした様子でもなかった。トコトコと進み、定位置に座すわる。

「……何か、久しぶりな気がするな」

　夜音が着ているのは最近見み慣なれてきた制服ではなく、それ以上に見慣れた装そう飾しよく過か剰じような黒いドレスだった。時計に目を向けると、時刻は七時半。

　夜音が学校に通い出す以前の、日にち常じようそのものだった。

「そうですね。私も久しぶりに夜空を舞まいました」

　近ちか頃ごろは人間に生活時間帯を合わせているせいで、夜は眠ねむくて飛ぶ余よ裕ゆうもないらしい。以前夜音に愚ぐ痴ちられたことを思い出し、陶原は苦笑する。

「学校サボって寝ねてたってわけか。いいご身分だな」

　皮肉るような言葉だが、その声に嫌いや味みの色はなかった。夜よる音ねは実じつ際さいにそれが許ゆるされる身分であり、健康のためにもサボるのを許されない陶とう原はらとは立場が違ちがう。

「それで、今日はどうしたんだ？」

「どうしたではありません。私がここに来る用など一つしかないでしょう。血を吸すいに来たんです」

「そっか。じゃあ────？」

　夜音が学校に通うようになってからは放課後に血を吸うのが恒こう例れいとなっていたのだが、休んだために今日の分は吸っていなかった。ならばと陶原が首くび筋すじを差し出そうとすると、

「ちょっと待ちなさい」

　何な故ぜだが夜音に制止される。

「吸いたいんじゃないのか？」

「吸うに決まっているでしょう。ですが……、何なんですかその締しまらない表情は」

「へ……？」

　陶原は頰ほおに手を当て考えてみる。しばし頭を捻ひねるが心当たりはない。

「迷まよいや悩なやみがあるなら聞いてあげます。さあ、言いなさい」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。お前には関係ない話だし、わざわざそんなことしてもらわなくても」

　話せるわけがない。陶原が顔の前で手を振ふって断ことわると、夜音は睨にらみ上あげながら牙きばを剝むき出だしにする。

「な、何を勘かん違ちがいしているんですか！　親切とか心配してとかではなく、関係があるから言っているんです！　血は肉体だけでなく精せい神しんの状じよう態たいにも影えい響きようを受けると説明したでしょう。貴方あなたがそんなぱっとしない顔をしていれば…………いえ、それはいつも通りですね」

「悪かったな」

「とにかく、そんなにしょぼくれていては血の味が落ちてしまうんです。そんな血など私は吸いたくありません」

「そう言われても、だな……」

　ぎろりと睨まれても、陶原は困こん惑わくするばかりだ。夜音に部長のことを隠かくしているのは復ふく讐しゆうのためだと結論を出したのだし、悩なやみなどあるわけがないのだ。

　しばらくそうやって見つめ合っていると、夜音は諦あきらめたようにため息をついた。

「仕方がありませんね……。では、気分転てん換かんにでも連れて行ってあげましょう」

「連れて行く？」

「ええ。夜空を案内してあげます」

　ちらりと一いつ瞬しゆんだけ窓まどの外に目をやり、優ゆう雅がに微ほほ笑えむ。

　滅めつ多たにない提てい案あんだった。この上なく魅み惑わく的てきな誘さそいだが、夜音が自分からこんなことを言い出すのは初めてのこと。陶とう原はらの胸むねには喜びよりも警けい戒かい心しんが先に走る。

「──何か企たくらんでるのか？　そんなことしても、血を吞のませる以外に命令聞いたりしないぞ」

「そんなことは考えていません！　今日は気分がいいので、特別に招しよう待たいしてやろうと思っただけです！」

　心外だとばかりに夜よる音ねは頰ほおを膨ふくらませる。鋭するどくなった目に宿るのは純じゆん粋すいな怒いかりで、陶原は自分の疑いがただの邪じや推すいだったのだと悟さとる。

「すまん！　悪かったよ。俺には過ぎた幸運だからさ、つい信じられなくて」

「──ふんっ。まあいいでしょう。許ゆるしてあげます」

　ぺこぺこと頭を下げると、夜音はすぐに納なつ得とくしてくれた。自分で言っていた通り、久しぶりに夜型生活に戻もどったのがよほど嬉うれしかったのかもしれない。

「じゃあ、よろしく頼たの………………」

　気が変わらないうちにと夜音に近づこうとした陶原は、ぎくりと身体を硬こう直ちよくさせた。

　前回夜音と夜空を飛んだ時、陶原は夜音の胴どう体たいに摑つかまったのだが、一ひと筋すじ縄なわではいかなかったことを思い出したのだ。落ちないためにしっかりと抱だきつく必要があるのは分かっていても、とてもそうすることはできず、恐きよう々きようと遠えん慮りよの塊かたまりのようなありさまだった。それでいながら夜音の飛行もぎこちなく、ふらふらとして安定感に欠けていた。

　夜音も同じことを思い出していたのだろう。

「貴方あなたなど片かた手てで十分持ち上げられます。いいですね！」

　そっぽを向いて怒ど鳴なるが、その頰ほおが赤く染そまっているのは隠かくせていなかった。

（きちんと飛べないってのは吸きゆう血けつ鬼きの恥はじだろうしな）

　陶原は生ぬるい視し線せんを送る。夜音はそれをどう思ったのか、ぐいっと手を伸のばし、

「ほら、早く行きますよ！」

　牙きばを剝むき出だしにして怒おこるのだった。
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　夜空というのは人間の立ち入れない吸血鬼だけの空間だ。

　夜音は陶原の血を吸すうようになるまで、夜のほとんどの時間をそこで過ごしてきた。供に連れるのは蝙こう蝠もりだけで、同族の誰だれかと飛ぼうとは思ったこともなかった。

　一人きりで味わうのが夜の本ほん領りようであり、共有するものではないと考えていたから。

　しかし──

「夜空ってのは、やっぱり何度来てもいいもんだな…………」

　目を細める陶原の感想が耳に届とどき、夜音は自然と顔をほころばせた。腕うで一本で宙づりにされながらも、陶原は浮うかれた様子で夜景に見とれている。

「そうでしょう。人の身でありながら吸きゆう血けつ鬼きの特とつ権けんに肖あやかれることに感かん謝しやしなさい」

　恩おん着きせがましく言うが、その声は何な故ぜか弾はずんでしまう。上空の空気はほどよく冷え、視し界かいを遮さえぎるもののない快かい適てきな空間に心は踊おどっていた。

（やはり私はこちらの世界の住人ですね）

　能のう力りよくを制せい限げんされることなく自由に飛ぶ。そんな吸血鬼として当たり前の行こう為いを久しぶりに味わい、夜よる音ねはどうしようもなく浮うかれているのを自覚する。そう。学校に通うことで昼型生活を余よ儀ぎなくされていたが、やはり自分は吸血鬼であり、人間とは違ちがうのだ。

（…………………………？）

　誇ほこりを持って胸むねを張はった夜音は、微かすかに胸に走った痛いたみに眉まゆを寄せる。ちくりと針はりで刺さされたような痛みは小さなしこりとなって残るが、そんなことを感じる心当たりなどない。

（……まあ、気のせいでしょう）

　ゆるゆると首を振ふり、違い和わ感かんを頭の中から追い出す。

「おっ、あれって山やま科しな高校だよな？」

　そうこうしていると、不意に陶とう原はらが声をあげた。指さす方向へと目を向け、夜音は頷うなずく。

「ええ。よく分かりましたね」

「俺はこの街の地理は暗記してるからな。当然だろ」

　特に当てもなく風かぜ任まかせに飛んでいたので、学校はかなり遠くに見えた。電気が点いていないため周囲より暗く、人間の視し力りよくでは判はん別べつが難むずかしいだろう。言い当てたことに軽く感心しながら釣つられて夜音が目を向けると、プールの水面に反はん射しやした月が揺ゆらめいていた。

「…………そういえば、今日の学校はどうでしたか？」

「どうって？　吸血鬼なら見つけられなかったって言っただろ」

「そうではなくて、その………………。部長や広ひろ野の、それに清水しみずとかに変わったことはなかったかと訊きいているんです」

「……………………ど、どうしたんだよ、急に？」

　びくりと一いつ瞬しゆん陶原が身を震ふるわせるのが伝わったが、夜音は気に留とめなかった。

　説明を考えるのに精せい一いつ杯ぱいで、気にする余よ裕ゆうがなかったと言うべきか。

「べ、別に理由なんてありません。ただちょっと訊いてみただけです」

　学校から目を離はなせないまま、口早に言う。

　校舎が目に入った瞬しゆん間かん、夜音の頭に自然と学校での生活が浮かび上がった。嫌いやで嫌で仕方のない、不満だらけの生活が。

　気がつけば、勝手に口が動いていた。

「そうか……。特に変わったことはことはなかったぞ。いつも通り。ただ、クラスの連中もそうだけど、夜音が学校来てないことを心配してたな」

「ふぅん。そうですか」

　自分から訊たずねておきながら、夜よる音ねは気のない言葉を返す。

　心配などされようが、相手はただの人間。陶とう原はらのように特に血が美お味いしいわけでもないので、吸きゆう血けつ鬼きが見つかり学校を去れば縁えんの切れる存そん在ざいだ。何も興きよう味みはない。

（なのに──。どうして訊きいてみたんでしょう？）

　自分のことなのによく理り解かいができず、夜音はもやもやとした気分を抱かかえた。

　夜音は今まで吸血時以外に人間と接せつ触しよくを持つことはなかった。陶原はどう考えても特とく殊しゆな事じ例れいなので、学校に潜せん入にゆうしたことで初めて普ふ通つうの人間と会話したとも言える。

（私が吸血鬼だと知れば、態たい度どを変えるに決まっています）

　小さく鼻を鳴らす。たいていの人間にとって吸血鬼とは、恐きよう怖ふの対たい象しようなのだから。同じ教室に通っているとは言え、夜音は人間とは違ちがうのだ。

　特にどうということもなく、ただ認にん識しきを確かく認にんしただけなのに、胸むねにまたずきりと痛いたみが走る。振ふり払はらうように頭を振って、夜音は下に目を向けた。

（そういえば、どうして陶原は私に怯おびえないんでしょう）

　視し界かいに入った陶原は、初めて飛んだときと違いじたばたと見苦しく暴あばれていない。ただただ眼がん下かに意い識しきを奪うばわれていた。

　悩なやみも忘わすれているようだし、血の味への影えい響きようはなくなっているだろう。わざわざ空を飛ばせてやった甲か斐いはあったと言えるが、少し喜ばせすぎてしまったかと軽く舌した打うち。

（……新しい持ち方のおかげでしょうか？）

　前回の失敗から、夜音は二人で飛ぶ場合に備そなえて陶原の運び方を研究していた。身体の要所要所を念動力で支ささえ、安定感は大分増ました。肩かたへも負ふ担たんは掛かかっていないので、長時間の飛行にも耐たえられるようになっている。

　しかし、それは全て夜音の力によって成り立っているのだ。

（私が手を離はなせば命は助からないというのに、怖こわくはないんですか）

　血が美お味いしい間は手出ししないだろうと胡座あぐらをかいているのかもしれない。自分の考えにむっとした夜音は陶原を睨にらみ、能のう天てん気きな表情を見み届とどけさらにむかむかと腹が立った。脅おどかしてやろうかと少しだけ手を緩ゆるめ、

（まさかとは思いますが、それだけ私を信しん頼らいしているなんてことは…………………………）

　もう一つの可か能のう性せいに気づき、かあっと顔が熱を持つのを自覚する。

（い、いいえまさかそんなことはあり得ません。陶原と私は血を争って対立している関係ですし、信頼とは無む縁えんです！）

　顔が赤くなったのは、怒いかりで血が昇のぼったため。人間にとって吸血鬼とは絶ぜつ対たい的てきな支配者なのだ。もし陶原がそんなことを考えているのだとしたら、舐なめているとしか思えない。

　やっぱりわざと落としてやろうか。そんな考えが頭をよぎった夜音は繫つないだ手から力を抜ぬきかけ、

（──しまった！）

　本当に落としそうになってしまい慌あわてて強く握にぎり締しめた。

「何かあったのか？」

　その感かん触しよくが伝わらないはずがなく、陶とう原はらは顔を上げる。どうせなら潰つぶすぐらい強く握ってやろうかと悩なやんでいたのに、目が合った瞬しゆん間かん、夜よる音ねの頭からその悪わる巧だくみが消えた。

「何だか顔が赤いぞ、大だい丈じよう夫ぶか？　疲つかれたんだったらもう戻もどっていいけど」

「い、いいえ、大丈夫ですから」

　ぎこちなく首を振ふる。声は上うわ擦ずってしまっていた。

「だったらいいけど……。無理はすんなよ？」

「するはずがないでしょうそんなこと！」

　早口での言葉は怒おこって聞こえたかもしれない。陶原はあっさりと引き下がったが、眉まゆは夜音を案じるように中央へ寄せられていた。

（この私を心配するだなんて、何様のつもりですか）

　どうせ心配するなら自分の安全を考えたらどうなのだ。夜音は頰ほおを膨ふくらますが、口元は少しだけ緩ゆるんでいた。

「信じられないと言うのなら、その身で確たしかめてみなさい」

「お、おいっ！」

　スピードを上げると、陶原は驚おどろいたように悲鳴をあげる。夜音はそれを気にすることなく、さらに速度を上げた。

「せっかくです。空の泳ぎ方というものを教えてあげましょう」

「ちょ、ちょっとは手て加か減げんを────」

　前だけを見つめ、夜音は笑みを浮うかべて夜空を突つき進すすむ。

　──目を回す陶原と、しっかりと手を繫つないだまま。
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「し、死ぬかと思った…………」

　三十分以上も振ふり回まわされ、やっと自室に帰ってきた時には陶原の神しん経けいは限げん界かいに達していた。よろよろとベッドまで這はうようにして近づき、どすりと寝ねころぶ。

「大げさですね。私が落とすとでも思ったんですか？」

「そうは言わねえけど、スピード出し過ぎだろ」

　陶原は今まで遊園地の類に行ったこともなければ、ジェットコースターに乗ったこともない。初めての速度に途と中ちゆうから悲鳴をあげることもできなくなった。

「俺はもっと、ゆっくり飛ぶ方が好みだな」

「貴方あなたの好みなど関係ありません。人間の分ぶん際ざいで飛べただけでも感かん謝しやしなさい」

　ふふんと上じよう機き嫌げんに夜よる音ねは笑った。定位置であるベッドを占せん領りようされたためか、普ふ段だんは陶とう原はらが使っている椅い子すに腰こしを下ろす。

「おや……、これは今日の分の宿題ですか？　全然終わってないじゃないですか」

　夜音は机の上に置きっぱなしだったプリントを持ち上げた。ほぼ手つかずの状じよう態たいだった数学の問題へと目を通し、

「お願いしますと懇こん願がんするのであれば、解とき方かたを教えてあげなくもありませんよ？」

　陶原へ向けてひらひらとプリントを振ふる。

「誰だれがそんなことするか。それくらい頑がん張ばれば自分で解けるに決まってるだろ」

「私ならこの程度の問題、一いつ瞬しゆんで解けますけどね」

　そんなことを夜音が親切で申もうし出でるはずがない。陶原がむっとして答えると、夜音は優ゆう雅がに微ほほ笑えんだ。

「他の授業にしても、どれも簡かん単たんすぎて退たい屈くつですね。しょせんは人間の考えることですから仕方がありませんけれど」

「その頭の良さが勉強以外にも発はつ揮きされたらもっとよかったんだけどな。山やま田だって名字、そろそろ覚えやがれ」

「それは──っ、いいでしょう、別にそんなこと」

　自分で名乗っていながら、夜音は未だに「山田」と呼よばれることに慣なれていなかった。名字で呼んでも反はん応のうが鈍にぶいので、生徒だけでなくほとんどの教師も「夜音」と呼ぶようになったのだが、反はん抗こう的てきと捉とらえた一部の教師は「山田」と呼び続けている。意地になっている部分もあるのだろうが、結局返事をしないので悪あく循じゆん環かんに陥おちいるばかりだった。

「人間の常じよう識しきなどに私を当てはめないで下さい。貴方あなただって、マレインの使つかい魔まをただの猫ねこと間ま違ちがえたり、私の住すみ処かを訊きいたりしたくせに」

「それこそ仕方がねえだろ。過去をほじくり返すな」

　どちらも吸きゆう血けつ鬼きでなければ分からない、知らない事こと柄がらだった。

「お前は現在進行形で偽ぎ名めいを覚えてないけど、俺は今はそんなこと訊いたりしてないだろ？」

　基き本ほん値ちで劣おとっていようが、人間は学習することで成長するのだ。陶原が勝かち誇ほこると、夜音はすいっと目を逸そらした。

「……たしかにそうですね。感心な心がけです」

「クラスの連中に教えてるのも、どうせ適てき当とうな住所なんだろ？　──って別に詮せん索さくするつもりはねえぞ、答えなくていいからな」

　何となく訊たずねてしまい、陶原は慌あわてて言葉を付け加えた。

　夜音がどこに住んでいるのか。それはやはり誰もが気になるところであり、教室でもよく訊ねられていた。陶原はその質問が出るたびにはらはらしていたのだが、夜音は予想に反してすらすらと場所を教えていた。デリケートな問題だけに、前もって答えを考えていたのだろう。

「当然です。どうして人間などに住すみ処かを明かさなくてはいけないんですか」

「人間ってのは何でも知りたがるもんなんだよ。深い意味はないんだから、お前も軽く受け流してくれ」

　ふん、と鼻を鳴らす夜よる音ねを、まあまあ、と宥なだめる。

　陶とう原はらがこんなにも気を遣つかっているのは、吸きゆう血けつ鬼きにとって『住所を訊きく』というのは殺害予告も同然であると以前聞かされていたからだ。不老不死の存そん在ざいであるはずの吸血鬼であっても、睡すい眠みん時じは無む防ぼう備びになってしまい、どうしても隙すきができる。

「──貴方あなたも、訊かないだけでまだ知りたいと思っているんですか？」

「いや別に……………………、知りたくない、かな」

　探さぐるような視し線せんを受け、陶原は頭を搔かく。

　夜音が血に飽あきた時に備そなえ、本音としては知っておきたい。知りたくて堪たまらないのだが、そんなことを言えるわけがない。

　それに。

「今は学校もあるし、ほとんど一日中一いつ緒しよにいれるからな」

　その言葉は陶原の意い識しきに昇のぼる前に、するりと口から出た。

「──────っ!?」

　顔を真っ赤に染そめた夜音が間の抜ぬけた声を漏もらしたことで、陶原は自分が何を言ったのかに気づいた。

「い、いやその、今のは何でもないぞ、うん、ただの言いい間ま違ちがいだ！」

　夜音と同じく顔色を変え、激はげしく両手を振ふる。

「そんなもん聞いちまったら、お前に出前代わりに呼よび出だされかねないからな！」

「ざ、残念ですね！　いつかそうしようと思っていたんですが！」

「そうか！　ざまあみやがれ！」

　陶原が限げん界かいまで声を張はり上あげて言うと、夜音も負けじと大声で応おうじた。はははははと笑い合い、陶原の中ではなかったこととして処しよ理りする。

「きょ、今日の分の血、まだ吸すってなかったな！　今のうちに吸っておくか！」

「え、ええっ。そうしましょう」

　おかしなテンションのまま、陶原は勢いよく半回転して夜音に背せを向ける。片かた膝ひざをついて座り、首くび筋すじに貼はられた絆ばん創そう膏こうを剝はがした。

　首を左に傾かたむけると、すぐに夜音が後ろから覆おおい被かぶさってくる。さらさらとした黒くろ髪かみが首筋を撫なで、熱気とともに陶原をくすぐった。

（────っ！）

　もう数え切れないほど繰くり返かえした吸血なのに、陶原の鼓こ動どうはさらに高まる。胸むねを押おさえて落ち着かせていると、首くび筋すじに鋭するどい痛いたみが走った。

（くっ………………）

　夜よる音ねの長い二本の牙きばが陶とう原はらの皮ひ膚ふに突つき刺ささり、続けて唇くちびると舌したが触ふれ、血を吸すっていく。いつもこの一連の動作で心しん臓ぞうは悲鳴をあげるのだから、前もって落ち着かせようとしたのは無意味だったのかもしれない。




「────ふう……」

　牙を抜ぬいた夜音が一息ついても、陶原は立ち上がることができなかった。膝ひざに力が入らず、床ゆかを這はうようにして椅い子すまで移い動どうする。

「ちょっと吸い過ぎなんじゃないか……？」

　頭のふらつきを感じながら、首筋を撫なでる。

　指先に触れる傷きず痕あとはたったの二つで、退たい院いん初日から増ふえていない。以前は嚙かむ場所の空きがないくらい首筋は穴だらけだったのだが、どんな心境の変化があったのか、秘ひ薬やくで皮膚が再さい生せいして以い降こう、夜音は同じ場所を嚙み続けるようになっていたのだ。

　おかげで傷はどんどん深まっているが、広こう範はん囲いで穴だらけだった以前より隠かくすのは楽になった。吸血鬼にとって血を吸う場所というのはデリケートな問題らしいので、その理由は聞いていない。

「今日の味はどうだった。少しはましになってたか？」

　あまり期待をせずに、陶原は訊たずねる。食いつきは悪くないように思ったが、酷こく評ひようされてからまだ十日も経たっていないのだ。格かく段だんに変化しているとは思えない。

「そうですね……。六十──、いえ六十五点というところでしょうか」

　陶原の予想通り、よくなっているとはいえ点数は高くない。それなのに夜音の声は、以前に比べて明るかった。

「まだまだこの私が命令を聞くに値あたいする味ではありませんね」

「………………それで終わりか？」

　てっきりまた説教されると思っていたのだがそれもない。逆ぎやくに不安になった陶原に、夜音は腕うで組ぐみをして答えた。

「不満は大量にありますが、確かく実じつに退院当初よりよくなってはいますから。一日一日、少しずつ美お味いしくなっていく血を味わえるというのは、これはこれで楽しいんです」

　言って、ぷいっとそっぽを向く。

「極ごく上じようの味を取とり戻もどすまで、こうやって貴方あなたの血を味わうのも悪くないかもしれません」

「そ、そうなのか……？」

「ええ。ただし不健康になればすぐに分かるということでもありますからね。怠なまけるのは許ゆるしませんよ！」

「分かってるって」

　指を突つきつけられ、今度は陶とう原はらが目を逸そらす。そうでもしなければ、夜よる音ねに緩ゆるんだ顔を見られてしまう。

　血が美う味まくなっていく過か程ていを楽しむということは、その間は離はなれていかないということだ。血の味が戻もどりさえすれば、元通りでやはり離れていかない。ずっと陶原の傍そばにい続けることになる。

（つまり、部長のことを伝えても大だい丈じよう夫ぶってことか）

　夜音が去る危き険けん性せいがないのなら、隠かくす理由はない。夜音が学校を辞やめれば陶原も余よ計けいな苦労をせずに済すむし、むしろ伝えるべきだろう。

　しかし──

「俺はちゃんと健康を保たもってるんだから、お前の方こそしっかりしろよ。正体バレて退たい治じされたら困こまるんだからな」

　陶原の口から出たのは、全く別な言葉だった。

「分かっています。私がそんなへまをするはずないでしょう」

「何度もしてるだろ！　ちゃんと自覚しとけよ！」

「うるさいですね。私がないと言ったらないことになるんです」

「そんなわけねえだろ！　俺がどんなに大変な想いしてると思ってんだ！」

「そもそも貴方あなたのために学校通っているんですから、それくらい当然でしょう」

「俺のためじゃなくて、俺の血のため。つまり自分のためじゃねーか。だいたいな──」

「何ですって──」

　健康について話したばかりだというのに、就しゆう寝しん時間が過ぎていることに気づかず、陶原は夜音と責せき任にんをなすりつけ合う。

　結局、陶原は部長に関して夜音に伝えることはなかった。










　　　　　　　　　　四章




　それからしばらくは、何事もなく平へい穏おんに時間が過ぎていった。

　陶とう原はらは夜よる音ねに部長のことを告げることなく、部長もまた素そ知しらぬ顔で対たい応おうを変えない。このまま夜音の短期留りゆう学がくの期間が終わっていくのかと思われたある日の昼休み。

「そうそう、今週の土曜日に朝市への参さん加かを申し込んでおいたよ。みんな都合は大だい丈じよう夫ぶかな？」

　箸はしを止めた部長がくるりと周りを見み渡わたす。部室にいたのは部長を含ふくめて陶原と夜音、清水しみずに広ひろ野のの五人。夜音の留学以来、なんだかんだでほぼ毎日この構こう成せいで昼食を取るようになっていた。

「そういえば、もうそんな時期ですね」

「僕は大だい丈じよう夫ぶですよ」

　陶原と広野が揃そろって頷うなずく。園芸部員としてはそれだけで通じる話だったのだが、清水はこてんと首を傾かしげた。

「朝市って、何をするんですか？」

「ああ、説明が足りなかったね。土日祝日に市役所前の広場でよくバザーなどが開かい催さいされているんだけど、この時期は花や野菜の即そく売ばい会かいが行われるんだ。我々山やま科しな高校園芸部も春と秋の二回、収しゆう穫かくした野菜をそこで販はん売ばいしてるんだよ」

「なるほど。全部は食べきれないですもんね」

　感心したように清水が頷くと、部長はくいっと眼鏡の位置を調整し、きらりとレンズを光らせる。

「そうだ、清水君も一いつ緒しよに参加してみないか？」

「いいんですか？　私、写真部ですけど」

「もちろん構かまわないさ。正式な部員ではないとはいえ、こうしてともに昼食を囲む仲じゃないか」

　爽さわやかな笑顔を受け、清水は顔をぱっと明るく輝かがやかせた。

「面おも白しろそうですね。是ぜ非ひ参加させて下さい！」

「ありがとう。よろしく頼たのむよ」

　二人はにこにこと笑い合う。微ほほ笑えましいとしか言いようのない光景だったが、

（…………そんなに人手が必要だったか？）

　成なり行ゆきを眺ながめていた陶原は、少しだけ疑問に思う。

　朝市とは文字通り朝早くから昼までの販売で、売る野菜も農家ほど多くない。今年は去年よりも収穫量が多かったとはいえ三人でも十分に手は足りている。

（まあ、反対するほどのことでもないけど）

　せっかく楽しみにしているようなので、水を差すこともあるまい。陶とう原はらが黙だまって玄げん米まいを口に運んでいると、部長の勧かん誘ゆうは次の対たい象しようへと移うつった。

「夜よる音ね君はどうかな。君も一いつ緒しよに参さん加かしないか？」

「私が…………、ですか」

　水を向けられた夜音は自分も誘さそわれるとは予想していなかったのだろう。きょとんとした顔で目を瞬またたかせた。

「ああ。せっかくだし、この学校の思い出にもなるかと思ってね」

「そうだよ、一緒にやろう？」

　清水しみずからも笑顔で同意を求められ、夜音は少しずつ表情を引ひき締しめていく。眼がん光こうをまるで睨にらむように鋭するどくして、じっと清水を観察し──一いつ瞬しゆんだけ陶原へと視し線せんを送った。

「──いいでしょう。貴方あなたが参加すると言うなら、私も参加します」

「本当っ？　やったね！」

　ぱちん、と手を打ち鳴らす。単たん純じゆんに嬉うれしそうにする清水を横目に見ながら、

（……何でまたそんなことを？）

　陶原を再ふたたび疑問が襲おそう。夜音が自分から参加を言い出すとは思ってもみなかったのだ。

「よし、これで全員参加だね。詳くわしい時間についてはまた後で説明するよ」

　満足げな部長をよそに、また苦労するのが目に見えていた陶原は、和わ気き藹あい々あいとした空気に最後まで溶とけ込こむことはできなかった。
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　そして迎えた土曜日。

「へえ……。意外と人多いんだ」

　午前七時四十分。陶原達園芸部一同が到とう着ちやくすると、会場となる市役所前の広場では既すでに準じゆん備びが始められていた。長テーブルが四列に並ならび、いくつかテントも張はられている。

　珍めずらしそうにきょろきょろと辺りを見み渡わたす清水と夜音の相手を広ひろ野のに任まかせ、陶原と部長は一足先に園芸部のブースへと向かう。割り当てられていたのは市役所側から二列目のテーブルの端はしっこで、残念だがテントではなかった。

「去年もそうでしたけど、もっとテントの数増やして欲しいですね」

「仕方がないだろう。ただで場所が借りられるだけ、感かん謝しやしようじゃないか」

　野や菜さいの入った段だんボールをテーブルに下ろし陶原が肩かたを回すと、部長は肩を竦すくめた。

「ただし熱ねつ中ちゆう症しようにだけは注意しなければいけないね。今日はまたいい天気だ」

　部長に釣つられ、陶原も空を見上げる。水不足が心配される空から梅つ雨ゆに相応ふさわしく、雲一つない青空が広がっていた。

「雨だったら困こまりましたけど、これはこれで考え物ですね」

　朝市は朝の八時から午後一時まで。今はまだ大だい丈じよう夫ぶだが、これからどんどん暑くなっていくだろう。

（夜よる音ねのやつ、最後まで保もつのか？）

　前もって収しゆう穫かくしたものだけでなく今日収穫したばかりの野や菜さいもあるので、準じゆん備びを考え七時に一度学校に集合したのだ。いつもよりさらに早起きしたおかげでまだ眠ねむそうに目を擦こする夜音を見つめ、陶とう原はらは眉まゆを顰ひそめた。

（いくら日光対たい策さくしてるとはいえ、日向ひなたにいっぱなしってのもよくないだろうしな……）

　野菜の売れ行きよりも優ゆう先せんして気に掛かけた方がいいだろう。密ひそかに心に決める。

　その夜音達がこちらに歩いてくる姿すがたが見え、陶原は今のうちだと部長に耳打ちする。

「そうだ部長、どうして夜音も誘さそったんですか？　正体を隠かくしたいんだったら連れてこない方がよかったでしょう」

　今さらな問いに部長はにやりと笑う。

「なんだ、分かっていなかったのかい？　それはね、彼女が可愛かわいいからだよ」

「…………はい？」

「夜音君も清水しみず君も、どちらもかなり可愛いじゃないか。我々園芸部の正式メンバーだけで売るより、かなり売れるだろうと期待してるんだ」

「……ですかね？」

　いつもと違ちがい、部長は商売人の目をしていた。見た目からしたら部長だって決して引けを取らないのだが、しかし男おとこ所じよ帯たいよりも女子中心で売った方が華はなやかなのは確かだ。売り上げは部費へと加算される。貴き重ちような収しゆう入にゆう源げんなので、部長が多少あくどい顔になっても目を瞑つむるべきだろう。

「でも、だったら何で制服なんですか？　もっと売り子っぽい格かつ好こうの方がいいんじゃ？」

　事前の説明で、必ず制服で来ることと厳げん命めいされていた。陶原が首を捻ひねると、

「甘いな陶原君。だからいいんじゃないか」

　部長はぱちりと指を鳴らす。

「──広ひろ野の君。例の物を」

「はっ！」

　清水と野菜を並ならべるレイアウトについて話をしていた広野は、ノリよく反はん応のうするとエプロンを取り出し部長へと捧ささげる。

「客きやく層そうを考えてみたまえ。買い物に来るのは主に主婦だ。ならば着き飾かざった格好よりも、こちらの方が有ゆう効こうに決まっているさ」

　受け取った二種類のエプロン。そのできばえを確かく認にんし、部長は不ふ敵てきに笑うのだった。




「二百円ちょうどですね、ありがとうございます」

「あ、いらっしゃいませー。どうぞ見ていって下さい」

　やがて代表者の簡かん単たんな挨あい拶さつで朝市はスタート。一時間も経たつ頃ころには、陶とう原はらは部長の見立てを評ひよう価かしないわけにはいかなくなっていた。

　制服に飾かざり気けのないエプロンという姿すがたに真ま面じ目めさや誠せい実じつさを感じるのか、清水しみずが声を掛かけると足を止める客は多かった。清水自身は園芸部で収しゆう穫かくした野や菜さいをそんなに食べていないのだが、いかにも健康そうな彼女に説得力を感じたのかもしれない。

　また制服アピールは主婦に連れられてきていた旦だん那なにも効こう果かが大きかったようだ。眺ながめられるだけならともかく、時々代金のやりとりで手を握にぎられそうにもなっていた清水は、笑顔のままするりとそれをかわしていた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？　何だったら売り子代わるぞ」

「大丈夫だよ。おじさんの相手は檀だん家かさんで慣なれてるからね」

　主に段だんボールからテーブルに野菜を補ほ充じゆうする役に回っていた陶原が心配になって声を掛けると、清水はにいっと笑った。

「でも、ありがと」

「い、いや、大丈夫だったらいいんだ、うん」

　その真まっ直すぐな笑顔に、陶原は何な故ぜかどぎまぎして目を逸そらす。視し線せんの向かった先には、もう一人の売り子がいた。

「……はい。どうも」

　無ぶ愛あい想そうながらも何とか受け答えをする夜よる音ねだ。

「ありがとうございましたー。あ、それは一袋ふくろで二百円です」

　隣となりに立つ広野がお金の受うけ渡わたしなどをフォローする。愛想も担たん当とうしているのか、にこにこと人じん畜ちく無む害がいな笑顔を振ふりまき、夜音の分も補おぎなっていた。

　もっとも、そんな必要などなかったかもしれないけれど。

「こんなに頑がん張ばられたんじゃ、買わないわけにはいかないわね」

「本当よね。この子ごと持って帰りたいくらいだわ」

「可愛かわいいわ…………、ああ、可愛いわ………………！」

　夜音の集客力は清水以上だった。呼よび込こみもせず突つっ立たっているだけなのだが、ただそこにいるだけで人目を惹ひくのだ。広野のことなど目に入っていないのかもしれない。

　夜音のエプロンは普ふ段だん彼女が着ているような、フリルの大量についたデザインだった。それぞれの特性に合わせて広野が見立て、用意した品らしい。

「……はい。これです」

　好こう奇きの視線に晒さらされても夜音は威い嚇かくしようとはしなかった。学校生活で多少は忍にん耐たい力りよくがついたのかと、陶とう原はらはほろりと涙なみだをこぼす。

　しかし次の瞬しゆん間かん、

「よしよし偉えらいね。小学生なのにお姉さん達に混まじって働くなんて──」

　その声が耳に届とどくと同時に陶原の身体は半ば自動的に動き、片かた手てで夜よる音ねの口を塞ふさぐ。

「んんんんん────！」

「はい、いらっしゃいませ。どれも美お味いしいですよ」

　いきなりの展てん開かいに目を丸くする主婦達に愛あい想そ笑わらいをしながら、すすすと後ろに下がる。隠かくすように立ち位置をずらしてくれる広ひろ野のに目で感かん謝しやを送った。

「あの子はちょっと立ちくらみを起こしたみたいですね。代わりに僕が売りますから、欲しいものを言って下さい」

　流れるように広野は噓うその説明。しょっちゅう子供に間ま違ちがわれ夜音が癇かん癪しやくを起こすので、対たい応おうは機械的に処しよ理りできるほど洗せん練れんされていた。

「…………もう落ち着きました。手を放しなさい」

　暴あばれる力が収おさまるのを見計らい、陶原は夜音を解かい放ほうする。ふて腐くされて持ち場に戻もどろうとしない夜音に、

「あと少し頑がん張ばろうじゃないか夜音君。さあ、行こう！」

　部長は肩かたを叩たたいて、ほとんど引きずるようにして売り場まで連れて行く。

（やっぱり気が抜ぬけねえな……）

　陶原は微び苦く笑しようしながらそれを見送り、しかし苦労がこの程てい度どで済すんでむしろ安あん堵どしていた。これくらいの癇癪など、嫌いやになるくらい学校で慣なれている。

　次はいつ怒おこり出だすのか。ぼんやりと夜音の後ろ姿を眺ながめていると、つんつんと肩を突つつかれる。

「ねえ陶原、ちょっとこっち来て欲しいんだけど」

　顔を向けた先にいたのは清水だった。さっきまで売り子をしていたはずなのに、いつの間にか傍そばにいた彼女はじとっと陶原を見み据すえていた。

「こっちって、ここを離はなれるわけには──」

「すぐに済すむから！」

　陶原はぐいぐいと清水に引ひっ張ぱられ、販はん売ばいスペースを出る。周りから人が途と切ぎれたところで、ようやく清水は足を止めた。

「どうした急に？　いったい何の用だよ」

　ここからでも姿は確かく認にんできるが、声までは聞こえない。夜音に目を向けたまま訊たずねると、清水は腕うでを組み、大きくため息をついた。

「────やっぱり…………………………」

「何て言ったんだ？　────っっっと！」

　清水の呟つぶやきが聞き取れず、ようやく顔をそちらに向けた陶原は、至し近きん距きよ離りに彼女の顔があったことで慌あわてて数歩下がった。

「ねえ陶とう原はら、ちょっと夜よる音ねちゃんのこと気に掛かけ過すぎじゃない？」

　ずいっと上半身を屈かがめるようにして清水しみずは迫せまる。叱しかるような目つきで、じろじろと陶原の反はん応のうを窺うかがう。

「そ、そんなことねえよ。むしろ無む視ししてたぞ」

「そんな噓うそが通じると思ってんの？　おばちゃん達も『面めん倒どう見みのいいお兄さんね』って言ってたんだから」

「お前と夜音を姉妹だと勘かん違ちがいしたんじゃねーの？」

「『お兄さん』って言ったでしょ。どうしてそうなるのよ」

　目だけはしっかり陶原を見み据すえたまま、清水はがくりと肩かたを落とした。

「それに、前からずっと気にしてるじゃない」

「お前の勘違いだろ。まああれだ、百歩譲ゆずって気に掛けてたとして、何か問題あるのか？　いくら集客効こう果かがあるとは言っても、夜音の接せつ客きやく態たい度どを気にすんなって方が無理だろ」

　今日に関しては大たい義ぎ名めい分ぶんがあるのだ。陶原はむしろ強気に出る。

「気にするのが駄だ目めだってんなら、理由を聞かせて欲しいくらいだな」

「えっと、その…………」

　清水はそれまでの勢いきおいをなくし、弱ったように眉まゆを下げた。

「ほら、いつまでも世話を焼いてると夜音ちゃんの成長によくないでしょ？　人間的に大きくなるためには、時には厳きびしさも必要と言うか」

「…………甘やかした覚えは一度もねえぞ？」

「接客だってちゃんと一人でできるように、手を貸すんじゃなくて見守ってあげないと」

「だからそうしてるだろ。あいつがお客さんに喧けん嘩か売りそうなときしか手を出してないし」

「……うん、だよね。だから、えーっと……」

　清水は言葉に詰つまり、きょろきょろと目を泳がせる。何が言いたいんだと陶原は訝いぶかしげに顔を覗のぞき込こもうとするが、

「よし！　そういうことで、戻もどろうか！」

「はあっ？」

　清水は顔を伏ふせ、その視し線せんを振ふり切きるようにダッシュ。自分から呼よび出だしておきながら、勝手に話を終わらせ販はん売ばいスペースへと駆かけ出だしていった。

「先行ってるからね！　陶原も早く来なよー」

「お、おいっ、ちょっと待てって！　………………何だったんだ、あいつ？」

　意味が分からず、陶原も頭を搔かきながら後に続いた。




　売り場に戻ってみると、野菜の売れ行きに少しばかりの差が生まれていた。

　短い時間ながら清水しみずが席を外したことが影えい響きようしているのか、夜よる音ねへとお客さんが流れ、より売れている。とはいえ別に競争しているわけではないのだが、

「ふう…………。────よしっ！」

　清水は大きく深しん呼こ吸きゆうして気合いを入れた。

「はいいらっしゃいませ！　こっちの茄な子すはオススメですよ！　きゅうりもほら、取れたてです！　この小さいのはおまけしておきますから、いかがですか？　はいっ、ありがとうございます！　全部で四百円ですね！」

　今まで以上に声を張はり、積極的に野や菜さいを売る。熱心な接せつ客きやくに足を止めるお客さんも増ふえ、あっという間に清水の前から野菜が消えた。

「ほら陶とう原はら、ぼーっとしてないで次の野菜補ほ充じゆうお願い」

「──お、おう。ちょっと待ってくれ」

　半ば圧あつ倒とうされたように見とれていた陶原は、はっとして自分も仕事に戻もどる。段だんボールから野菜を取り出し、清水の担たん当とうするテーブルへと並ならべていった。

「すげえな。この分ならきゅうりと茄子は全部売れそうだ」

　夜音の売るトマトやかぼちゃ等もいいペースで売れてはいたが、ここにきて売り子の熱意の差が出てきたようだ。残り少なくなった段ボールを眺ながめ、陶原は感心したように漏もらす。

「でしょう。私に任まかせておきなさいって！」

　ふふんと得意そうに笑い、清水は腰こしに手を当て胸むねを張る。そのままちらりと夜音の方へと視し線せんを送った。

「こっちが終わったらトマトとかも私が売ってあげるし、安心していいよ」

「…………何ですって？」

　清水の声は決して大きくはなかったのだが、夜音はしっかりとそれに反はん応のうする。販はん売ばいの手を止め、ぎろりと清水を仰あおぎ睨にらんだ。

「売れなくても気にしなくていいよ。夜音ちゃんも頑がん張ばってるんだもんね」

　優やさしい言葉とともに、清水はにっこりと笑む。友情の暖かさを感じさせるはずなのに、間に挟はさまれた陶原は何な故ぜか鳥とり肌はだが立った。

「……いい度ど胸きようです。よく言いました」

　その寒気の元である夜音は、優ゆう雅がに笑いを返す。

「足を引ひっ張ぱっているのがどちらなのか、教えてあげましょう」

　ふんっ、と首を振ふり、正面を向く。何度か深呼吸して、最後に大きく息を吸すい込こみ、

「────い、いらっしゃいませ」

　上うわ擦ずり裏うら返がえった声で、夜音は言い放った。
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「「「「な────っ！」」」」

　知らない人が聞いたら何とも思わないであろう一言に、園芸部一同から驚おどろきの声があがる。中でも一番驚おどろいたのは陶とう原はらだった。

「噓うそ…………だろ……？　夜よる音ねがいら、いらっしゃいませだなんて…………！」

　思わず声を漏もらし、そのことに自分で気づかないほど陶原は衝しよう撃げきを受けていた。

（吸きゆう血けつ鬼きが人間に媚こびを売るのか？　しかも夜音が、ただの一いつ般ぱん人じんに！）

　自分の耳がおかしくなってしまったのではないかと、ぐりぐりと両耳に指を突つっ込こむ。深しん呼こ吸きゆうして夜音を凝ぎよう視し。

「いらっしゃい、ませ、どうぞ」

　それでもそこには、変わらず接せつ客きやくする夜音の姿すがたがあった。積極的になったことで、集客効こう果かはさらに上がっている。

「ねえ、これもらえるかしら？」

「あっ！　はいっ！　ちょっと待って下さい」

　清水しみずも陶原と同じく硬こう直ちよくしていたが、客に声を掛かけられはっと正気に戻もどる。広ひろ野のと部長は初めからそんなにショックを受けていなかったので、先に接客へと移うつっていた。

「陶原、こっちも補ほ充じゆうして下さい」

「えっ？　あ、はい。ただいま」

　一人衝撃が抜ぬけきらない陶原だったが、状じよう況きようがそれを許ゆるしてくれなかった。トマトが飛ぶように売れ始め、補充しているうちに清水も調子を取り戻す。楽しげに、張はり合あうように客へと声を掛かけた。

　固まっている暇ひまなどなく、陶とう原はらは慌あわただしく両者に野菜を補ほ充じゆうするのだった。
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「お疲つかれ様。みんなよく頑がん張ばってくれたね」

　山やま科しな高校園芸部の朝市は、大だい盛せい況きようのうちに幕まくを閉じた。

　終了時刻前に全ての野菜が売り切れたのだ。ただ売り切れだけでも珍めずらしいのに、こんなに早く終わったのは初めてのことだった。他に店じまいしているところは少ないし、十分に快かい挙きよと言えよう。

「特に夜よる音ね君と清水しみず君。君達のおかげで完売することができたよ。ありがとう」

「いえいえ。全員で頑張った成果ですよ」

　笑顔で褒ほめ称たたえられ、清水はくすぐったそうに頰ほおを搔かく。もう一人の功こう労ろう者しやは、

「…………そうですか」

　完全に勢いきおいをなくし、地面にへたり込みそうになっていた。だらりと肩かたを落とし、完全に下を向いてしまっている。

（まあそうなるよな）

　早起きしてずっと日向にいたというだけでも体力的にきついだろうに、慣なれない接客まで積極的に行ったのだ。へばらない方がおかしい。

　苦笑しながら、陶原は早く終わってよかったと感かん謝しやしていた。もっと長く日向ひなたにい続けるのはそれはそれで大変だっただろう。今でも駆かけ寄よって直ちよく接せつ調子を確たしかめたいとも思っているのだが、そうすることはできなかった。

（──気に掛かけ過すぎって言われたし、気をつけないとな…………）

　清水に言われた一言が胸むねの中で響ひびき、陶原の行動を縛しばっていた。

　しばらくはより慎しん重ちように距きよ離りを取った方がいいかもしれない。また不ふ審しんに思われてはいないかと思って周囲を盗ぬすみ見みると、清水ではなく部長と目が合った。

「……？　どうかしましたか、部長？」

「────いや。別に何も」

　じっと、まるでこちらを窺うかがっているように感じたが、きっと考え過ぎだろう。何でもかんでも疑い過か剰じように反はん応のうするのはよくない。陶原が反省していると、すすっと清水が近づいて来た。

「全部売れてほっとしたよ。楽しかったし、今日は来てよかった」

「こっちこそ助かった。俺達だけの時はあんなにやる気出して売ってなかったし、お前がいなきゃ売れ残ってたと思う。ありがとな」

「そう？　えへへ……」

　嬉うれしそうに照れられ、陶とう原はらも何だか照てれ臭くさくなる。ほのぼのと清水しみずと向かい合っていると、

「…………私には何かないんですか」

　地の底から響ひびいているような低い唸うなり声ごえが、陶原を強制的に振ふり向むかせた。

「私だって頑がん張ばっていたんですよ。感かん謝しやが足りないんじゃないですか」

「そ、そうだな。えっと…………、ご苦労様」

「…………それだけですか？　どうして私は一言だけなんです！　もっと色々あるでしょう！」

　へばって半分俯うつむきながらも、憤ふん慨がいした夜音の鋭するどい視し線せんが突つき刺ささる。

「いや十分感謝してるって。一言に気持ちを凝ぎよう縮しゆくしたというか」

　目を合わせることができず、陶原は目を逸そらした。『気に掛かけ過すぎ』と言われたのが尾を引き、どうしてもよそよそしい態たい度どしか取れない。

「まあまあ。いいじゃないの」

　取りなすように清水が間に入ってくれて、陶原はほっと一息つく。ぎちりという音を立てて空気が軋きしんだ気がしたが、きっと気のせいだろう。清水の背せ中なかに隠かくれて夜音の表情は見えないが、広ひろ野のはにこにこと面おも白しろそうに笑っているのだから。

「──って、あれ？　そういえば部長は？」

　気がつけば、ついさっきまでそこにいたはずの部長の姿すがたが見えない。辺りを見み渡わたすと、部長は近くのテントで花を売っている人達の中に混まじっていたようで、そこからひょっこり顔を出した。

「席を外してすまないね。喉のどが渇かわいていると思って、飲み物を分けてもらっていたんだ」

　器用に五つ紙コップを抱かかえて部長は戻ってくる。花売りの夫婦は知り合いらしかった。

「とりあえずはこれで喉を潤うるおして、どこかにご飯でも食べに行こうじゃないか」

「そうですね」

　部長は一人一人にコップを渡していく。中身はお茶で、清せい涼りよう飲料水の類でなくてよかったと陶原も口をつける。ぬるいが喉が渇いていたので、一気に飲み干す。

「うええええ………………」

　嘔え吐ずくように呻うめき声ごえをあげたのは、同じようにコップを呷あおっていた広野だった。

「これ、中身日本酒じゃないですか……。僕、日本酒は駄だ目めなんですよ………………」

「え？　そうなのか」

「うん。他は大だい丈じよう夫ぶなんだけど、日本酒だけは身体が受け付けないんだ…………」

「そんなこと訊きいてねえよ。未成年のくせに何言ってやがる」

　的まと外はずれな広野の言葉に、陶原は半はん眼がんになる。余よ裕ゆうがあるなと呆あきれかけるが、自分が元々訊たずねようとしたことをすぐに思い出した。

「……本当にアルコールの匂においがするな。そっちのは大丈夫か？」

　ひくひくと鼻を動かし、残った三人へと顔を向ける。他にも混まじっていたら大変だ。

「なんかわたしのも、お酒っぽい匂においがする」

　同じように匂いを嗅かいで、清水しみずが申しん告こくする。確かく認にんしてみると、部長と夜よる音ねのコップの中身は陶とう原はらのと同じくお茶だった。

「いやあすまない、どうやら間ま違ちがって注いできてしまったようだ」

「どうやったら間違うんですか。色も違えばそもそもの容よう器きも違ったでしょう」

　全部ならともかく、二個だけ混じっていたのでは作さく為いさえ感じてしまう。

「いいんだよ陶原。部長だって悪気があったわけじゃないんだし」

「……まあ、お前がそう言うんだったらいいんだけどよ…………」

　青白い顔の広ひろ野のに肩かたを叩たたかれ、陶原は引き下がる。他ならぬ被ひ害がい者しやの言うことだし、またその内容にも同感だったからだ。

　部長はそんな悪戯いたずらをする人物ではないし、何かの事じ故こなのだろう。

「すまない。そしてありがとう、広野君」

　ほっと力を抜ぬく部長だったが、広野の顔色を確たしかめ、また表情を引ひき締しめる。

「責任を取って駅まで送ろう。ほら、肩かたを貸して」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　広野が珍めずらしく焦あせった表情を見せるが、部長は強引に捕つかまえる。

「いいから。……清水君も確たしか電車だったね？　一いつ緒しよに手を貸してもらえないかな？」

「あ、はい。いいですよ」

　清水はこくりと頷うなずき、部長と二人で挟はさみ込こむようにして広野を抱かかえた。

「すまないがこういう状じよう況きようだ。部室の後あと片かた付づけは明日に回すということで構かまわないかな？」

「え、ええ。了りよう解かいです」

　本当ならこの後、朝市に使った篭かごなどを部室に戻もどしてそのまま掃そう除じをする予定だった。しかし広野をこのまま放置するわけにもいかないので、仕方がないだろう。

「ではそういうことで。また明日よろしく」

「じゃーね。また学校でー」

　ひらひらと手を振ふりながら三人は去っていく。その背せが小さくなるまで見送り、陶原と夜よる音ねは顔を見合わせた。

「……俺達も帰るか」

「そうですね」

　同意する夜音だったが、動作は返事に対たい応おうできていなかった。両りよう膝ひざに手を突ついたまま、ちっとも歩き出そうとしない。

「どうした？　お前も歩くのがきついなら、広野みたいに────」

　家まで送る、と言おうとした陶原は、それが無理だと気づき言葉を止めた。

「──一度俺んちまで行くか。少し休めば回復するだろ」

「…………いえ、結けつ構こうです。すぐそこに小さ夜よが車で待たい機きしていますから」

　よろよろと、夜よる音ねは顎あごで示す。そちらの方向に駐ちゆう車しや場じようがあることを思い出し、陶とう原はらは頷うなずいた。

「だったら大だい丈じよう夫ぶ、か…………？」

　一度は安心しかけたものの、うーんと首を捻ひねる。夜音の疲ひ労ろうは大きいようで、短い距きよ離りでもかなりの時間が掛かかりそうだった。

「────仕方ねえな。ほら、乗れ」

「…………どういうつもりですか」

　陶原は夜音に背せ中なかを向けてしゃがむ。血を吸すわせる時と似にたような格かつ好こうだが、そうではない。

「小夜さんのところまで、おんぶして運んでやるよ」

「なっ──！　誰だれもそんなことは頼たのんでいません！」

「いいから早くしろって。前に夜空を飛ばせてもらったお礼だって考えればいいだろ」

　ぽんぽん、と背中を叩たたく。夜音はしばらく疑わしそうに睨にらんでいたが、やがてそろそろとにじみ寄った。

「…………私は別に歩いても構かまわないんですか、貴方あなたがそこまで言うのなら運ばせてあげます」

「強がるのは元気になってからにしろよな……」

　首に細い腕うでが巻まかれるのを待ち、陶原は立ち上がる。夜音の体重は見た目通り軽く、まるで何もおぶさっていないかのようだった。

　──それなのに首元に回された腕が妙みように気に掛かるのは、締しめられるのではないかと警けい戒かいしているからに違ちがいない。

「な、なあ夜音。お前、今日はどうしたんだ」

　気を逸そらそうと後ろに声を掛けると、夜音は閉じかけていた目をうっすらと開けた。

「すげー頑がん張ばってたじゃねえか。何かあったのか？」

「……人間からの侮ぶ辱じよくに耐たえられなかっただけで、貴方にはこれっぽっちも関係ありませんよ」

　一いつ瞬しゆんだけ鋭するどく目を吊つり上あげるが、すぐにとろんと緩ゆるむ。朝っぱらから野外で接せつ客きやくという吸きゆう血けつ鬼きに正反対な行動をした疲つかれは激はげしい様子だった。

「そうか、まあ明日は日曜で学校休みだし、ゆっくり休めよ」

「貴方に言われなくてもそうします……。…………くう」

　意い識しきを保たもつのにも限げん界かいが来たのか、夜音は答えを最後にこてんと首を折り、眠ねむりに就つく。

「あっ、あれっ、夜音？　夜音さん？」

　長い髪かみが首くび筋すじと言わず顔まで撫なで、耳に直ちよく接せつ吐と息いきを感じる。慌あわてて声を掛けるが反はん応のうはなく、どうすることもできずに陶原は硬こう直ちよくした。
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（ちゅ、駐ちゆう車しや場じようだ、とにかくそこまで行って、小さ夜よさんに渡わたせばいいんだ）

　気は焦あせるが、ぎくしゃくと身体の動きは鈍にぶい。だらだらと汗あせを垂たれ流ながしながら、陶とう原はらは駐車場を目指して一歩一歩足を踏ふみ出だした。
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「今日は誘さそってくれてありがとうございました。よかったらまた次の機会にも呼よんで下さい」

「ああ。楽しんでもらえて何よりだ」

　広ひろ野のを電車まで送り、路線の違ちがう清水しみずと部長は駅のホームで次の電車を待っていた。

「ただ、次は秋になるんだよ。頻ひん繁ぱんに売れるほど、園芸部の収しゆう穫かくは多くないからね」

「そうなんですか。残念です」

　はあっ、と落らく胆たんした清水は、またぴょこんと眉まゆを跳はね上あげる。

「そうだ！　園芸部って掛かけ持もちありですか？」

「もちろんだとも。正式に入部してくれるのかい」

「はい。毎日部室にお邪じや魔ましてるんだし、掛け持ちできるなら入りたいと前から思ってたんです！」

「そうか。歓迎するよ」

　微ほほ笑えむ部長だったが、その笑顔には少しだけ陰かげりがあった。

「──部室。部室か…………。そうだね」

　呟つぶやき、何かを決心したようにふっと息を吐はき出だす。

「……清水しみず君。予定が変わってしまったけど、明日は暇ひまかな？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと後あと片かた付づけまで参さん加かするつもりですよ」

「そうか…………………………」

　部長は眼鏡を外し、正面から清水の目を見つめた。

「明日は予定が詰まっているのか。残念だよ」

「え──────。はい、明日は予定が詰つまっています」

　うきうきと楽しげな様子だったはずの清水は、抑よく揚ようのない平へい坦たんな声で復唱する。瞳ひとみからは光が消えていた。

　返事を聞き、部長はすまなそうに少し頭を下げ、眼鏡を掛かけ直なおす。

「────あれっ？　すいません、ちょっとぼーっとしちゃってたみたいです」

「いやなに。構かまわないとも」

　何事もなかったように二人は会話を再開し、電車がやって来るまで楽しげに話し続けた。
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「………………部長、本気ですか？」

　翌よく日じつ。予定通りに部室へと集合した陶とう原はらは、疑うような目を部長に向けた。

　時刻は昼の二時過ぎ。暑さのピークを迎える時間帯だが、曇くもっているためほどほどに気温は抑おさえられている。だというのに、陶原の表情は天てん候こうと同じくすっきりしていなかった。

「ああ。ただ昨日の後片付けをするのではなく、ついでに部室の大おお掃そう除じをしてしまおうじゃないか」

　確かく認にんを求める陶原に、部長は朗ほがらかに告げる。

「昨日も思ったんだけど、朝市の準じゆん備びをしたとき篭かごとかを探さがすの大変だっただろう。いい機会だと思わないかい？」

「……なるほど。それはいいアイディアですね」

　賛同しながら、しかし陶原の目は冷ややかだった。

「──こんな集合状じよう況きようでなければですけど」

　付け足された言葉に、部長の笑みが一いつ瞬しゆん止まる。

　本来、今日の片付けは正式な園芸部員プラス夜音と清水の五人で行われるはずだった。しかし今集まっているのは、陶とう原はらと部長の他には夜よる音ねだけ。

「他の二人はどうしたんですか？」

「広ひろ野の君には大事を取って休んでもらうことにしたよ。酒を吞のませてしまったお詫わびという意味でもね。清水しみず君は誘さそってみたんだけど、元々予定が入っていたそうだ」

「そうですか。まあ仕方ないですね」

　急な予定変へん更こうだったのだから、来られなくても無理はない。

「じゃあそういうことで、今日は昨日決めた通り片かた付づけだけで解かい散さんしましょうよ」

　部室の大おお掃そう除じというアイディア自体には賛さん成せいしているのだが、面子めんつが悪かった。なにしろ吸きゆう血けつ鬼き二人と陶原という構こう成せいだ。部長と夜音が接せつ触しよくする機会も増ふえてしまいそうで、どう考えても好ましくない。

　そうでなくとも土日は勉強をする絶ぜつ好こうの機会なのだ。昨日は帰ってからも全然集中できなかったし、無む駄だな時間を過ごしている余よ裕ゆうはない。

「いや。せっかくだしやってしまおう。元々ただの物置みたいな場所だから、五人で昼食を取るには手て狭ぜまだと前々から思っていたんだ。今日を逃のがすと来週まで先送りになってしまうし、梅つ雨ゆが本格化する前に済すませておいた方がいいだろう」

　けれど部長はあっさりと言う。なぜそこまで執しゆう着ちやくするのは分からなかったが、意地になっているわけではなさそうだった。

「……ですね」

　部長は普ふ段だん、あまり自分から会話に入ってはこないが、仮みたいなものとはいえ部員が増ふえたのをやはり喜んでいたのだろう。

「俺も手伝います。──夜音は帰っていいぞ。正式な部員ってわけじゃないんだし」

　黙だまって成り行きを見守っていた夜音に言うと、部長もそれに同意した。

「そうだね。夜音君は昨日も疲つかれていたようだし、帰って休むといい。私と陶原君の二人でやっておくから、気にすることはないよ。私達二人に任まかせておきなさい。二人に」

　部長の正体を気づかれないようにするためにもその方がいい。部長の声に陶原はこくこくと頷くのだが、

「──いえ。帰りません」

　その思いをよそに、部長を睨にらむようにして夜音は言うのだった。
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「部長！　それは俺が運びますから、もっと軽いの運んで下さい！」

「うん？　これくらいは平気だよ。…………今日は曇くもりだから、日光対たい策さくのクリームは塗ぬってないんだ」

「そうなんですか？　……いや、でもいいですから。はい、これをお願いします！」

　部長から腐ふ葉よう土どを奪うばい、プラスチック製のプランターを押おしつけた。

　基本的に活動場所が野外となる園芸部にとって、部室とは本来物置でしかない場所だ。袋ふくろに入った土や肥ひ料りよう、シャベルや鍬くわ、使っていない鉢はちやじょうろの類が山と積まれており、まずは手分けしてそれを運び出す。単たん純じゆんな力作業のため何も考えずにできるはずなのに、陶とう原はらはまたもはらはらさせられていた。

　太陽が出ていないということもあり、部長は大おお掃そう除じに備そなえてスキンケアクリームを塗ぬっていなかったのだ。能のう力りよくを制せい限げんされず、重い物を運ぼうとしてくれるのはありがたいのだが、陶原は夜よる音ねに吸きゆう血けつ鬼きだとばれるのではないかと心配で、ほとんど働けていなかった。

　それでも順調に作業が進んだのは、意外にも夜音が率そつ先せんして重い物を運んでくれたからだった。夜音が吸血鬼だと隠かくす必要はないので、陶原はその分も部長の動向に集中することができた。

　もっとも、もし隠さないといけない状じよう況きようだったとしても心配はいらなかったかもしれない。陶原ですら人間と同じ程てい度どの筋きん力りよくしかないのではないかと信じてしまうくらい、荷物を運ぶ夜音の大変そうな演えん技ぎは完かん璧ぺきだった。




　荷物を全部運び出し終え部室内の掃そう除じを開始する段だんになって、もう大だい丈じよう夫ぶだろうと陶原はようやく気を抜ぬいていた。

「ああそうじゃないぞ、箒ほうきっていうのはもっと丁てい寧ねいに扱あつかうんだ。隅すみっこから順番に、埃ほこりが立たないようにな。埃が舞まうとマスクしてても目に入る危き険けん性せいがあるし。……ほら、だから雑に扱うなって！」

　……ただし、違ちがう意味でまた気を張はることになったのだけれど。

　がらんどうになった部室は、いつの頃ころから堆たい積せきしていたのかも分からない汚よごれを奥おくに隠かくし持もっていたのだ。健康のためにも見み逃のがすことはできず、掃除魂だましいに火の点いた陶原は夜音の動作の一つ一つに注文をつけていた。

「……うるさいですね。私の勝手でしょう」

　舌した打うちして応おうじる夜音は、制服ではなくジャージ姿すがただ。

　汚れてしまっては大変だろうと陶原が用意していたのだ。小学生の頃ころに着ていたもので、サイズはぴったりだった。

「このような雑ざつ務む、本来ならこの私がするようなことではないんです。手を貸してあげるだけでも感かん謝しやしなさい」

「お前のやり方じゃ邪魔にしかならないんだよ！」

　ふん、と夜音は胸むねを反そらす。注意したのにへこむどころか威い張ばられてしまい、陶原はどうしたものかと頭を搔かいた。

　部室にあった箒ほうきは二本だけだったので、掃はき掃そう除じを始める前に夜よる音ねには休んでいるよう伝えた。最初は従したがっていたくせに、陶とう原はらが部長と部室へ入ると夜音は急に気を変えたのだ。部長から箒を奪うばい、率そつ先せんして床ゆかを掃き出したのだが──

「そのやり方じゃ駄だ目めだってさっきも言っただろ。やっぱり部長と交代しろって」

　何が気に入らないのか、夜音は舌した打うちすると先ほどまでよりさらに力ちから任まかせに箒を動かした。

「ほら。俺と部長の二人に任せて、お前は外で休んでろよ」

　夜音は性格的に掃除に向いていない。箒を摑つかんで取り上げようとするが、

「放しなさい。この私に命令できるとでも思っているんですか！」

　夜音も負けてはいない。傍かたわらで成り行きを見守っていた部長を一ひと睨にらみするとむきになって力を込め、そのまま強引に掃き掃除を続けようとする。

「二人とも、少しは落ち着きなさい」

　部長がとりなすのだが、こうなっては夜音だけでなく陶原も聞こうとしない。両者の間で箒の取り合いになり、

「きゃっ！」

「うおっ！」

　がしゃんと澄すんだ破は砕さい音おんが響ひびく。勢いきおいよく振られていた箒の先せん端たんが窓まどに叩たたき付つけられ、ガラスが割れていた。

「──あ……っ」

「──しまった…………」

　さすがに冷静になり、陶原は箒から手を放す。夜音も力を抜ぬいたようだった。

「怪け我がはなかったかい？　ほら、こんなことにならないように、仲良くしないと駄だ目めだよ」

　しかし顔を見合わせた陶原と夜音は、同時にふんっ、と顔を背そむける。

「私は悪くありません」

「俺は悪くないですよ」

　声を揃そろえてそう言うと、夜音は舌打ちを、陶原は歯は軋ぎしりを繰くり返かえす。どちらも譲ゆずる様子を見せず、ギスギスした空気の中で作業は再さい開かいされた。
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（ええい、苛いら々いらします！）

　午後の五時を少し過ぎた頃ころに大掃除は終了し、体育館の更こう衣い室しつを借りて着替えを行いながら、夜音は胸むねの苛立ちを抑おさえきれずにいた。

（何なんですか！　あの態たい度どは！）

　怒いかりの向けられる対たい象しようは、言うまでもなく陶原だった。

（ブチョウのことばかり気にして、この私を放置するなんて！）

　陶とう原はらと夜よる音ね、部長の三人で大おお掃そう除じをすると決まった時から、陶原は部長の方を向きっぱなしだった。部長には重い荷物を運ばせず、持とうとしただけで代わっていたのに、夜音が同じ重さの物を運んでいるのを見ても、何も言わなかった。

（人間には大変だというのは分かりますが、私も同じ条件だったのに……）

　夜音は雲が晴れた時に備そなえ、スキンケアクリームを塗ぬっていた。筋きん力りよくが低下した条件で働いたおかげで、陶原がただの人間に過ぎない部長に気を遣つかう気持ちが体感できた。理り解かいしたはずなのだが、何な故ぜか夜音は納なつ得とくいかなかった。

（せっかく清水しみずは休みだというのに、何かにつけて二人きりになろうとするし。いったい何を考えているんでしょうか…………！）

　それだけでなく、陶原は昨日からどこかよそよそしい態たい度どを取るようになった。距きよ離りを測はかっているようなその様子がとにかく気に入らない。

（学校に来るというから、成せい果かを見せてやろうと一いち応おう用意していたというのに…………）

　制服の下に予あらかじめ着込んでいた、通気性の悪いもう一枚の衣類に軽く触ふれ、夜音は頰ほおを膨ふくらませる。一いつ瞬しゆんだけしゅんとするが、溢あふれる苛いら立だちに押おし流ながされていった。

（正体を隠かくすため、この私のためにこそ働くべきでしょう！）

　吸きゆう血けつ鬼きに対する忠ちゆう誠せい心しんというものを、一度きっちり教育する必要がある。陶原が泣きを入れるまで血を吸すってやろうと決め、夜音は暗く笑いながら丁てい寧ねいにジャージを畳たたんだ。




「…………？」

　着替えを済すませた夜音が体育館を出ると、そこには何故か部長が立っていた。陶原の姿すがたはなく、まるで夜音を待っていたかのように仁に王おう立だちしている。

「陶原はどこへ行きました？」

　もしや危き険けんを察さつして隠れでもしたか。夜音が部室の方へ向かおうとすると、

「君を行かせるわけにはいかないんだ。夜音君」

　さっと手を広げ、部長が立たち塞ふさがった。

「陶原君と関わるのは、やめてくれないかい？」

「……………………今、何と言いましたか」

「君を陶原君と会わせるつもりはないと言ったんだよ。聞こえなかったのかな」

　表情を引ひき締しめ、はっきりと繰くり返かえす。夜音は足を止め、ぎろりと部長を睨にらんだ。

「──調子に乗るのもいい加か減げんにしなさい。この人間風ふ情ぜいが」

　陶原とともに、立場を思い知らせてやろう。夜音は正体を隠すのを止め、誇こ示じするように長い牙きばを剝むき出だしにする。

　しかし──

「そういうわけにはいかないな」

　平然として部長は薄うすく唇くちびるを吊つり上あげた。その口元には、同じく人間にはあり得ない長さの牙きばが覗のぞいている。

「貴方あなたは──！」

「きちんと自じ己こ紹しよう介かいをしたことはなかったね。私の名はファットブルーム。マレインと血で連なる者にして、君と同じく闇やみに生きる存そん在ざいだ」

　淡たん々たんと告げ、眼鏡を外す。

「つまり、私も吸きゆう血けつ鬼きなんだよ」

　瞬しゆん間かん、地面から伸のびた闇が体に絡からみつき、夜よる音ねは身動きを封ふうじられた。










　　　　　　　　　　五章




　二人が対たい峙じすることになる少し前。

（何だってんだよ、あいつ…………）

　大おお掃そう除じが終わった部室で、陶とう原はらは悪あく態たいをついていた。

　夜よる音ねが着き替がえのために更こう衣い室しつへ向かったばかりのため、いるのは陶原と部長のみ。すっきりと片かたづいた部へ屋やにいながら、陶原の顔は清せい々せいとはしていなかった。

　掃除の時の、夜音の態たい度どがいちいちひっかかっていたのだ。

　何が気に入らないのか、夜音は掃除の最中ずっと苛いら々いらしている様子だった。偶ぐう然ぜんを装よそおい……いや露ろ骨こつに何度も箒ほうきで突つつかれ、すれ違ちがう際さいに足を踏ふまれたりした。

（誰だれのために苦労してると思ってんだよ……！）

　ガムテープを貼はって、応おう急きゆう処しよ置ちを施ほどこした割れた窓まどを睨にらむ。

　掃除は健康のためであり、つまりは血を美お味いしくするためだ。夜音にとっては有ゆう益えきな行動のはずなのに、邪じや魔まをしてどうする。

（正体がばれないようにも気を遣つかわないといけないのに………………って、あれ？）

　その時陶原は、理論の破は綻たんにはたと気づく。

　夜音の正体がばれないように気を遣うこと。これは普ふ段だんからの陶原の基本行動だ。しかし、よく考えれば今日の行動はその逆ぎやくだった。

（夜音がじゃなくて、夜音にばれないように気を配っていた………………）

　部長が吸血鬼であること。確たしかに隠すと部長に約束はしたのだが、それは夜音の目的を妨ぼう害がいすることに違いはないのだ。

（…………俺は、何のためにそんなことを………………）

　それは無む意い識しきのうちにずっと考えないようにしていたことだった。思考の深みに陥おちいろうとしていた時、

「なあ陶原君。一つ訊きいてもいいかい？」

　部長から声を掛かけられ、陶原は現実へと復帰した。顔を向けると、部長は腕うでを組み、複雑そうな表情をしている。

「もしかして、陶原君と夜音君は付き合っていないのかな？」

「ぶはっっっ！」

　唐とう突とつな質問に咽むせ、咳せきを繰くり返かえした陶原は呼こ吸きゆうも整わないまま、

「と、当然じゃないですか！　そんなことあり得ないでしょう！」

　大声を張はり上あげ否ひ定ていする。その顔は真っ赤に染そまっていた。

「どうして俺が夜音なんかと付き合うことになるんです。部長は目がおかしいんじゃありませんか？　そんな馬鹿な勘かん違ちがいをするのは部長だけですよ。ええ。ただ、あくまで参さん考こうとしてですが、どうしてそう思ったのか聞いておきましょうかね」

　胸むねの前でごちゃごちゃと指を遊ばせながら、早口で言う。挙きよ動どう不ふ審しんな陶とう原はらに部長は少し驚おどろいた様子で話を続けた。

「陶原君の体には夜よる音ね君の匂においが染しみついているからね。吸きゆう血けつ鬼きだという記き憶おくも失っていないようだし。吸血鬼と人間がそういう関係にある場合、何かしらの契けい約やくを結んでいるか、恋人同士だということが多いんだよ」

「そうなんですか？」

「ああ。それに、君の体から吸血鬼の気配が感じられるようになってから君は毎日楽しそうだった。夜音君が学校に通うようになってからは、さらにね。以前は僧そう侶りよのような生活にどこか痛いた々いたしさを感じていたんだが、そんな余よ裕ゆうのなさも消えてしまった。だからきっと、二人は付き合っているんだと私は思っていたんだが……」

「と、とんでもない間ま違ちがいですね」

　盛さかんに目を泳がせながら、陶原は顰しかめっ面つらを作る。

「あいつはその、俺の血だけが目的なんですよ。部長も知っていると思いますけど、俺は修しゆ行ぎよう僧そうと噂うわさされるほど健康に気を遣つかってますから、血が美お味いしいんです。ただそれだけですよ」

　喋しやべりながら自分の言葉に説得されるように、陶原はすっと真顔へと戻もどっていった。

（本当に、それだけだもんな………………）

　それが陶原と夜音の関係だ。分かり切ったことなのに、それを口にするのは何な故ぜか胸に空くう虚きよな穴あなが開くようだった。その穴を埋うめるように、誇ほこらしげに胸むねを張はる。

「まあただ吸われるだけでなく、俺も脅おど──────っ！」

　脅して命令している、と言いかけ、直前で思おもい留とどまり言葉を止めた。

　部長は夜音と同じ吸血鬼なのだ。血を餌えさにこき使っているというのは、陶原にとっては本願だが、イメージは悪い。それを知った部長ははたしてどう思うか。

「おど？」

　小首を傾かしげて促うながす部長に、

「おど……、脅され、てるんです」

　代わりに口から出たのは、噓うその言葉だった。

「俺は嫌いやだって言ってるんですけど、力ずくで強引に血を吸われてまして」

　真実を告げてしまっては夜音と部長が打うち解とけ、夜音が学校を去ってしまいかねない。それでは困こまるのだ。

（血が元に戻るまでは傍そばに…………いるみたいだったな。部長と闘たたかわれたら…………ってのも大だい丈じよう夫ぶか。本当は夜音、凶きよう暴ぼうじゃないし。……………………まあとにかく、駄だ目めなんだよ！）

　自分でもよく分からないが、夜よる音ねが学校を去ってしまうのはとにかく困こまる。

「俺も本当はただで血を飲ませるなんて嫌いやなんですよ？　嫌なんですけど、力じゃ敵かなわないですから。無理矢理に吸すわれても諦あきらめるしかないというか、そんな感じです」

　噓うそを吐ついた理由を具体的には説明できず、陶とう原はらが適てき当とうに言葉を重ねていると、部長は唸うなるように息を吐はいた。

「──やっぱりそうだったのか…………」

「はい──……ん？　やっぱりってどういうことですか？」

　意外に思った陶原が問うと、部長は軽く頷うなずき口を開く。

「昨日の君達の様子を見て、そう思ったんだ。ぎくしゃくとして、とても相思相愛には思えないってね。今日はそれを確たしかめるために呼よび出だしたんだよ」

「ってことは大おお掃そう除じはただの口実ですか？　もしかして広ひろ野のと清水しみずが来てないのも？」

「大掃除が必要だと思ってはいたよ。思ってはいたんだが……」

　残念そうに部長は言うが、陶原の言葉を否ひ定ていしなかった。

「…………それにしても脅おどされている、か。人間じゃ吸きゆう血けつ鬼きには敵わないし、困こまっているんだろうね？」

「ええ。何と言うか、困ってます」

　真しん摯しな目で瞳ひとみの奥おくを捉とらえられ、陶原は軽い調子で噓に噓を重ねてしまう。

「そうか────。前にも言ったように、本当なら黙だまっているつもりだったんだが…………。私がこうして人間のように生活している理由を、まだ話していなかったね」

　部長は顎あごに手を当て、重々しく言葉を吐き出す。その眼まな差ざしは真剣で、陶原は思わずいずまいを正した。

「私のこの体は、高校三年生で時が止まっている。十八の時に人間としての私は死んで、吸血鬼に生まれ変わったんだ」

　部長はそこまで言うと、どう反はん応のうしていいか分からない陶原に、ふっと微ほほ笑えんだ。

「すまない。ただ語りたい気分になったんだ。聞いてもらえるかな？　……そうして吸血鬼になった私は、とにかく喜んだよ。受験からは解かい放ほうされ、何をしても自由になったんだ。あくせく働く必要はないし、一日中好きに過ごしても誰だれにも咎とがめられない。暗あん示じと念動力を使えば欲しい物は何だって簡かん単たんに手に入ったし、血だって一方的に飲み放題だ」

　今の部長からは想そう像ぞうできない、堕だ落らくした願望の実現。しかしそう思うのは、陶原が人間だからだろう。

　夜音だって、かつての部長と全く同じ感覚で生きているのだ。

「不老不死になったのだから、時間を気にする必要もなかった。何年……何十年遊びほうけたかな。でもそんなことを続けていたある日、人間だった頃ころの友人に出会ったんだ」

「友人……ですか？」

「ああ。彼女は主婦となって、三人の子供を儲もうけていた」

　部長は眼鏡を外し、きゅっきゅっとレンズを拭ふいた。

「それから私は、他の友人や同級生の姿すがたを見て回ったよ。ほとんどが結婚し、家庭を築きずいていた。会社の社長になったやつもいたし、芸能人として今も有名なやつもいる。誰だれもが成功していたわけではないけど、それでもみんな、自分の力で精せい一いつ杯ぱい生きていた」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

「何も持っていないのは、私だけだったんだ」

「部長…………」

　再ふたたび眼鏡を掛かけて俯うつむく部長に、陶とう原はらには掛ける言葉を見つけられなかった。

　その時の部長の気持ちは、陶原には想そう像ぞうすることしかできない。分かったつもりにしかなれないが、少しだけ共感めいたものを感じたのも事実だった。

　陶原がこの先このままの生活を続けられたとして、残るのは健康だけだ。十年後二十年後に友人と再さい会かいすれば、部長と同じことを考えてしまうのかもしれない。

　一つだけ違うのは、陶原はそれを自ら望んでいるということ。

　ただ、それだけだ。

「……それから私は、人間としての生活を取とり戻もどすことにした」

　きっと顔を上げ、続ける声は力強かった。

「私は人間だった頃ころ、小学校の教師になりたかったんだ。それを実現するために、まずは大学に行く。身分を偽いつわるのではなく、本物の教員免めん許きよを手に入れるためにね。吸きゆう血けつ鬼きの能のう力りよくを使って、暗あん示じを使って試験をパスしたことにするのではなく、自分自身の力で勉強して、だ。そのために、投げ出した高校生活からやり直しているんだよ」

　話を聞きながら、陶原は部長の部屋を思い出していた。今の質しつ素そな生活は、それが『人間としての部長』ができる精一杯なのだろう。

「そうだったんですね…………」

「ああ。まずは大学でお気楽なサークルに入って、明るく楽しい刹せつ那な的てきな生活を送るんだ」

「…………はい？」

　聞きき間ま違ちがいでもしただろうか。思わず問い返す陶原だったが、部長は硬かたい決意の表情のまま、

「闇やみにこもって一人悦えつに入るのではなく、集団で馬鹿騒さわぎしてみせるよ」

「いやいや。そんなのだったら吸血鬼のままでもできるでしょう。人間らしく生きるんじゃないんですか？」

「何を言ってるんだ、陶原君。それが大学生活というものだろう？　この上なく人間らしいじゃないか」

　若いな、と言いたげに苦笑する。

「……まあ、そうかもしれませんけど………………」

　何な故ぜだろう。部長への尊そん敬けいの念がどんどん消えていく陶とう原はらだった。

（……つーか、一いつ瞬しゆんでも尊敬して損そんした）

　微び妙みように表情の歪ゆがむ陶原に構かまわず、部長は続けた。

「言わば吸きゆう血けつ鬼きを否ひ定ていする生き方だ。同族、特に純じゆん血けつの吸血鬼に知られては、何をされるかわからないからね。ギリギリまで血を吸すわず、気配を消し正体をひた隠かくしにして今まで暮くらしてきたんだ。私にとって夜よる音ね君は、特に正体を知られてはいけない存そん在ざいなんだよ」

「…………なるほど」

　せっかく吸血鬼になりながら、人間に戻もどりたいと言っているのだ。プライドの高い吸血鬼なら許ゆるせるはずもないだろう。

「つまりあれですか。いきなりそんな話をしたのは、夜音には部長のことを話すなってことなんですよね？　了りよう解かいです。絶ぜつ対たい言いません」

「いや違ちがう。その逆ぎやくだよ」

　勝手に納なつ得とくしていた陶原は、その言葉にきょとんと首を傾かしげる。

「逆……？　どういうことです？」

「私は今から、夜音君に正体を伝えてこようと思っているんだ」

「へえ………………って、ええっ！」

　陶原はぎょっとして、部長の顔をまじまじと見つめる。部長もまた、眼鏡の奥おくから陶原の目を、しっかりと見返した。

「心配しなくていい。君のことはきっと助けてみせるよ、陶原君」

「……………………はい？」

　陶原の口から、間の抜ぬけた声が漏もれる。

「健康に拘こだわった血を、無理矢理夜音君に吸われているんだろう。そんな理り不ふ尽じんな状じよう況きようから、君を解かい放ほうしてみせると言ったんだよ」

　得心の行った陶原は、さっと顔色を青くした。

「…………………………いやいやいやいやいや！　そんなことしないでいいですから！」

「遠えん慮りよしなくてもいい。私は吸血鬼だけど、人間の気持ちも分かるからね」

「えっとあの！　そうじゃなくてですね！」

　激はげしく拒きよ絶ぜつする陶原だったが、部長はそれを気き兼がねしていると判はん断だんしたのだろう。取り合おうとせず、力強く微ほほ笑えむ。

（あ、あれ？　どうしてこんな流れになってんだ？）

　話の軌き道どうを修しゆう正せいしようと、陶原はしどろもどろに言葉を繫つなぐ。

「で、でもですよ。部長はほら、人間として生きるって決めてるじゃないですか。だったらどうして？　無む駄だになっちゃいますよ」

　脅おどされているというのは噓うそなのだ。陶原はどうにかして撤てつ回かいさせようとするのだが、

「決めたからこそだよ」

　部長はそれを聞き入れない。

「私が人間として生きると決めたのは、自分らしくありたいと願ったからなんだ。ここで君を見捨てては私らしくないし、そんな生き方など私は望まない……っ!!」

　断だん言げんする姿すがたは自衛隊員募ぼ集しゆうのポスターに使えそうなほど、りりしく頼たより甲が斐いがあった。

「だから安心して、私に任まかせてくれたまえ」

「任されなくてもいいですから！」

　部長の本気が伝わり、陶とう原はらは青くなる。夜よる音ねが陶原の血を吸すわないと決めたら、困こまるのは陶原の方なのだ。

　どうにかできないものかと必死で頭を働かせる。

「そ、そうだ部長！　部長は滅めつ多たに血を吸わないんですよね？　だったら弱ってるし、そんなんじゃ夜音には勝てっこないですよ！　だから俺のために無茶しないで下さい！」

「そう……。問題はそこなんだよ」

　部長の顔が曇くもると、陶原は顔を輝かがやかせた。

「だからほら、止めときましょう！　俺のことなら気にしなくていいですから！」

　何が何でも思いとどませてみせると全力を注ぐが、部長の部員に対する責任感の強さは陶原の予想以上だった。

「大だい丈じよう夫ぶ、手がないわけじゃないんだ。夜音君は現在クリームで力を封ふうじた状じよう態たいにあるからね。私でもどうにかなるだろう」

「……そうなんですか？」

「ああ。そしてだね、君に一つお願いがあるんだ」

　部長はずいっと陶原へ一歩近づく。

「お願い……、ですか？」

「守ると言っておきながらこんなことを言うのは恥はずかしいんだが、実は、君の血を吸わせて欲しいんだ」

「はい………………はいっ!?」

　部長はごほんと咳せき払ばらい。

「陶原君の指し摘てき通り、私はギリギリまで血を吸わないため常つねに弱った状態にある。特に夜音君が学校に現れてからは警けい戒かいして一度も吸っていなくてね。不老不死を保つのが精せい一いつ杯ぱいで、正直なところ能のう力りよくを封じた夜音君にも勝てるか微び妙みようなんだ」

「じゃあ諦あきらめ──」

「そこで、陶原君の血を吸わせて欲しい。ある程てい度ど能力を発はつ揮きできるくらいまで回復すれば、負ける理由はなくなるからね」

　この期ごに及およんでまだ諦めずに制止しようと足あ搔がく陶原に、部長は確かつ固こたる意い志しを持って告げる。……もう、駄だ目めなのかもしれない。

（やっぱり『脅おどされてるってのは噓うそでした！』って言うしかないのか？）

　根本的なところですれ違ちがっているため、どうすることもできない。迷まよう陶とう原はらの肩かたを、部長はがっしりと摑つかむ。

「量に関しては心配しなくていい。ほんの一口二口だけだよ。陶原君は私好みの血の持ち主ではないからね。私が好むのは、小学生の男子の血だ。残念ながら、陶原君では年を取り過ぎている」

　告げられたのは違う意味で安心できない言葉だった。

「…………確たしか、部長は小学校の教師になりたいんですよね？　それでその好みですか……？」

　妙みように引っかかる、嫌いやな符ふ合ごうだ。陶原が胡う散さん臭くさそうに見つめると、部長は心外だとばかりにぱたぱたと両手を振ふった。

「な、何かヘンな勘かん違ちがいをしていないかい？　私が半ズボンの似に合あう男の子の血を好むのは、味が透すき通とおるように純じゆん粋すいだからで、他意は少ししかないよ」

「あるんじゃないですか！　がっかりですよもう！」

　守るという発言を含ふくめ、部長の全てが台無しになった気がした。

　真ま面じ目めに考えるのが馬鹿らしくなり、陶原はがっくりと肩かたを落とす。もう正直に夜よる音ねのことを言ってしまうのが一番だと、

「………………、……！　……………………！」

　打ち明けようとした言葉は声にならず、鼻から抜ぬけるのみだった。金かな縛しばりに遭あったように口だけでなく身体全体が動いてくれない。息はできるので窒ちつ息そくの心配はないが、他に自由が利きくのは目だけ。

　この金縛りには覚えがあった。口まで動かないのは違っているが、部長の部へ屋やでされたのと同じ吸きゆう血けつ鬼きの能のう力りよくだろう。

（どういうことなんですか！　説明して下さい！）

　陶原はその目だけを動かし、必死に部長の真意を探さぐる。いつの間にか眼鏡を外していた部長は、分かっていると言わんばかりに頷うなずいた。

「すまないね。本当はきちんと納なつ得とくしてもらってから血を吸いたかったんだが、もう時間がなさそうだ。夜音君が着替えを終わらせ、部室に帰ってくる前に準じゆん備びを終わらせなくては」

　来るべき対決に気き負おっているのか、酷ひどく真しん剣けんな表情で、

「ここで争うと君を巻まき込こんでしまう。…………あー、それを避さけるためであって、味の好みについてこれ以上追つい及きゆうされるのを避けるためじゃないからね」

　余よ計けいなことを付け加えた。

「ではそういうことで、少しだけ血を吸わせてもらうよ」

　陶原の体が勝手に動き、首くび筋すじではなく左手が部長へと差し出された。

（…………？）

　何か言いたげな陶とう原はらの視し線せんに気づいた部長は、ああ、と説明する。

「夜よる音ね君はどうやら首くび筋すじが好みのようだけど、私の場合は左手の人差し指なんだ。少し痛いたむが我が慢まんしてくれ」

　陶原の左手を握にぎり、すっと目を伏ふせ、ちゅ、と優やさしく人差し指を咥くわえた。

「…………！」

　同時に牙きばが指先を甘く嚙かみ、傷きずを作る。血を吸われていく感覚を味わいながら、傷の痛みと唇くちびるの感かん触しよく、どちらのせいで心しん臓ぞうが激はげしく反はん応のうしているのか陶原は自分でも分からなかった。

（血を吸ってる時って、こんな感じなのか…………）

　今までに何度も血を吸われているが、夜音の場合は一度を除のぞき全て背はい後ごからだ。例外だった一回も、至し近きん距きよ離り過ぎてどんな顔をしているのかを見ることはできなかった。

　しかし部長の好みの場所は指。陶原の目の前で血を吸っている。

（目を…………、目を逸そらせよ俺っ……！）

　血を吸う部長の顔は、一言で言えば色っぽかった。瞳ひとみはうっとりと細められ、指を咥える唇はあくまで柔やわらかく、部長の全ての意い識しきが陶原の指先にに集中していた。
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　どうしても視線を外せず、心臓の鼓こ動どうはばくばくと激はげし過ぎて痛いほどだった。金かな縛しばりになっていなければ、途と中ちゆうで倒たおれてしまっていただろう。

「……………………ふう」

　やがて満足したのか、部長は陶とう原はらの指から口を離はなし、吸きゆう血けつを終えた。

　一歩後ろに下がり、紅こう潮ちようした頰ほおに手の甲こうを当てる。感かん嘆たんのため息を漏もらし、名残なごり惜おしそうに陶原の指を見つめた。

「……いや、素す晴ばらしかったよ。さすがは夜よる音ね君が執しゆう着ちやくを見せる血だね。納なつ得とくした。今までに飲んだ血の中で、一番美お味いしかったかもしれない。高校二年生とは思えないくらい、驚おどろくほどピュアな味だったよ」

（悪かったですね！）

　褒ほめられたはずなのに、全然そんな気がしない。陶原は元々赤かった顔をさらに憤ふん慨がいさせていたが、部長がドアに向かうのを見て、一いつ瞬しゆんで怒いかりを忘わすれる。

「おかげで力が湧わいてきた。これで夜音君にも勝てそうだよ」

　行くなと訴うつたえようとも、未だに体は動かず喋しやべることはできない。陶原の思いは伝わることなく、

「…………！　…………、……！」

「ああその通り。次に会う時には、夜音君の脅きよう威いは消え去っているとも」

　部長は力強く頷うなずくのだった。

（違ちがいます！　そうじゃなくて！）

　それでも陶原は何とか目で伝えようとするのだが、背せを向け決して振ふり返かえらない部長には、それも叶かなわない。

「金かな縛しばりはそのうち解とけるけど、この部室にも私以外誰だれも出入りできないよう術じゆつを掛かけておくし、君はここにこもっていたまえ」

「………………、…………！」

「じゃあ………………、行ってくるよ！」

　必死の声は言葉にならず、部長は片かた手てを挙あげ、颯さつ爽そうと部室を出て行く。

　結局噓うそを訂てい正せいすることはできず、事じ態たいは陶原の手を離はなれてしまった。
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　たとえ授業のない土日であろうとも、学校という場所は無人にはならない。

　六月も半ばに入れば夕方五時過ぎでもまだ明るい空の下、部活に励はげむ生徒が校庭に溢あふれている。現に大おお掃そう除じを終え夜音が着替えに行く前まではそうだったはずなのだが、今では人っ子一人見当たらない。

　そんな校庭の片かた隅すみで、夜音は拘こう束そくされていた。

「まさか貴方あなたが吸きゆう血けつ鬼きだとは思いませんでした。ブチョウ……いえ、ファットブルームと言いましたか」

　夜よる音ねを捕つかまえているのは、部長が土を媒ばい介かいとして生み出した闇やみ色いろの蔦つただった。その蔦が植物のように両りよう腕うでごと夜音の胴どう体たいに巻まきつき、動きを束そく縛ばくしている。つま先を伸のばしても届とどかない高さに宙づりにされているため、抵てい抗こうはできない。

「こうして目の前にいても信じられません。捜さがしていた吸きゆう血けつ鬼きが、これほどまで力の弱い小物だったとはね」

　けれど夜音は慌あわてる様子を見せず、部長に向かい見下すように笑った。

　夜音の目から見て、部長にはほとんど力は感じられなかった。吸血鬼であることは間ま違ちがいないが、信じられないほどにその気配は薄うすい。

「……強がるのはそれくらいにしたまえ。確たしかに私は弱いが、今の君よりは強い。違ちがうかい？」

「────くっ……」

　しかし余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさない部長に図星を突つかれ、夜音は舌した打うちする。

　学校へ潜せん入にゆうするために身につけているコンタクトレンズやスキンケアクリームは、太陽への耐たい性せいを得られる代わりに吸血鬼としての力を抑おさえてしまう。今の夜音は普ふ通つうの人間と大差ない状じよう態たいだった。

　力ずくで束そく縛ばくから逃のがれることは叶かなわない。

「心配しなくてもいい。要求さえ吞のんでもらえれば、危き害がいを与えるつもりはないさ」

　それでも睨にらむのを止めない夜音に、部長は優やさしく語りかける。

「金こん輪りん際ざい、陶とう原はら君の血を吸すわないで欲しい。それさえ約やく束そくすれば、すぐにでも解かい放ほうしよう」

「ふざけないで下さい」

　答えは即そく答とうだった。

「そんなこと貴方あなたには関係ないでしょう。私が誰だれの血を吸おうと私の勝手です」

「いやまあ、それも分かるんだがね」

　吸きゆう血けつ鬼きにとって、血を吸うというのは何よりも重要な行こう為いだ。嗜し好こう、思想が直で現れるものであり、他人の吸血に口出しすることほど野や暮ぼなものはない。

　部長もそれはよく理り解かいしているのだろう。しかし、ばつが悪そうに苦笑を漏もらすだけで引き下がりはしなかった。

「相手が陶原君なら話は別だ。互たがいに了りよう解かいの上で血を吸っているならともかく、大切な部員を脅おどして、強ごう引いんに吸っているのを見み逃のがすわけにはいかない」

「はあ？　何を言っているんですか！」

「──うん？　陶原君はそう言っていたんだけど、違うのかい？」

「それはっ……、その………………」

　憤ふん慨がいしていた夜音は、急に言葉に詰つまって口ごもる。

　部長の言っていることは間ま違ちがっている。完全に間違っているのだが、それを指し摘てきすることはできなかった。

（脅おどしているのではなく脅されているだなんて、言えるものですか！）

　現在は味が落ちているため成立していないが、夜よる音ねは陶とう原はらの血を吞のむのと引き替えに、様々な命令を聞いてきた。血の味を守るためとはいえ、人間の脅しに屈くつしたなどと他の吸きゆう血けつ鬼きに知られるわけにはいかない。

　拘こう束そくされた状じよう態たいのまま、つん、と夜音は顎あごを逸そらす。

「え、ええっ。その通りです。だからどうしました」

　吸血鬼の誇ほこりに懸かけ、肯こう定ていするしかなかった。

「人間などただの餌えさに……、餌に過ぎないでしょう。貴方あなただって血を吸すっていないとは言わせませんよ」

「……まあ、そうだがね」

　半分自や棄けになりながらもあくまで尊そん大だいに冷笑する夜音に、部長は肩かたを竦すくめた。

「私も吸血鬼だ。誰だれからも血を吸うなと言うつもりはないよ。ただ、同じ学校に通う生徒を守りたいと思うのは当然だろう？　それが可愛かわいい後輩なら、なおさらだ」

　軽く息を吐つき、しっかりと夜音の目を見み据すえる。

「もう一度訊きこう。陶原君の血を吸わないと誓ちかってくれるね？」

「絶ぜつ対たいに御ご免めんです」

　睨にらむように視し線せんを返しながら、夜音はきっぱりと言い放つ。

　元々脅して吞んでいるわけではないが、陶原の血は脅してでも味わいたいと思っているのだ。

「どうしてもかい？」

「くどいですね」

「そうか……」

　頑かたくなな夜音の態たい度どに、部長はため息をついた。

「…………なら仕方がない。短い間とはいえ夜音君も部員みたいなものだったんだ。手て荒あらなまねはしたくなかったんだがね」

　傍かたわらに用意してあったものを手にして見せた。

「これを君の体にかけられたくなければ、陶原君の血を諦あきらめてもらおうか」

「──────っ！」

　それはなみなみと水の入ったじょうろだった。傾かたむけた先からシャワー状じように水が流れ、地面を濡ぬらす。よく晴れていれば虹にじがかかりそうなのどかな光景だったが、それを見た夜音は息を吞む。

　中の液体は何か特別なものというわけではない、ただの水道水だ。けれどそこに「流れる」という動きが加わると、吸血鬼にとっては硫りゆう酸さんに等しい劇げき薬やくへと変わる。

　流水は吸きゆう血けつ鬼きにとって弱点であり、その身を焼く。太陽や十じゆう字じ架かと同様に忌き避ひすべきものなのだ。

「──そんなもので、この私が屈くつすると思っているのですか」

　だというのに。夜よる音ねはそう言って、不ふ敵てきに笑う。

「何と言われようとも、私は陶とう原はらの血を諦あきらめるつもりはありません。どうぞ、やるなら早くしなさい」

「………………どうしてだい？」

　引くことのない夜音に、初めて部長の顔が曇くもる。

「どうしてそこまで陶原君の血に固こ執しつするんだ。君は力の強さからいって、純じゆん血けつの吸血鬼なんだろう？　たかが人間一人のために痛いたみに耐たえるつもりだなんて、信じられないよ」

「そんなの簡かん単たんです」

　夜音の目に、嘲あざけりの色が宿る。

「陶原の血は特別です。他に換かえの利きく味ではありませんから。──それに、貴方あなたもそれはよく分かっているんじゃないですか？」

「ど、どういう意味だい？」

　微かすかに声を震ふるわせる部長に、夜音は今まで以上に冷たく告げる。

「貴方の口から、陶原の血の匂においがします。守るだなんて言いながら、貴方こそ血を吸すいましたね」

「うっ……………………」

　それはほんの微かすかなものだったが、夜音が陶原の血を間ま違ちがうはずがない。指し摘てきを受けた部長は息を詰つまらせ、目を逸そらす。その挙きよ動どうを見み届とどけ、夜音の目はさらに鋭するどさを増ました。

　おおかた陶原の血を吸い、あまりの美び味みに驚おどろき独ひとり占じめしようと企たくらんだのだろう。しかし、そうはいくか。

「陶原の血は私だけのものです。貴方には渡わたしません」

　夜音が学校に潜せん入にゆうしていた目的は、陶原の血を隠かくれた吸血鬼に奪うばわれないためだった。心配はまさに的てき中ちゆうしたのだ。

「威い勢せいはいいが、どうしようと言うんだい？　君に選せん択たく肢しはないんだよ」

　開き直ったのか、部長は咳せき払ばらいをすると、悪びれもせずに言う。

「じょうろの水を浴びるか、陶原君の血を諦めるか。二つに一つだ。今の君は無力だということを、忘わすれないで欲しいね」

　人間で言えば、『好物の食事をこれから一生食べられない』か『全身に硫りゆう酸さんを浴びる』のどちらかを選べと迫せまっているようなものだ。強がってみたところで結局は折れるしかないと確かく信しんしているであろう部長に、

「だから早くかけなさいと言っているでしょう。何度言えば分かるんですか」

　夜よる音ねは苛いら立だつように言った。

　むしろかけないことを責せめるような口調に、部長は戸と惑まどう。動けずにいると、先に焦じれたのは夜音の方だった。

「もう結けつ構こうです。──小さ夜よ」

「お呼よびですか。お嬢様」

　次の瞬しゆん間かん。夜音の抑おさえた声に、後ろに控ひかえるようにしてメイド服の少女が姿すがたを現していた。

「な、何、どこから…………！」

「小夜、じょうろを」

　夜音は驚おどろく部長を無む視しし、指し示じを下す。瞬まばたきする間もなく、じょうろは部長から小夜の手に移うつっていた。

「そんな、馬鹿な──」

　気がつけば立場が逆ぎやく転てんし、絶ぜつ句くする部長を主しゆ従じゆうは相手にしない。小夜は主人を拘こう束そくから解かい放ほうしようと手を差し出すが、

「いえ。貴方あなたに頼たのみたいのは、そんなことではありません」

　夜音は助けを拒きよ絶ぜつする。

「では、いかが致いたしましょう」

「じょうろの水を、私に浴びせなさい」

[image: ]

「な────────っ！」

　淡たん々たんとした夜よる音ねの言葉に、最も驚おどろいたのは部長だった。

「君は自分が何を言っているのか分かっているのかい！　それがどんなに苦く痛つうか──」

　慌あわてる部長を、夜音は煩わずらわしそうに見やる。

「うるさいですよ。貴方あなたの相手もしてあげますから、少し待っていなさい。──さあ、小さ夜よ」

「────承しよう知ち致しました」

　あくまで冷静に告げる夜音に、小夜は恭うやうやしく低頭する。じょうろを高く掲かかげ、先せん端たんから流れる水を夜音の頭から浴びせかけた。

「あ、あああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　流水が夜音に触ふれた瞬しゆん間かん、激はげしい勢いきおいで彼女の全身から白い煙けむりが立たち昇のぼり、その姿が見えなくなる。ただ、絶たえ間まなく続く夜音の苦痛の声だけが響ひびいた。

「や……、止めろ、止めたまえ！　君達は何を考えているんだ！」

　次し第だいに煙に赤い色が混まじるようになり、胸むねを抉えぐる叫さけびが空気を震ふるわせる。部長はぎゅっと目を瞑つむり、自分の両手で耳を塞ふさぐ。

　同じく叫びを身に受ける小夜はぐっと歯を食いしばり、緩ゆるめることなくじょうろの水を浴びせ続けた。
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　夜音の絶ぜつ叫きようは、陶とう原はらのいる園芸部の部室にまで届とどいていた。

（何で夜音が悲鳴あげてるんだよ！　あいつは強いんじゃなかったのか!?）

　未だに金かな縛しばりは解とけず、術じゆつが解けるまでは無意味だと分かっているのに、どうにかして動けないかと全身に渾こん身しんの力を込める。

　部長が出て行ってしばらくは何の音も聞こえて来ず、争っている様子もないので、陶原は最初誤ご解かいは解けたのかと期待していた。落ち着いて話しさえすれば、陶原の言うことが噓うそだとすぐにばれるはずだし、そもそも力が弱いと自じ称しようしていた部長と夜音では勝負にならないと高を括くくってすらいた。

　吸きゆう血けつ鬼きというものを甘く見ていたのだ。

（早く、早く動けよ！　畜ちく生しよう、畜生、畜生！）

　夜音は日光対たい策さくのクリームで力が制せい限げんされている状じよう態たいらしい。考えたくはないが、部長によって一方的にやられている可か能のう性せいだってある。

　期待を完全に捨て去り、陶原は繰くり返かえし動けと念じる。けれども身体は一切反はん応のうすることなく、陶原の胸の不安は身を焼くほどに募つのっていった。
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　悲鳴と肉の焼ける臭におい。傍ぼう観かん者しやに過ぎない部長からしても悪夢でしかない時間は、実じつ際さいにはそう長く続いたわけではない。三十秒にも満たないものだったが、その場にいる全員にとって無む限げんにも感じられた。

　水が途と切ぎれてからも、誰だれ一人として動こうとしない。ぽたぽたと血混まじりの水が垂たれ落おちる音だけが、異い常じようなまでにはっきりと響ひびく。

「…………ご苦労、様でした……、小さ夜よ…………」

　凍こおりついた空気を打ち破り、まず口を開いたのは夜よる音ねだった。

「……あとはもう……、結けつ構こうです。貴方あなたは下がっ…………、下がっていなさい」

「しかしお嬢様──」

　途切れ途切れの言葉に、小夜は反論しようとするが、

「下がりなさい。小夜」

「──承しよう知ち致いたしました」

　静かに、しかし強い意志を持って名を呼ばれ、引き下がる。深々と一礼すると、指し示じに従したがいすっと姿すがたを消した。

「さて、お待たせしましたね。ファットブルーム」

「──────！」

　身動きできず、ただ見ていることしかできていなかった部長は吸きゆう血けつ鬼きとしての名を呼よばれ、過か剰じようなほどに反はん応のうした。びくっと身を震ふるわせ、ぼろ雑ぞう巾きんのように宙づりになった夜音を見上げる。

「き、君はいったい何を考えているんだ」

　その目には、理り解かいできないものへの畏おそれが滲にじんでいた。

　手足からは未だに煙けむりが立たち昇のぼっている。日光を避さけるため夜音の肌はだの露ろ出しゆつは少ないが、その制服の下がどうなっているのか想そう像ぞうしたくもなかった。

「何を？　貴方こそ何を言っているんですか」

　身体は焼かれ、そうまでしても拘こう束そくは解とかれていない。圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようにも拘かかわらず、夜音はにやりと笑う。水を含ふくみ垂れた髪の隙すき間まから僅わずかに覗のぞく、口元から顎あごへかけては白く美しいラインを保たもっていた。

「貴方が口先ばかりで水をかけないから、代わりにかけてもらったんです。──これで貴方と闘たたかえますからね」

「な…………！」

　部長ははっとして目を見開く。しゅうしゅうと煙の上がる肌は、焼やけ爛ただれているというより、むしろその逆ぎやくだった。

　既すでに再さい生せいが始まっていたのだ。

「まさか……、そのために自分から水を────！」

　夜よる音ねが拘こう束そくされていたのは、スキンケアクリームによって能のう力りよくを制せい限げんされていたためだ。そしてそのクリームは、水ですぐに落ちてしまう。

　戦おののく部長に、夜音は頷うなずく。何をした様子もない、ただそれだけの動きで彼女を縛しばっていた蔦つたは、土つち塊くれのようにぼろぼろと崩くずれていった。

「馬鹿なっ！　どうしてそんなことをする必要があるんだ！　仲間がいるなら、普ふ通つうに助けてもらえばいいじゃないか！」

　理り解かいできないと、部長は身み振ぶりを交え訴うつたえる。

「そんなことをしては、私一人では貴方あなたを倒たおせないみたいじゃないですか」

　答えは簡かん単たんだった。地面に降おり立たった夜音は、濡ぬれた髪かみを鬱うつ陶とうしそうに後ろへ撫なでつける。露あらわになった肌はだは白く、つるりとしてきめ細かかった。

「小さ夜よの手を借りてしまいましたが、貴方は元よりじょうろを使うつもりだったみたいですし、手助けと数えなくてもいいですよね？」

「…………馬鹿げてる」

　部長の呟つぶやきは、心底理解できないという響ひびきに満ちていた。

　確たしかに吸きゆう血けつ鬼きとしての能力を取とり戻もどしてはいる。いるのだが、どうしてそんな方法を取る必要があるというのだ。夜音が浴びた流水は、弱い吸血鬼なら滅ほろびてしまってもおかしくない責せめ苦くだったはずだ。肌に塗ぬったクリームを落とすどころではなく、肌ごと落としてしまったのだから。

　それを証明するように、夜音は再生を終え怪け我が一つないが、顔色は酷ひどく悪い。血や体力などは失ったままなのだ。

「どうしてそこまでするんだ！　陶原君の血が美う味まいとはいえ、君達は仲がよくないんだろう？　嫌きらいな相手の血なのに、どうして!?」

「貴方は本当に、同じことを何度も言わせますね」

　夜音は飽あき飽あきとため息をつき、しかししっかりと部長の目を見み据すえ、

「陶原は嫌いですよ。ええ。この私に対する態たい度どというものがなっていませんし、いつも苛いら々いらさせられます。ですが、血だけは別です。陶原の血を味わうためなら、この程てい度どのことなど全く苦になりません」

　はっきりと告げた。

　圧あつ倒とうされたように絶ぜつ句くする部長を前にして、悠ゆう々ゆうと目を擦こすり、瞳ひとみを赤く光らせる。コンタクトを粉こな々ごなに握にぎり潰つぶし、

「さて。貴方は陶原の血を勝手に吸すったようですし、お仕置きが必要ですね…………」

　夜よる音ねはくわっと牙きばを剝むき出だしにした。

「絶ぜつ対たいに許ゆるしません！　覚かく悟ごしなさい！」

　瞬しゆん間かん、夜音を中心として爆ばく風ふうが巻まき起おこる。感情に反はん応のうしての暴ぼう走そう気ぎ味みの力が辺り一帯を打うち払はらい、もうもうと土つち煙けむりが舞まった。

「どうしました。まさかもう終わり───」

　言いかけたところでまたも地面から生えた蔦つたが夜音を取り囲み、締しめ付つけるように一気に巻き付こうとする。

「────ですかっ！」

　しかし腕うでの一ひと振ふりだけであっさりとそれを撃げき退たい。土煙までまとめて吹き飛ばし、夜音は挑ちよう発はつするように高らかに笑ってみせるが、晴れた周囲に部長の姿すがたはなかった。

（思っていたほど雑ざ魚こというわけではないようですね）

　気配が完全に消えていることを悟さとり、夜音は小さく舌した打うち。

　いくら昼間で感覚が鈍にぶっていた状じよう態たいとはいえ、部長とは何度も直ちよく接せつ顔を合わせていたのに吸きゆう血けつ鬼きだと気づけなかった。ただ弱いのではなく、力を隠かくすのを得意としているのだろう。

（……どこに隠れようとも無む駄だです。陶とう原はらの血を吸すったことを、絶対に後こう悔かいさせてやります）

　夜音は眉まゆを吊つり上あげながら、口元ではぐっと下した唇くちびるを嚙かむ。

　部長の口ぶりからして血を吸すい尽つくしたということはなさそうだが、確かく実じつに無事だという保ほ証しようはない。あまりの美び味みに夢中になり、命に関わる量を吸われていてもおかしくないのだ。

　部長に対する怒いかりの他に、一いつ刻こくも早く陶原の無事を確たしかめたいという焦しよう燥そうもまた、夜音の胸むねに燻くすぶっていた。

　それを解かい消しようするには、部長を捕つかまえるのが手っ取り早い。しかし集中して気配を探さぐろうと足を止めようものなら、間かん髪はつ入いれず蔦つたが襲おそってくる。睨にらむだけで破は壊かいできる弱いものなのだが、集中を乱され苛いら立だちが募つのった。

（少し無茶をし過ぎましたか……）

　体の状じよう態たいさえ万全であれば、そんな妨ぼう害がいなど無意味なはずなのだ。部長とて夜音を倒たおすのが目的である以上、そう遠くまで離はなれてはいまい。体を霧きりに変え学校中に広がればすぐに見つけられる。本来ならばそれで終わりなのだが、今は流水を浴びたことにより力を失い過ぎていた。下へ手たに実行すると、元に戻もどれず意い識しきごと霧む散さんしかねない。

「「無理はしない方がいいんじゃないかい？」」

　蔦の妨害が激はげしい方へ。無意識に足を進めていた夜音の耳に部長の声が届とどいた。四方からぶれて聞こえてくるため、出所は定かでない。

「「「そうやってただ歩くだけでも辛つらいだろう。帰って誰だれかの血を吸うといい」」」

「ふざけたことを言わないで下さい。血なら陶原のを吸わせてもらいます」

　どこか心配するような響ひびきを、夜音は侮ぶ辱じよくと捉とらえた。

「それより陶とう原はらは無事なんでしょうね？　血を吸すい尽つくしていたら、承しよう知ちしません」

「「陶原君は私の可愛かわいい後輩なんだ。そんなことをするはずないさ」」

「……そうですか」

　安あん堵どすべき情じよう報ほうなのに、それを聞いた夜よる音ねはまた少し機き嫌げん悪く口を曲げる。

「「「「脅おどしてるくせに、陶原君のことが心配なのかい？」」」」

「血を心配しているんです。陶原の血は私だけのものですから」

「「……まあ、そう言いたくなる気持ちも分かるけどね」」

　ぽつりと付け足された同意の声に、夜音は激はげしく舌した打うちする。

「勝手に吸すった貴方あなたに理り解かいされる必要などありません！」

「「「勝手にとは失礼だな。君と違ちがって脅したりはしていないさ。陶原君は黙だまって差し出してくれたよ」」」

「…………信じられません」

　夜音は足を止め、最後に声が聞こえた辺りの空間を焼やき払はらう。そこにいないと分かっていても、力をぶつけずには気が収おさまらなかった。

（陶原が自分から血を差し出すなんて、噓うそに決まってます）

　自分に対してはあれほどもったいぶって偉えらそうにしているのだ。そんなの絶ぜつ対たいにあり得ない。そんな展てん開かいなど許ゆるせるわけがないではないか。

　こうなれば、本当に陶原が無事なのかどうかも怪あやしくなってくる。部長は敵てきだと改めて認にん識しきし、夜音はぎりりと奥おく歯ばを嚙かんだ。

　そうやって話をしている間も蔦つたによる攻こう撃げきは続いており、力ちから任まらせに粉ふん砕さいしながら進む。気がつけば夜音は校舎の前に誘ゆう導どうされていた。

　その正門が開け放たれているのを目にし、呟つぶやく。

「いいでしょう。誘さそいに乗ってあげようじゃないですか」

　あからさまな罠わなに違いないが、夜音は気にしない。正面から叩たたき潰つぶしてやろうと部長を求めて中へと足を踏ふみ入いれた。
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　その頃ころ陶原は、やっと金かな縛しばりから解かい放ほうされ自由を取とり戻もどしたところだった。

「──よしっ！　動くぞ！」

　すぐさま扉とびらへと駆かけ寄よる。金縛り中に術じゆつを破ろうとして体力を使い過ぎたのか全身がだるく重かったが、夜音の悲鳴を聞いてからの焦あせりが陶原を突つき動うごかしていた。

（どうなってんだ…………。大だい丈じよう夫ぶなのかよ夜音は……！）

　苦く痛つうに耐たえるような悲鳴が途と切ぎれてからは、何も音は聞こえてこない。だからといって安心はできず、むしろ不安は膨ふくらむ一方だった。

　一いつ刻こくも早く状じよう況きようを知ろうと、陶とう原はらは扉とびらに手を掛かけ、

「くそっ！　やっぱり開かねえ！」

　激はげしく舌した打うち。出入りできない術じゆつを掛けたという部長の言葉通り、扉は壁かべと一枚板になったかのようにまるで動かない。

「じゃあ、これなら！」

　後ろに下がり、今度は全力で体当たりする。それでもやはり、扉はびくともしない。

「これでも駄だ目めか……。いや────」

　諦あきらめることなく、何度も体当たりを繰くり返かえす。部室ごと壊こわす勢いきおいでぶつかり続けるが、先に壊れたのは陶原の方だった。衝しよう撃げきで肩かたを脱だつ臼きゆうしてしまい、この方法では無理だと悟さとる。

（他に、他に何かないのかよ……………………！）

　部室内を見み渡わたしてみても、何も考えが浮うかばない。扉と同じく窓まども開かず、はまったガラスすら割れなかった。術の影えい響きようなのかガラスは黒く染そまっていて、外の様子を窺うかがうこともできなかった。

　気が焦あせるばかりでどうすることもできず、自分への嫌けん悪お感かんが募つのる。

「くそっ……。いったいどうすりゃ────？」

　歯は嚙がみする陶原の目についたのは、窓ガラスに貼はられたガムテープだった。夜よる音ねと箒ほうきを奪うばい合あった際さいに割ってしまい、その場凌しのぎに貼ったものだ。

「もしかして…………！」

　そうっと端はしを摑つかみ、引ひっ張ぱる。すると建物の一部と認にん識しきされていなかったのか、それはぺりぺりと簡かん単たんに剝はがれていった。

「よし！　これで……！」

　一気にガムテープを剝がし取り、陶原は割れたガラスの隙すき間まから外の様子を覗のぞく。しかしそこから見える範囲には誰だれの姿すがたも見当たらなかった。

「おーい夜音！　夜音────っ！　聞こえないのかー！　部長──！」

　声を嗄からして叫さけんでも、返事はない。夜音の声が聞こえたということは、音の伝達までが術で封ふうじていられるわけではないはずなのだが。

「どこか遠くで闘たたかってるのか？　何か他にできることは…………」

　ガラスの割れ目で開いた穴は広げた掌てのひらと同じくらいの大きさで、通とおり抜ぬけることは不ふ可か能のう。亀き裂れつが走った部分をさらに割ろうと力を加えても、残ったガラスは固定されたように動かなかった。隙間は広がらず、手がズタズタに切きり裂さかれただけで終わる。

「痛いたっ……！　────いや、そうか！」

　舌した打うちしていた陶原は、赤く濡ぬれた掌を見て、はっと気づく。

（声が駄目でも、匂においなら…………！）

　血は吸きゆう血けつ鬼きにとって重要なもの。好物の匂においがしていれば、きっと反はん応のうを示すはずだ。

　自分の手首を見つめ、陶とう原はらは決意とともにわき出す生なま唾つばを飲み込んだ。
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　壁かべを背せにして、部長は家庭科室で夜よる音ねを待ちかまえていた。その胸むねに宿るのは、後輩を守るのだという正義の炎ほのお。

（待っていたまえ陶原君。きっと夜音君の魔まの手から助けてあげるよ）

　拳こぶしを握にぎり、しっかりと決意を固める。

　吸血鬼として夜音と接せつした部長は、自分の考えが正しかったことを確かく信しんした。夜音は陶原の言葉通り、暴ぼう力りよくで脅おどして無理矢理に血を吸すっていたのだ。

　この場に誘ゆう導どうしながら説得をしようとしても、やはり気にしているのは陶原本人ではなく血のみ。本人への心配は一切見られなかった。

（…………楽しそうに見えていたのが、まさか演えん技ぎだったとはね）

　複雑な気持ちを抱かかえ、部長の唇くちびるが歪ゆがむ。

　詳くわしい事じ情じようを知らなかった頃ころ、人間上がりの吸血鬼である部長の目からは、陶原と夜音の二人の関係は好ましく見えていた。人間と吸血鬼が互たがいに遠えん慮りよすることなく、自分の意見を言い合っていると思っていたのだ。

　そんな夜音になら、自分の生き方も理り解かいしてもらえるのではないかと期待していた。

　しかし、そうではなかった。

　強い立場を利用し脅すだなんて、絶ぜつ対たいに見み逃のがせない最低の行こう為いだ。たとえ部員同然と思っていた夜音であっても、いや、だからこそそれはきっちりと教えてやらなければならない。

（相手が誰だれであれ、校内ならば絶対に私が勝つ）

　夜音は思っていた以上に強力な吸血鬼のようだったが、自じ滅めつするような形で力の大半を消しよう耗もうしている。それにもし万全であっても、部長には勝利する自信があった。

　部長の吸血鬼としての能のう力りよくは隠おん密みつ方面に特化している。気配を消すのと記き憶おくの操そう作さは得意だが、吸血鬼相手の攻こう撃げき力りよくとなると心こころ許もとない。なので吸血鬼に襲おそわれた場合に備え、根ね城じろにしている山やま科しな高校で迎むかえ撃うつ策さく略りやくを以前から練ねっていたのだ。

　その一つが家庭科室だった。この教室は唯ゆい一いつスプリンクラーが生きており、部長が立っている安全地帯には水が降ふり注そそがないように改造してある。誘さそい込こむことさえできれば、どんな吸血鬼でもひとたまりもないはず。

　そして吸血鬼というものは、総じてプライドが高い。誘いがあからさまであればあるほど、楽に乗ってくれる。

「やあ夜音君。いらっしゃい」

　狙ねらい通りに姿すがたを現した夜よる音ねを迎え、部長は微ほほ笑えむ。

　校門から家庭科室まで、遠回りに気配を残していたのだ。嫌いやがらせのように使つかい魔ま代わりの蔦つたで妨ぼう害がいし続けたのは完全に無む効こうでもなかったらしく、夜音は怪け我が一つないものの、大きく肩かたで息をしている。

　入り口で足を止めた夜音と部長との距きよ離りは十メートルもない。吸きゆう血けつ鬼きにとっては一ひと呼こ吸きゆうもかからず潰つぶせる間合いだった。

「ずいぶん遅おそかったね…………なんて言うと、まるで悪役みたいか」

「悪役で十分でしょう。この私の血を横から奪うばおうと言うんですから」

「『君の』じゃなくて『陶とう原はら君の』血だろう」

「同じことです。陶原の血が美び味みなのは、この私に味わわせる…………っ、いえ。何でもありません」

　何かを言いかけていた夜音は急に言葉を途と切ぎれさせ、顔を横に振ふった。その姿は隙すきだらけだったのだが、部長はその機会に攻こう撃げきをしかけることはできなかった。

　照れたような怒おこったようなその動きを、陶原との間でよく目にしていたと思ってしまったから。

（…………………………）

　釣つられるようにして、これまでの夜音の様子が思い出される。陶原と夜音は常つねにいがみ合っていたが、同時に互たがいの動向を気にし合ってもいた。

　初めは警けい戒かいして観察していたはずなのに、広ひろ野のや清水しみずも交え、園芸部の部室で彼らのやりとりを眺ながめるのは楽しかった。闘たたかいに集中しようと心がけているのに、どうしてもその光景は頭から消えなかった。

「……なあ夜音君。もう一度訊きくよ。陶原君を脅おどして血を吸すうのを、止めるつもりはないかい？」

　あと一歩でも前に進めば、夜音はスプリンクラーの射しや程てい圏けん内ないに入る。胸むねの内の残る思いを吹っ切りたくて、部長は確かく認にんの目を向けた。

「それは私の台詞せりふです」

　しかし夜音の答えは意外なものだった。

「貴方こそ陶原の血を無理矢理吸ったんでしょう。どうやって脅したのか、私も参さん考こうにしますから教えなさい」

「意味の分からないことを……」

　部長は顔を顰しかめる。

「私は無理矢理になど吸っていないよ。ただ説せつ得とくする時間が足りなかったから、身動きを奪って勝手に吸わせてもらっただけで」

「それを無理矢理と言うんです！」

　怒ど声せいとともに夜よる音ねの殺気が膨ふくれ上あがった。

「やはりそうでしたか！　許ゆるしません！」

　我が慢まんの限げん界かいとばかりに一気に駆かけ出だす。その速度は人間にはとても追えないであろうものだったが、

（──遅おそい！）

　流水を浴びたダメージは隠かくせず、部長には十分対たい処しよ可か能のうな速さでしかなかった。夜音の顔をじっと見み据すえ、スプリンクラーを──

「──ぐうっ！」

　発動させることができず、部長は胸むな元もとを夜音に摑つかまれ、背はい後ごの壁かべへと叩たたき付つけられた。

「どうしました。歯ごたえがありませんね」

「がはっ……！」

「少しは抵てい抗こうし────っ！」

　そのまま壁にめり込ませる勢いきおいで圧おしていた夜音は、真横から飛んできたテーブルに強打され窓まどまで吹き飛ぶ。

「くっ……」

　続いて大量の椅い子すが追い打ちを掛かけるように飛んで来るのを、夜音はギリギリで方向をずらしてかわす。代わりに直撃を受けた窓ガラスは全て粉こな々ごなに砕くだけた。

「──歯ごたえがないのはどっちの方だい？」

　間を開けずに家庭科室内の備び品ひんを操あやつり夜音へと飛ばしながら、部長は夜音の弱さに驚おどろいていた。本来の吸きゆう血けつ鬼きの力なら、部長が念動力で勝てるはずがないのだ。破れかぶれの攻こう撃げきが成功したということは、それだけ夜音の消しよう耗もうが激はげしいということだろう。

（やはり、そうか……）

　今の状じよう態たいでスプリンクラーの水を浴びれば、恐おそらく無事では済まない。滅ほろびる可能性も大いにあり、それが部長を躊躇ためらわせた。

　こうして暴力を用いて争ってはいても、部長に夜音を殺すつもりはなかった。夜音へも愛着が生まれているのだ、ただ陶原の血を諦あきらめてくれれば、それで十分だった。

「なあ夜音く────！」

　必死で椅子を弾はじき、避よけ続つづける夜音に、ほんの少しだけ攻撃の手を緩ゆるめた部長は、すぐにその失しつ策さくに気づく。

「ぐあああああああああああああっ！」

　いや、気づかされたと言うべきだろう。僅わずかな間かん隙げきを縫ぬうように床ゆかを滑すべってきた何かが体に絡からみつき、悲鳴をあげる。己おのれの不明を悟さとった時には完全に身動きを封ふうじられていた。

「……貴方あなたの真ま似ねをするようで気が進みませんでしたが、有ゆう効こうだったようですね」

　いつの間にか目の前に迫せまっていた夜音が、荒あらい息に混じってこぼす。部長を締しめ上あげているのは、砕くだけたガラス片へんを核かくに作られた黒い縄なわだった。

「これでもう終わりです」

「ぐううっ…………！」

　じわじわと締しめ付つけは増まし、縄は部長の体に食い込んでいく。吸きゆう血けつ鬼きの頑がん丈じような体はガラスで切れたりはしないが、やがて限げん界かいを迎え──

「───────────っ！」

　夜よる音ねがばっと外に振ふり向むいた瞬しゆん間かん、体を引ひき裂さく直前で縄の締め付けは急に止まった。

　何が起こったのか理り解かいできず部長は夜音に目を向けるが、彼女はまるで反はん応のうを示さなかった。目の前にいる敵てきの存そん在ざいを忘わすれてしまったように目を大きく開いた夜音は、

「────！」

　唐とう突とつに背せを向けると、窓まどから外へ飛び出していく。部長の身体を縛しばっていた縄は闇やみに還かえり、構こう成せいしていたガラスの破は片へんが散らばり落ちる。

「夜音、君…………？」

　解かい放ほうされた理由が分からず、夜音を追って窓まで駆かけ寄よった部長は、そこでようやく周囲を漂ただよう血の匂においを嗅かぎ取とった。

　吸血鬼の本ほん能のうをくすぐる、芳かぐわしい陶とう原はらの血の香かおりだ。

　部屋からの距きよ離りを考えると、かなりの量の血が流れているのだと予想できる。夜音はいち早くそれに気づき、陶原の元へと向かったのだろう。

「………………………………やれやれ」

　匂いは微かすかで、部長には集中してやっと嗅ぎ取れる程てい度どの濃のう度どだ。闘たたかいながら気づこうと思ったら、常つねに最さい優ゆう先せんで気に留とめていなければ無理だろう。

「いや。それでも私じゃ無理かな？」

　その血についてよほど強く執しゆう着ちやくを持っていなければ、どんなに力の強い吸血鬼であっても不ふ可か能のうだ。

　──もしくはその血の主について、とか。

「…………私のことは、本当に忘れてしまったみたいだね」

　見下ろした夜音の背中は隙すきだらけで、悪意を持って襲おそえば子供でも簡かん単たんに退たい治じできるだろう。陶原以外何も目に入っていないに違ちがいない。

「血だけが目的、ねえ？」

　とてもそれだけとは思えず、部長は闘うのが馬鹿らしくなった。苦笑してため息を一つつくと、夜音を追って園芸部の部室まで向かう。

　のんびりと、呆あきれたような足取りで。
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　駆かけ寄よってくる足音が聞こえたとき、最初陶とう原はらはそれが幻げん聴ちようかと思った。

「陶原！　陶原、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　しかしどんなに体当たりしても動かなかった扉とびらが内側に弾はじけ飛とび、声とともに夜よる音ねが部室へ入ってきたことで、陶原はそれが現実だと認みとめる。

「よかった…………、無事だったんだな」

　一目で分かるほど夜音の顔色は悪く、所々破れた制服はどす黒く汚よごれていたが、自分の足でしっかりと歩いている。最悪の事じ態たいは免まぬかれたかと、陶原は安あん堵どの息いきを吐ついた。

「無事だったじゃありません！」

　ほっとする陶原とは対たい照しよう的てきに、夜音の焦あせりは留とどまる様子がない。それもそのはず。

「貴方あなたこそどうしてそんな怪け我がをしているんですか！」

　陶原の手首からは、どくどくと今も血が流れ続けているのだ。

「なあに、気にすんなって」

　だというのに、陶原の顔から微ほほ笑えみは消えなかった。

　部長と夜音の争いを止めるため、閉じこめられた陶原が選んだのは血を流すことだった。声は届とどかなくても、大量に血を流せばその匂においを嗅かぎつけてくるのではないかと考えたのだ。

　そのために、陶原は割れたガラスで自分の手首を切った。

　深く切り過ぎなければ、手首を切ってもそう簡かん単たんに人は死なない。しかし傷きずが浅すぎてもすぐに血が止まってしまうので、繰くり返かえし切り続けるしかなく、陶原の手首にはまるでためらい傷のように何重にも傷ができていた。

　結けつ構こうな量の血が流れたようで、陶原は頭がぼうっとしていたが、作戦は成功したので満足だった。

「部長もちゃんと生きてるか？」

「ブチョウ？　そんなことより、貴方が先決です！　手を貸しなさい！」

　薄うす笑わらいを浮うかべる陶原に近づき、夜音は血だらけの左手を奪うばうように引き寄せる。出血が続いていることを改めて確かく認にんし、ぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

「とにかく止血しなくては……………………。包ほう帯たいは用意していませんよね？」

　頷うなずくと、夜音は陶原のシャツに手を掛かけ、力を込めてビリッと破いた。

「普ふ通つうそういうのって、自分のスカートとかがお約束じゃねえか？」

「そんな常じよう識しきなど知りません！」

　軽口に構かまわず、夜音はシャツを細長く破って、包帯代わりに陶原の手首へと巻まいていく。

「ちょっと、きつすぎるかな」

「これくらいでいいんです！　いいから貴方あなたは黙だまってなさい！」

　妙みように陶とう原はらの口が軽いのは脳のうに血が足りてないからだろう。夜よる音ねは怒おこりながらもしっかりと包ほう帯たいを巻まいていくのだった。




「…………これで大だい丈じよう夫ぶなはずです」

「……うん。そうだな。多分もう、血は止まってる」

　包帯がじんわりと赤く染そまり、しかし血が垂たれるほどではなくなった頃ころ、陶原は多少正気を取とり戻もどしていた。

　脱だつ臼きゆうした肩かたも強引にはめてもらい、にぎにぎと左手を動かし、調子を確たしかめる。

「ちゃんと反はん応のうするし、腱けんは切れてないみたいだな」

「そうですか。それはよかったですね」

　頰ほおを緩ゆるめる陶原に対し、夜音の返事は素そっ気けない。心配が去ったことで、普ふ段だんの愛あい想そうのなさも復活していた。

「それより、どうしてこんなことをしたのか説明してもらえますか？」

「…………へ？」

　夜音の目には疑いの色がある。それが誰だれに対してのものか分からず、陶原が首を傾かしげると、

「そうだね。私も聞かせて欲しいよ」

　説明を求める声がもう一つ現れる。陶原と夜音が揃そろって顔を向けると、壊こわれた部室の扉とびらの陰かげに部長が立っていた。

「ファットブルーム！　やはりあなたがこんなことを！」

「へっ？　…………あっ！　違ちがうぞ！」

　部長の姿すがたを認みとめた瞬しゆん間かん夜音が殺気立ち、陶原はこうなった原げん因いんを思い出す。

「部長と夜音が争う理由なんてないんだ！　止めてくれ！」

　縋すがり付つくように夜音の腕うでをはっしと摑つかむ。二人のそんな姿など見たくなかった。

「…………どういうことです。きちんと説明してもらいましょうか」

　夜音の声が低くなり、陶原の背せ筋すじが凍こおる。しかし観かん念ねんして大人しく口を開いた。

「部長にはその、俺が夜音に脅おどされてるって言ったんだ。暴ぼう力りよくを振ふるわれて、無理矢理血を吸すわれてるって」

　飾かざることなく正直に告げる。噓うそや誤ご魔ま化かしはもう止め、自分の責せき任にんなのだと真しん摯しに臨のぞんだ。

　しかし夜音の返事はなく、表情を確かく認にんすることができずにそのまま陶原は部長へと顔を向けた。

「実はあれ、…………噓なんです。脅されてるんじゃなくて、俺が脅してるんですよ。だから、守ってもらわなくても大だい丈じよう夫ぶなんです」

　どんなに汚きたなく罵ののしられても甘んじて受け入れるしかない、最低な噓だ。ぐっと陶原は覚かく悟ごを決めるが、二人の吸きゆう血けつ鬼きのどちらからも罵ば倒とうの声はあがらなかった。

　その代わり。

「……………………お仕置きが必要なのは、貴方あなたの方だったようですね」

　ぽつり、と夜よる音ねが呟つぶやく。むしろ優やさしいとすらとれる口調だったというのに、その声は酷ひどく重々しく陶とう原はらの耳に響ひびいた。

「──────正せい座ざしなさい」

「へ？」

「正座しろと言っているんです！　早くしなさい！」

　声の調子を一転させ、夜音は怒ど鳴なる。体ごと吹き飛ばされそうな圧あつ力りよくさえ伴ともなっていた。

「は、はい、今すぐに──」

「誰だれがここでしろと言いましたか。正座と言ったら地べたでしょう！」

　その場で座すわり込こもうとしていた陶原は、慌あわてて部室の外へと駆かけ出だす。ドアのところで足を取られ、転こけるがその勢いきおいのまま額ひたいを地面に擦こすりつけた。

「申もうし訳わけありませんでしたあああああああああああああああああああああああ！」

　正座だけでは収おさまるまいと、自主的に土ど下げ座ざする。しかし帰ってきた返事は冷たく、

「どこに謝あやまっているんですか。私はこっちですよ」

「はいっ！　すいませんでした！　すいませんでした！　すいませんでした！」

　土下座したまま、向きを変える。頭を上げることができずに、陶原は謝しや罪ざいの言葉を連れん呼こし続けた。




「……はい。もうほんと、何て言うかすいませんでした」

　それからしばらく。ようやく顔を上げ、今までの事情を全て吐はかされた時には、陶原の喉のどは完全に嗄かれていた。

「全部俺が悪かったです。反省してます」

　シャツを破られたため上半身は裸はだかで、着ているのはジャージの下だけという情なさけない格好。地べたに座っているため小石が足に突つき刺ささり、痛いたいような痒かゆいような状態だったが足を崩くずすことなどできなかった。

　もっと気にするべき事じ態たいが目の前に存そん在ざいしていたからだ。

「全て貴方の責せき任にんですからね」

「そうだよ陶原君。しっかり反省したまえ」

　正座する陶原の前で腕うで組ぐみするのは、夜音と部長の二人。

「貴方が最初から本当のことを話していれば、こんなことにはならなかったんですからね！」

「はい……。もう仰おつしやる通りです」

「本当だよ。どうして噓うそなんか吐ついたんだ」

　揃そろって冷たい視し線せんを送る吸きゆう血けつ鬼き二人に対し、陶とう原はらは口答えすることなく小さく縮ちぢこまるしかない。

「で、でもほら！　結局俺が頑がん張ばって解かい決けつさせたんだし、それを思えば──」

　それでも何とか場を取とり繕つくろおうと声を張はってみても、

「自じ業ごう自じ得とくでしょう」

「自じ作さく自じ演えんとも言えるね」

　あっさりと切り捨てられる。

「ですよね。はい分かってましたよ。俺が悪いですよ」

　何を言っても挽ばん回かいは不ふ可か能のうだと悟さとり、陶原はがくりと肩かたを落とした。包ほう帯たいでぐるぐる巻まきにされた左手首をじっと見つめる。

「手首を切るだなんて何を考えているんですか！　死んだらどうするんです！」

「結果的に死ななかったんだし、いいだろ？」

「血が無む駄だになったでしょう、もったいない！」

　夜よる音ねの怒いかりは収おさまる様子を見せない。その分と言うか、部長はまだ冷静さを保たもっている。

「…………それにしても、まさか夜音君が脅おどしていたのではなく、脅されていたとはね」

　部長は未だに信じられないと唸うなり、厳きびしい目を陶原に向ける。

「ともかく、脅すという方法は感心できないね。こんなすれ違ちがいを招まねく原げん因いんにもなったんだし、これを機に改めたまえ」

「よ、余よ計けいなことは言わないで下さい」

　せっかくの提てい案あんを拒きよ否ひしたのは夜音の方だった。

「それについては私と陶原の問題です。口出しは無用ですよ、ファットブルーム……いえ、ブチョウ」

「いや、しかしだね？　……まあ君がそれでいいなら構かまわないけど」

　部長は納なつ得とくがいかないようだったが、ムスッとした夜音には頑がんとして聞き入れる様子はなく、肩かたを竦すくめて身を引いた。どんな気まぐれを起こしたのかは知らないが、自分に不利な流れにならず陶原は一安心する。

「じゃ、じゃあそういうことでそろそろ帰りましょうか？」

「誰だれが立っていいと言いましたか」

「君は正せい座ざしていたまえ」

「…………はい」

「まあ陶原君は当面このままでいてもらうとして、すまなかったね、夜音君」

　しゅんとする陶原を放置し、部長は夜音へと顔を向ける。

「こんなことになったのは大部分は噓うそ吐つきの陶原君のせいだけど、私の早とちりにも責せき任にんがあるからね。改めて謝しや罪ざいするよ」

「いいえ。貴方あなたは気にしなくて構かまいません。悪いのは噓うそ吐つきな陶とう原はらですから」

「それはそうだが──」

　夜よる音ねの顔色は悪いままで、部長はそれを気にしているようだった。生き真ま面じ目めに頭を下げる部長を尻しり目めに、

「……あの、俺も俺が悪いって十分分かってますし、そんなに連れん呼こするのは止めて欲しいんですけど…………」

　陶原は控ひかえめに訴うつたえるのだが、やはりその声は届とどかなかった。

「そうだ、夜音君は元々私を警けい戒かいしてこの学校に来たんだったね？」

「ええ。そうです」

　部長にはこれまでの経けい緯いを全て説明していた。夜音が頷うなずくと、

「お詫わびと言っては何だけど、これからは昼の間、私が陶原君を守るから安心するといい。校内で他の吸きゆう血けつ鬼きに血を吸すわせたりしない。約束しよう」

　部長は胸むねを張はって保ほ証しようした。

「…………はい？」

「夜音君は慣なれない昼の生活に嫌いや気けが差しているんだろう？　私に任まかせて君は夜の世界に帰りたまえ」

「えっ、えっと……、ですけど…………」

「おや？　何か問題があるかい」

　夜音は納なつ得とくいかない様子だったが、言いい淀よどむばかりで言葉にならない。

「遠えん慮りよならいらないよ。そうでなくても部員を守るのは部長としての役目だからね」

　力強い先輩の笑みに、何も返せないのだった。

（まあ…………。それがいいのかもな）

　話題に上りながら口出しする権けん利りのない陶原は、黙だまって成り行きを見守りつつそう考えていた。

　夜音が学校に来た目的は既すでに達成しているのだ。部長の提てい案あんは陶原と夜音が望んでいた展てん開かいであり、さらには守ってくれるという嬉うれしい誤ご算さんつきだ。

　納得しない理由はどこにもなかった。

（そうだよ。それでいいんじゃねーか…………）

　それなのに、陶原は胸にもやもやとすっきりとしないものを感じ、口がへの字に曲がっていく。ちらりと夜音を盗ぬすみ見みると、彼女もたまたま同じ表情をしていた。

「よし、じゃあ決まりだね！」

　部長は闊かつ達たつに笑い、ばしばしと夜音の肩かたを叩たたく。

　こうして夜音の学校体たい験けんは幕まくを閉じたのだった。










　　　　　　　　　　終章




　説教が終わる頃ころには、辺りはすっかり暗くなっていた。

　やっとのことで解かい放ほうされた陶とう原はらは、家まで送ると言う夜よる音ねに連れられ、宙に浮うかんでいた。

　血は止まったとはいえ、左手首の傷きずはずきずきと心しん臓ぞうの鼓こ動どうに合わせて存そん在ざいを主しゆ張ちようする。未だに切られ続けているかのように傷口は熱かったが、それと同じくらい、繫つないだ右手も熱を持っているような気がした。

　体力が落ちているためなのだろう。夜音は浮かんだり沈しずんだりを繰くり返かえし、時には地面すれすれの低空飛行となっている。

「無理すんなって。きついんだったら歩けばいいだろ？」

「無理なんてしていません。貴方あなたは黙だまってなさい」

　ふらふらと校庭を蛇だ行こうするばかりで未だに学校の敷しき地ちすら出ていないのだから、先が思いやられる。やれやれと陶原が思っていると、

「おっと」

　唐とう突とつに、夜音が大声をあげた。同時にぐっと低空になり、ぴたりと止まる。

「どうした！　何かあったのか？」

　夜音の声ははっきりと裏うら返がえっていた。何のトラブルだと陶原は身み構がまえる。

　しかし夜音は返事をすることなく、

「手が滑すべってしまいました」

　前もって用意していた文章を読むように、かぎりなく棒ぼう読よみ口調で言った。

「は？　何言って──────ってええええええええええ！」

　一いつ拍ぱく置いて、ぱっと繫いでいた夜音の手が開く。状じよう況きようを理り解かいした陶原は地面に激げき突とつするのではと恐きよう怖ふが襲おそうが、悲鳴は長くは続かなかった。ばしゃんという音とともに、陶原の身体は打ちつけた何かに沈んでいく。

　同時に陶原を濃こい闇やみが包み、ごぼごぼという音が耳を支配する。何事かと暴あばれていると、もう一度右手を摑つかまれ持ち上げられた。

「げほっ！　う、うええっ！」

　水を吐はき出だし、何度も咳せき込こむ。頭を振ふって水すい滴てきを飛ばした陶原は、目を開けようやく自分の身に何が起こったのかを悟った。

「何すんだよ！　死ぬかと思ったぞ！」

　陶原が吊つり下さげられているのは、プールの真上だ。先ほどは学校のプールに落とされたのだった。

　ずぶ濡ぬれになった陶原が抗こう議ぎすると、夜音は硬かたい動きで顔ごと目を逸そらす。

「てがすべったんだからしかたがないでしょう」

　その言葉も抑よく揚ようがなく、陶とう原はらは何を言われたのか一いつ瞬しゆん理り解かいできなかった。

「滑すべったって言ってから手を放したじゃねーか！　つーか現実に手が滑るなんてあり得ねえし！」

「……………………てがすべったんだからしかたがないでしょう」

「いやだからな、そんなことは──」

「てがすべったんだからしかたがないでしょう」

「…………………………そうかい。じゃあ仕方なえな」

　むなしさの前に、陶原は負けを認みとめる。

「てがすべったんだからしかたが──」

「それはもういいって！」

　疲つかれて陶原が怒ど鳴なると、夜よる音ねはびくんと大きく背せ筋すじを伸のばした。もごもごと小声で何かを呟つぶやき、

「──濡ぬれて、濡れてしまったことだし、ついでに泳いでいきますか」

　上うわ擦ずった声で提てい案あんした。

「はあ？　何を言って──」

「了りよう解かいしましたね？　はい、では」

　眉まゆを顰ひそめる陶原に構かまわず、夜音は再ふたたび手を放す。またもプールに落ちることになった陶原だったが、今度は自力で水面から顔を出した。

「ぷは──────っ！　な、何しやがるんだ！」

　じゃばじゃばと立ち泳ぎしながら陶原が睨にらむと、夜音は咳せき払ばらいして口を開き、

「────────ごほん、ごほん……」

　さらに咳払いし、陶原をげんなりさせた。

「もういいから。早く言ってくれよ」

「だからその…………、言ったでしょう。ついでに泳いでいくと」

　やっとのことで、夜音は陶原の方を向いた。

「泳ぐって、お前はプールに入れないんじゃなかったのか？」

「それは昼間の話です。忌いま々いましい太陽さえなければ、人工の水たまりなんて平気ですよ。大きな風ふ呂ろと変わりません」

「でもよ、その格かつ好こうじゃ無理だろ？」

　陶原はジャージで上半身裸はだか。どうにでもなるが、夜音は制服を着ているのだ。水面から見上げる陶原に、

「偶ぐう然ぜんですが、今日は下に水着を着てきましたから」

　夜空を背せにした夜音はそう言って制服のボタンに手を掛かける。一つ一つ上から順番に外していくのを陶とう原はらは茫ぼう然ぜんと眺ながめていたが、慌あわてて、

「────い、いやちょっと待て！　お前には恥はじらいってもんがないのか！」

「水着を着ているのにどうして恥じらう必要があるんですか」
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　理り解かいしてもらえず、陶原はぶくぶくと水に沈しずむ。鼻から上だけは水面から出し、結局目を離はなすことができずに夜よる音ねを見上げ続けた。

「さて──、では、行きますよ」

　夜音は最後に靴くつ下したをもそもそと脱ぬぎ、プールサイドに投げる。それからちゃぽんと水中に垂直に落下した。

「──ぷはぁっ。…………どうです！　ほら！　完かん璧ぺきでしょう！」

　程ほどなくして顔を出し、暗い夜のプールに夜音の歓かん声せいが響ひびき渡わたる。そのまま沈しずむことなく、ゆっくりと前に進み始めた。

「私に泳げないなんて言ったことを後こう悔かいしなさい！　存ぞん分ぶんに褒ほめていいですよ！」

「……ああ。そうだな…………」

　浮うかれきった夜音とは対たい照しよう的てきに、陶原の声は生暖かい。

（やっぱり水泳の授業のこと、気にしてたのか）

　泳げないと思われたのがよほど悔くやしかったのだろう。得意げに、見せつけるように泳いでみせるのだが、ばしゃばしゃと水しぶきが激はげしい割に進むスピードは遅おそい。

　確たしかに泳いでいるのだが、その泳ぎ方は両の手足をばたばたさせて水をかく、いわゆる犬かきだった。

（風ふ呂ろ場ばで練習したって言ってたし、仕方がねえよな）

　興こう奮ふんした様子で語られた言葉を思い出し、陶とう原はらは微び苦く笑しようをこぼす。泳ぎを見守るように目を細めた。

「私がしみ──、人間などに劣おとっていないとこれで分かりましたか？」

「言われなくても分かってたよ。よく頑がん張ばったな」

　ゆっくりと夜よる音ねが近寄ってくると、陶原はぱちぱちと手を叩たたく。賞しよう賛さんを浴び、夜音は満足そうに頷うなずいた。

「これだけが心残りでしたからね。泳げるということを証しよう明めいできればもう…………、心おきなく学校を去れ……ます」

「そう、か…………」

　陶原は静かに夜音を眺ながめ、

「……それにしても、お前のサイズに合う水着、あったんだな」

　改めて感心したようにしながら話題を変える。夜音が制服の下に着ていたのは、山やま科しな高校指定の水着だった。

「サイズ？　何を言っているんですか」

　しかしその疑問を、夜音は心底理り解かいできなさそうだった。

「私の服は全て小さ夜よの手作りです。身体に合わないなんてことは起こり得ませんよ」

「そうか……。凄すごいな」

　夜音が着ているのはオーダーメイドだとは思っていたが、小夜が作っているとは想そう像ぞうしていなかった。

「水着まで作るってのは、やり過ぎだろ？」

「私の使用人なんですから、それくらいできて当然です」

　そう言いながらも、夜音は誇ほこらしげに胸むねを張はる。

　夜の闇やみを吸きゆう収しゆうしたかのように、プールの水は黒々としている。その中に病的なまでに真っ白な肌はだがくっきりと浮うかび上あがり、ゆらゆらと揺ゆらめいていた。普ふ段だんのふわふわもこもことしたドレスとは違ちがい、ぴっちりと張はり付ついた水着は彼女の身体の線をはっきりと見せる。本当は誰だれよりも強いくせに、軽く握にぎっただけで壊こわれてしまいそうなほど華きや奢しやで繊せん細さいそうだった。

「…………どうかしましたか？」

　声を掛かけられたことで陶原はやっと自分が見み惚とれていたことに気づき、ばっと勢いきおいよく顔を背そむける。

「いやっ！　何でもない、何でもないぞ！」

　全体的に凹おう凸とつが少なく、残念なくらいの絶ぜつ壁ぺきが目に焼き付いている。それなのに陶原の胸はどきどきと理由もなく高まっていた。

（余よ計けいなことを言って怒おこらせるのが怖こわいんだな。うん。俺は怯おびえているんだ！）

　そうとしか考えられない。陶とう原はらは無理矢理に自分を納なつ得とくさせる。

「そうですか。だったら貴方あなたも泳ぎなさい」

　陶原の反はん応のうを気にせず、夜よる音ねはぱちゃん、と水をかいた。

「貴方にもプールを使う権けん利りを分けてあげます。感かん謝しやしなさい」

「感謝って、お前な……」

　勝手な言い草に呆あきれるが、返事を待たずに夜音は犬かきで離はなれていく。その背せ中なかに手を伸のばした陶原は、己おのれの左手首を見つめた。

（血は止まってるみたいだな）

　きつすぎるほどに包ほう帯たいを巻まいたおかげか、水に入っても傷きず口ぐちは開いていない。それでも水から上がった方がいいに決まっているのだが──

「まあ、いいか」

　陶原は呟つぶやき、夜音の後を追う。今日くらいは少し無理をしても、罰ばちは当たらないだろう。

「待てよ！　お前に本当の泳ぎってやつを教えてやるぜ！」

「ほう？　見せてもらいましょうか」

　幸いにも無茶だと止める者はいない。陶原と夜音は、しばし二人だけでプールを独どく占せんするのだった。
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　週明けの月曜日。朝のホームルームが行われる陶原のクラスに、お嬢様学校の制服を着た少女の姿すがたはなかった。

「今日はお前らに知らせがある。山やま田ださんなんだが、実は、当初予定されていた三週間という短期留りゆう学がくを急きゆう遽きよ切り上げ──」

　夜音について担任の教師が事じ情じようを説明する。ざわつく生徒達の中、陶原は教師の声が全く耳に入らず、茫ぼう然ぜんとしていた。

（聞いてねえぞ、そんなの…………）

　予定されていた留学期間は残すこところ数日。余よ計けいな情じよう報ほう操そう作さの手間を省くため、きっちり消化してから学校を去るのだと夜音は前日語っていたはずだった。

　だというのに、担任の説明はそれとは全く違ちがっていたのだ。

「──というわけで、これから──…………？」

　とても最後まで説明を聞いていられず、陶原は椅い子すから立ち上がる。椅子が床を擦こする音が妙みように大きく響き、教室内の誰だれもが喋しやべるのを止め、しんとした空気に満ちた。

　呆あつ気けにとられたような視し線せんが陶とう原はらに集中し、

「おい陶原、どうした？　急に立ち上がって」

　担任も喋しやべるのを止め、不ふ可か解かいそうに見やる。しかし陶原はそれに答えず、無言で教きよう卓たくへと近づいていく。そして──

「なっ！」

　驚おどろく担任を無む視しし、がっちりと腕うでを摑つかんだ。

　──教卓の隣となりに立つ、少女の腕を。

「あっ！　こら陶原！　どこへ行く！」

　呼よび止とめる担任の声を背せ中なかに受け、そのまま廊ろう下かに出る。窓まどから顔を出し様子を窺うかがうクラスメイト達の目を気にする余よ裕ゆうもなく、誰だれもいない廊下をひたすら進む。

　足を止めたのは、廊下の突つき当あたりにある理科室の前だった。

　陶原はくるりと回れ右をして、

「何でお前が学校にいるんだよ！」

　腕を摑んで引ひっ張ぱってきた少女、夜よる音ねと真っ正面から向き合う。

「いるのはいいとして、その格好は！」

「説明を聞いていなかったんですか？　短期留学は取りやめて、正式に転入すると言っていたでしょう」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの夜音は、山やま科しな高校の制服を着ていた。

「前の制服は駄だ目めになってしまいましたし、だったら着るしかないじゃないですか」

「それはそうかもな……って、いや、そうじゃなくて！」

　陶原は地じ団だん駄だを踏ふみながら、がしがしと頭を搔かきむしる。

「どうしてそんなつもりになったんだって訊きいてんだよ！　もう学校来る理由はなくなったんだろ？」

「それは、その……………………」

　陶原の問いに、夜音はぷいっとそっぽを向き、

「……貴方あなたを監かん視しするためです」

　頰ほおを膨ふくらませて、言った。

「監視……？」

「え、ええ。実じつ際さいに通ってみて分かりましたが、学校というのは色々と誘ゆう惑わくの多い空間でした。清水しみずのような礼れい儀ぎ知らずもいますし本当は嫌いやで堪たまりませんが、貴方が堕だ落らくしてしまわないようこの私が直じき々じきに監視してあげることにしたんです」

　ふん、と鼻を鳴らず。

「貴方の血が不ま味ずくなってしまっては困こまりますからね」

「……そうかよ」

　理由を聞いた陶とう原はらは、ゆっくりと息を吐はいた。

「そういう理由だったら、仕方ねえな」

「ええ。そうです。仕方がないんです」

　白々しい声に応おうじる夜よる音ねがどんな表情をしているのか、陶原には分からない。

　首を真横に向けた陶原の視し界かいには、壁かべしか映っていないのだから。

「じゃ、じゃあそろそろ教室帰るか。みんな待ってるだろうし」

「はっ、はいっ。そうしましょう」

　互たがいに顔を見られないまま、二人は歩き出す。陶原は先に進みながら、右手で顔を覆おおっていた。

（教室に着いたら先生に説教されるだろうからな、うん）

　それに備そなえ、陶原は今のうちから愛あい想そ笑わらいを整えているのだ。そうしているに違ちがいないと自分に言い聞かせ続ける。

　にやけてしまいそうな理由など他にないのだから、と。





終　　









　あとがき




　お久しぶりもしくは初めまして。丸山英人です。

　二巻を無事に出すことができて、まずは一安心しています。

　内容に少し触ふれると、冒ぼう頭とうからいきなり陶とう原はらの怪け我がが治なおった状じよう態たいから始まっています。その際さいのやりとりは短編として電撃文庫MAGAZINEに掲けい載さいされたので、万が一気になる方がいましたらそちらの方も読んでみて下さい。たぶん書店ではもう手に入らないと思いますが。すいません。

　私事ではありますが、この夏は七年ぶりに鹿児島に帰省しました。あとがきの分量が少なすぎると駄だ目め出だしをくらったため、多少旅の思い出を書きたいと思います。

　行きは十三時間かけて夜行バスを利用したのですが、予約の名前を間ま違ちがえられていてあやうく乗れないところでした。発車の三分前になってようやくそれが分かるまで、詐さ欺ぎにあったのかと本気で心配していました。

　それに懲こりたわけでもありませんが、帰りは飛行機を選せん択たく。今度はスムーズに行くかと思いきや、またも予約が取れていませんでした。これは自分のミスで、一ヶ月先の便びんを予約してしまっていたんです。空席があったため何とか変へん更こうできたのですが、最初に一言「無理です」と言われたのが忘わすれられません。

　はい。というわけで思い出は以上なんですが、見事に往おう復ふくのミスのみです。実は事じ情じようにより鹿児島には一いつ泊ぱくしただけで、すぐに京都へ戻もどらなければいけない状じよう況きようでした。滞たい在ざい時間は二十四時間を切っていたので、次回こそはゆっくり帰省しようと思っています。

　さて、今回も締しめ切きりぎりぎりでこれを書いているんですが、もう何もネタが思おもい浮うかびません。次巻こそはまともなあとがきを書きたいと願いつつ、謝しや辞じに移うつりたいと思います。

　まずは今回も素す敵てきなイラストを描かいて下さったosa様。改かい稿こうで心が折れそうになった時に、頂いただいたラフで励はげまされています。

　そして担当の川本様。またも大変お手数かけて申もうし訳わけありません。これからも変わらずおかけすると思いますが、どうぞよろしくお願いします。

　最後にこの本を手にとって下さった貴方あなたへ。本当にありがとうございます。なるべく早く続きをお届とどけすることでお礼に代えられるよう精しよう進じんしていきます。

　それでは。また次巻でお会いできることを願っています。





丸山英人
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丸まる山やま英ひで人と

京都在住のひきこもり。最近登山を始めるが、三時間近く蜂に追われ続けて早速トラウマに。写真は賀茂茄子（花）。

[image: ]




イラスト／osaおさ

今巻では夜音の制服姿を描かせていただいて幸せでした！
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夜よると血ちのカンケイ。②
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